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プロローグ：現代でトレーナーをしていました。







　フィットネスクラブって、どんなところだと思う？

　二十代・三十代の大人の男女が、スタイルのいい身体をアディダスやナイキのスポーツウエアに包つつみ、アイソトニックドリンクを飲みながら、ランニングマシンで走っている都会的な空間。

　かっこいいアスリートが、無言で身体を鍛きたえているストイックな場所。

　そんなイメージがあるだろ？

　俺おれ――秋あき津つ翔しよう太たも、そう思っていた。体育の専門学校を卒業して、フィットネスクラブに就職し、仕事をはじめるまでは――。

　本部での研修を終えて、緊きん張ちようで顔をこわばらせながら仕事場に入ったとき、あっけにとられた。

　マシントレーニングルームには、白しら髪がのお年寄りがフリーウエイトを持ちあげている。

　エアロビクススタジオでは、四十年ほど前は若くて綺き麗れいだったのだろう女性たちが、腰こしに布を巻いてベリーダンスをしている。

　プールでは、八十代のおじいさんが、バタフライで泳いでいる。

　まるで限界集落の公民館だ。

　えーと、ここ、健康と若さのフィットネスクラブだよな？

　老人クラブじゃないよな？

　有線放送のＪ‐ＰＯＰが空々しく聞こえるほどの、ひなびた雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　研修中に、言われてはいた。

「地方都市のフィットネスクラブは高こう齢れい者しやが多いんだよ。会員のほとんどは六十代以上だ。でかい風ふ呂ろとサウナがあるから、日帰り温泉施し設せつか湯治場みたいに利用しているんだ。ウチのクラブはラジウム温泉だし、露ろ天てん風ぶ呂ろまであるから、七十代以上の会員が大半だな。足あし腰こしが弱ってるお年寄りも多いから気をつけろよ。高齢者心理学のテキストは、しっかり読んでおいたほうがいいぞ」

　研修中は大げさだと思っていたが、いざ仕事をはじめてみると、先せん輩ぱいの言ったとおりだった。

　ナイトタイムや日曜・祝日の営業時間には、若い会員もいる。ダイエット目的のパーソナルレッスンは、管理職やＯＬが多い。だが、会社員はごく少数の例外で、学生や若い主婦は皆かい無むと言ってもいいほどで、会員のほとんどは六十代以上の高齢者だ。

　人生の先輩たちに囲まれて、俺は、とまどいながらボディメイクトレーナーの仕事をはじめた。

　なにしろ、仕事相手が、田舎いなかのじーちゃんとばーちゃんの年代なんだぜ。

　お年寄りを相手に、筋力トレーニングを指導したり、ダイエットのための食事指導をしたり、水泳を教えたりするのは、正直言って緊張した。

　でも、水泳のコーチをしていて、泳げなかったお年寄りが泳げるようになったり、

「秋津コーチの言うとおりにストレッチをすると、腰よう痛つうがらくになったよ」

「体重が十キロも減って、孫におばあちゃん、若くなったね、って言われたのよー」

「昨日健康診しん断だんだったんだけど、高こう脂し血けつ症しようと高血圧がマシになっていたよ。運動って楽しいね」

　なんて言われるとうれしい。

　俺のなりたかったトレーナーとはだいぶ違ちがう仕事内容だが、これはこれで楽しい。

　雑用が多いとか、マシントレーニングルームの掃そう除じが重労働だとか、安月給だとか、拘こう束そく時間が長すぎるとか、体育会系で上下関係に厳しいとか、勤務時間外にトレーニングしていいと言われていてもそんな余よ裕ゆうはないとか、残業手当てが出ないとか、パーソナルトレーニングで低糖質ダイエットの指導をしているのに、ラーメン食べるなバカヤロウ、せっかく減った体重が元に戻もどるじゃないか、とか、いろいろ文句はあるものの、俺はそれなりに満足していた。

　現状を変えることができないなら、現状を受け入れて、その中でベストをつくす。

　それが俺の、現げん役えき時代からの考え方なんだ。




　その日、早番だった俺は、タイムカードを押おしてから、フロントを出て階段を下りていた。珍めずらしく残業がゼロで、足取りも軽く階段を下りる。

　ジャージにポロシャツ、ジョギングシューズのトレーニングウエアだ。

　大きなスポーツバッグを肩かたにかけている。カバンの中身はシューズやタオル、ウエアや筋トレ用の書しよ籍せきなど。

「わぁっ」

　悲鳴が頭上から降ふってきた。

　びっくりして振ふり向むくと、階段を下りていた会員が、足を滑すべらせて落ちそうになっていた。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

　俺は、身体からだをひねり、腕うでを伸のばしてお年寄りを支えた。

　俺の勤めるフィットネスクラブは、地方の郊こう外がい型がたクラブなので、地下と一階が駐ちゆう車しや場じようで、フロントは二階になっている。

　チェックインするためには、急な階段をあがる必要がある。

　足腰が弱った高齢者も利用する施設なんだから、こんな急な階段にするなよ。せめて手すりぐらいつけろっていうんだ！　危ないだろうが。

　お年寄りは、なんとかバランスを持ち直し落ちずにすんだようだが、今度は俺が足を踏ふみ外はずしてしまった。

　あわてて足先で階段を探さぐったせいで、よけいに姿勢が崩くずれ、背中が重力に引っ張られた。

　それも、背中から下段に向かってダイブする最悪の落ち方だ。こんな体勢で落下したら、たとえ体操の選手でも助からない。

　お年寄りの心配そうな表情が遠ざかっていく。

　ふわっと身体が浮うく感じがして、エレベーターに乗っているような感覚のあと、ゴンッと大きな音が鳴った。

　背中に衝しよう撃げきが来て、脳天に振しん動どうが響ひびいた。

　身体がコンクリート地面にたたきつけられる。一いつ瞬しゆん遅おくれて肩にかけていたスポーツバッグが胸の上に落ちてきた。

　ショックで息が止まりそうになったが、不思議にも苦痛はない。

「先生っ！」

「誰だれかっ」

「救急車っ！」

「秋津コーチがっ」

　騒さわぐ声が遠くの潮しお騒さいのように聞こえてくる。身体を起こそうともがくが、まるで力が入らない。あちこち折れているような気がする。

　暮れていく夕ゆう陽ひがオレンジに染めている空を見上げながら、俺は意識が薄うすれていくのを感じていた。







トレーニングその１：美人姉妹とマラソン大会







「人が倒たおれてる」

「馬車に撥はねられたみたいね」

「なんか妙みような服を着てるね」

「マレビトかもよ」

　話す声が聞こえてきた。

　秋あき津つ翔しよう太たは目を開けた。

　はじめに視界に入ったのは、夕陽に染まる茜あかね色いろの空だった。上半身を起こそうとするのだが、身体のあちこちが痛み、うめき声をあげてしまう。

　背中に当たる若草の柔やわらかい感かん触しよくと、草の匂においが鮮せん明めいだ。

　――若草？　コンクリートのはずじゃないのか。

　誰かがのぞきこんできた。白い肌はだ、青い瞳ひとみ、赤みがかった金きん髪ぱつの少年。違う。シンプルなデザインのドレスを着ている。十五歳さい前後の少女だった。よく見れば胸も遠えん慮りよがちに隆りゆう起きしているし、顔立ちは美しい。ボーイッシュな印象があるのは、彼かの女じよの手足がすらりと長いせいだろう。

　手首と足首に革を巻き、紐ひもでくくっている。しかも、腰のベルトに下げているものは短たん剣けんではないのか。まるでファンタジーの世界の住人だ。

「やっぱりマレビトだよ。姉さん」

　日本語だった。

　翔太は混乱した。

　――えっと、コスプレ？　ハロウィンイベントにはまだ早いよな。

　翔太の勤めているフィットネスクラブには、こんなイカレた格好をした、日本語が堪たん能のうな外国人少女なんて会員にいない。

　なにしろ、地方都市の、老人クラブみたいな施設なのだ。

「アンジェリカ。荷馬車に乗せてあげて。メイフィールド亭ていに連れて行きましょう」

　荷馬車？　車じゃなくて？　不安で胸がふさがる。息苦しいのは、カバンが胸の上に載っているせいだ。左手でスポーツバッグをどけようとしたら、ひどい苦痛が走った。折れているのかもしれない。右手でバッグをどかすことに成功する。

「わかった。……起きれるか？」

　アンジェリカと呼ばれた少女は、身体の横のカバンを持ってくれた。

「ああ」

　動きにくい身体を叱しつ咤たして、何とか身体を起こすことに成功する。

「うっ、痛ぇ」

　身体のあちこちがひどく痛む。

　左ひだり腕うでが折れているようだ。あとは右足首に痛みがある。身体のあちこちに打ち身。それに擦すり傷きず。後頭部にコブ。膝ひざと足裏が鈍にぶく痛んだが、これは今にはじまったわけではない。

　立ちあがると、視界がクリアになった。

　なんだよ。これは……？

　舗ほ装そうされていない街かい道どうに荷馬車。牧草地だろうか。あるいは麦を栽さい培ばいしているのだろうか。みどりなす草原の向こうには、荘そう厳ごんな建物がそびえ立っている。教会というよりは神しん殿でんという雰囲気で、祈いのりの場にふさわしい秀しゆう麗れいな建物だ。

　さらにその向こうには石造りの城が見える。小高い丘おかの上に建っているお城は、ハリーポッターの映画に出てくるホグワーツ城のような、リアルさと重じゆう厚こうさがあった。

　俺は夢を見ているのか？

「ここ、どこだ？」

「アヴィニヨン王国だよ」

　日本じゃない？

「何年だ？」

「建国されてからか？　姉さん何年だっけ？」

「一五三年よ」

　御ぎよ者しや席せきのふっくらした女性が答えた。

　ここは日本ではない。中世ヨーロッパ風の、ファンタジーのような世界に、俺はいる。

「死んだのか？」

「はは。生きてるよ。痛いんだろ？　痛いってことは、生きてるってことだろ？」

　アンジェリカという少女に手を貸してもらいながら、馬車に乗りこむ。たしかにこの身体の痛みは夢ではない。心臓も鼓こ動どうを刻んでいる。

　荷車には、野菜だの牛乳だのが雑然と積まれている。土と葉っぱがついたままのにんじんにほうれんそう、さつまいもにセロリ。野菜の形は、日本とほとんど変わらない。

「このカバン、あんたのか」

「ああ」

　アンジェリカからカバンを受け取る。

　そうだ。カバンの中にはケータイがある。スマートフォンからわざわざ乗のり換かえたガラケーだ。俺は動く右手でカバンを探り、ケータイを取り出だした。

　明日は休むと電話しないと。

　マネージャーは怒おこるだろうが、どうにも出勤できそうにない。

　ダイエットのパーソナルトレーナーの予約が入っているから、誰かに代わりをしてもらわないと、すっぽかすことになってしまう。

　はは。こんな状じよう況きようになっても、仕事のことを考えているなんて、たいした社畜ぶりだよな……。

　パチンと音を立ててケータイを開くが、電源が入らない。落ちた拍ひよう子しに壊こわれたのかな。電源が入っても、どうせ圏けん外がいだろうし、一いつ緒しよかもしれないが。

　まあ、いい。フィットネスクラブで落ちたんだから、俺が階段から落ちたことは、マネージャーも聞いているだろう。

　俺の仕事って、研修を受けたトレーナーなら、誰でもできることなんだよな。

　会員のみなさんも、俺が居なくなっても、別に困るわけではない。誰かが代わりをやってくれる。

　そう考えると、安あん堵どと脱だつ力りよくと寂せき寥りよう感を同時に感じた。

　ため息をついたら、御者席で馬を操あやつっていた女性が、優やさしそうな口調で言った。

「だるいなら、仰あお向むけになってなさいな」

　ふっくらした体つきの、甘あまい声の女性だ。赤みがかった金髪を、首の後ろで縛しばってリボンで結んでいる。保母さんや看護婦さんのような、ふんわりした印象だ。

　太っている人は体型を隠かくす服装を選びがちだが、それはこの世界でも同様らしい。

「ありがとう」

　荷物の間に仰向けになって、振動に身体をゆだねていたら眠ねむくなってきた。熱い。気温が高いというわけではなく、どうも熱がでてきたみたいだ。打だ撲ぼくで熱が出ているのだろう。

「私たち、姉妹で宿屋をやっているの。マレビトを追い出したりしないから安心して」

「姉さん。マレビト、寝ねてるよ」

「あら、剛ごう胆たんなのね」

「普ふ通つうは寝ないよなぁ。マレビトってさ、奇き跡せきのワザを使うのはごく一部で、ほとんどは暴れるかボーッとするかのどちらかで、結局は自殺してしまうっていうのにな」

「このマレビト、どんな人なのかしらね？」

「なんか運動してる人っぽい。身体が締しまってるんだ」

「あらそう？　細いのにね」

　ふたりが話す声を聞きながら、翔太は眠ねむりについた。

　たぶん夢だ。起きたら元に戻っている。フィットネスクラブのスタッフルームで、うっかり居い眠ねむりしてしまっただけなんだ。





☆






「わっ、痛ぇっ、うぅっ」

　左腕を医者に触さわられて、翔太はひどい苦痛に悶もだえた。

「折れてますなぁ」

　医者は言った。

　こんな中世ヨーロッパ風ファンタジー世界でも、医者は白い貫かん頭とう衣いを着てズボンを穿はき、メガネをかけ、医者らしい風ふう貌ぼうをしている。

「打ち身と足首は湿しつ布ぷで治りますが、腕はパッキリと綺麗に折れてます」

　――それ、わかってるから。折れてるのわかってるから。さ、触らないで、くれぇっ。痛いんだよぉ。

「ううっ。さ、触らないで、くださいっ」

「暴れないでくだされっ。触らないと固定できませんぞ。それとも、骨がズレたままで固まったほうがいいんですか？　しっかり固定しないと、腱けんに引っ張られて曲がったままになりますぞ」

　この医者、絶対サドだ。

　丸メガネが光を反射して、冷れい酷こくな雰囲気を演出する。

　肘ひじから先を木の板で挟はさまれ、包帯状の布でぐるぐるに巻かれた。

「綺麗な折れ方でよかったですなぁ」

　――よくねぇよ！

　内心で文句を言いながらもお礼をいう。

「ありがとうございます。ベラミー先生」

「足首は、ひねっただけだから、動かさずにじっとしていたら数日で治りますよ。湿布は一日に一回取とり替かえてくださいね」

　――驚おどろいたね。ファンタジー世界なのに湿布があるなんてさ。

　布にどろどろした液体を塗ぬりつけたもので、粘ねん着ちやく性せいはないが、包帯をぐるぐるに巻きつけて固定すると、熱を持っていた患かん部ぶを気持ち良く冷やしてくれる。

「先生、治るまでどれぐらいかかりますか？」

　心配そうに治ち療りようを見ていた女性が言った。俺がお世話になっているメイフィールド亭の女主人だ。

　年としの頃ころは二十代はじめ。ふっくらした女性だ。いわゆるマシュマロ女子で、甘い笑えみと、ふんわりした雰囲気が魅み力りよく的てきだ。袋ふくろのようなドレスをやめて、身体に合う服を着たら、もっと美しくなれそうだ。

「単純な折れ方だから、月が再び円くなる頃にはくっつきますよ。痛みも残らず綺麗に治ります。いやあ。よかったよかった」

　――月が円くなる頃？　二週間から一いつヶか月げつって感じか？　骨折が二週間で治るわけないぞ。

　ここは異世界だ。月の周期は地球とは違うのだろう。

　翔太は聞き返すことにした。

「日にちにするとどれぐらいですか？」

「七十五日ね」

　マシュマロ女子が教えてくれた。

　全治二ヶ月半ってところか。

「発熱は骨折のせいだから心配いりません。この丸薬は痛み止めです。こちらの煎せんじ薬ぐすりは、化か膿のう止めです。……カレンさん、私はこれで失礼しますよ」

「アンジェリカ、支し払はらいお願い。引き出しにディナール金貨があるから」

「わかったよカレン姉さん」

　――支払いか……。

　医者に治療してもらったら、治ち療りよう費ひがいる。財さい布ふはカバンに入っているが、日本の通貨は使えないだろう。元気になったら、働いて返すべきだ。

「薬、飲んでね」

　カレンがテーブルの水差しから水を汲くみ、差し出してくれた。

「ありがとうございます。カレンさん。……うぇ、苦いな……」

「ゆっくり寝なさい。トイレは廊ろう下かの反対側にあるから。お風呂……はしばらく使えないわね」

　カレンのお月様みたいな笑みに癒いやされる。

　ふくよかだけどカレンは美人だ。痩やせてドレスを変えると絶世の美女が現れそうだが、このおだやかな雰囲気とふんわりとした優しい空気は、彼女の体型があってこそだろう。

　俺は、再びベッドに仰向けになった。

　窓から紫の月が見える。この世界の月は、紫むらさき色いろだ。

　月は、宝石のように輝かがやきながら、青っぽい光を投げかけている。





☆






　翔太は夢を見ていた。

　現役時代の夢だ。

　レースだろうか。トラックを走っている。

　一万メートル走は、マラソンのようなロードレースではない。トラックをぐるぐると走り続ける。

　景色は変わらず、単調にも見えるスポーツだ。だが、駆かけ引ひきやレース戦略など、奥おくが深い。

　その日、翔太は、体調が良かった。

　身体は軽く、いくらでも走れそうだった。

　膝に鈍い痛みが走った。

　ああ、まただ。この痛み。ランナー膝だと医者に言われた。長ちよう距きよ離り選手が起こしやすい故障のひとつ。腸ちよう脛けい靱じん帯たい炎えんとも言う。

　膝の屈くつ伸しん運動を繰くり返かえすことによって腸脛靱帯が大だい腿たい骨こつとこすれて炎えん症しようを起こし、疼とう痛つうが発生する。つまりは練習のしすぎだ。

　昨夕医者に行き、ヒアルロン酸を患部に注射してもらったのだが、対たい症しよう療りよう法ほうにすぎないと言われている。

　根本的な治ち療りよう法ほうは、練習をやめること。そんなことできるわけがない。翔太は薬を飲み、注射してもらいながら練習を続けた。

　膝が痛くなると、次には足裏が痛くなる。

　足が重くなり、スピードが遅おくれはじめる。

　まるで足首に錘おもりのついた鎖くさりが巻きついている気分だった。

　翔太はついに立ち止まってしまった。

　ゴールはすぐそこなのに。

　あと十秒ほど走ればゴールにたどり着けるのに。

　棒立ちになった翔太の横を、他のランナーが走はしり抜ぬけて行く。
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　雨の音が聞こえる。違う。足音だ。走っている音。

　この足音のせいで、あんな夢を見てしまったらしい。

　翔太は、上半身を起こして窓を見た。半開きになった窓から、メイフィールド亭の周りを走っている人ひと影かげが見えた。

　この世界でも、ジョギングを楽しむ人はいるらしい。

　好こう奇き心しんに駆られた俺は、ベッドから降りて窓まど際ぎわに近づいた。

　窓を開いて外を見る。

　走っている人影は、アンジェリカだった。赤みがかった長い金髪を首の後ろで縛り、半ズボンにＴシャツ状の上着を着て走っている。紫の月に照らされて、アンジェリカの金髪がいっそう明るく輝いていた。

　ピッチ走法だ。いいフォームだ。速い。

　ちゃんとしたコーチにつき、レース配分をして、戦略を立てて走ったら、サブスリー（フルマラソンを三時間以内で走ること）ぐらい簡単に達成できそうだ。

　アンジェリカは西洋人種にしては小柄だが腰の位置が高く足が長いのだから、ピッチ走法より、ストライド走法のほうがいいのではないか。まして舗装されていない道だ。もっと背筋を伸ばして、腕の振りを大きくしたほうがいいのに。

　俺も走りたい。

　面めん倒どうくさいことを忘れて、ただひたすら走りたい。

　膝がズキッと痛んだ。

　寝よう。休養と薬と時間で、骨折した腕と捻ねん挫ざと打ち身は治る。

　膝の幻げん痛つうは治らなくても……。





☆






「マレビトさん。マレビトさん」

　翔太は、優しい声にはっとして目を開けた。青い瞳が、心配そうに翔太をのぞきこんでいた。ふくよかな身体を、袋みたいなぶかぶかしたドレスに包んだ赤みがかった金髪の綺麗な女性。カレンだ。

「うっ」

　上半身を起こそうとして、打ち身が痛んだ。

「ケガ、痛むの？　魔ま法ほう治ち療りよう師しに頼たのめたらいいんだけど、お金がかかるのよね」

「大丈夫です。カレンさん」

　あのサド医のベラミー先生の治療は的確だったようで、鈍い痛みがあるだけでそれほど身体は辛つらくない。出された薬が効いているのだろう。

「カレンでいいわよ。マレビトさん、ひどくうなされていたのよ。丸一日ぐっすりだったわ。目が覚めないんじゃないかって思ったほどよ」

「その……嫌いやな夢を見ていたんです」

　――大丈夫だ。あれは過去のことだ。

　ここはアヴィニヨン王国。日本ではない。ネットもない。テレビも新聞もラジオもない。翔太の正体は知られない。

　カレンのぷくぷくした手が額に乗り、宝石のような青い瞳が顔をのぞきこんできた。

　暖かい手の感触に安堵する。

「熱、下がったみたいね。食欲ある？　夕食にしましょう。食堂に料理が用意してあるのよ」

　食欲はある。お腹なかが減っていた。だが、翔太はためらった。

　ありがたいが、そこまで甘えていいのだろうか。

　翔太は見ず知らずの異世界人だ。ベッドを提供し、医者に見せて治ち療りよう代だいを払はらい、さらに食事を供きようしてくれるなんて、なかなかできることではない。これ以上は迷めい惑わくではないのか。

　そのとき、胃が音を立てた。

「うわっ」

「あら。お腹が返事したわね。ふふっ」

　カレンは、目を細めながら笑った。

　甘い声が包みこむように優しく響く。笑うと目が糸のように細くなり、穏おだやかな印象が強まる。なんてかわいらしい人だろう。

「お腹減ってるんでしょう？」

「あんまりごやっかいになるのは……そのう、申し訳なくて……」

「あら、平気よ。宿屋ですからね」

　女ふたりで宿屋なんて大変そうだ。さらに翔太までやっかいになるなんて心苦しい。

「俺、金が払えないです」

「だったら、元気になったら働いて返してね。いまはヒマなときだから平気だけど、忙いそがしくなったら人手がいるから。ほらほら、また、胃が鳴ったわよ。アンジェリカの作った料理を無む駄だにしないで。起きられないようなら、持って来てあげるわ」

「いえ、大丈夫です。歩けます」

　翔太はベッドから降り、杖つえをついてそろそろと歩いた。

　捻挫した右足首に体重を乗せないように注意する。

　杖はベラミー先生が貸してくれたもので、病院で使う松まつ葉ば杖づえそっくりだ。ここは異なる世界のはずなのに、元の世界と同じようなものがあちこちにあって驚いてしまう。用よう途とから要求される形は、どうしても似てくるのだろう。

　先を歩いていたカレンがしゃがみこみ、廊下に落ちている葉っぱを拾いあげた。開けっ放しになっていた窓から、葉を捨てる。

　そのとき、カレンのふくらはぎが露あらわになった。いちばん太い部分に、赤い筋が縦に走っているのが見て取れた。

　赤い筋はごく細く、気をつけないと見えないほどだが、研修のときに写真を見たことがある。肉割れだ。急に太ったときに起こりやすい。

　翔太は見て見ぬふりをした。

「油っこいものは食べられないと思うから、オートミールを煮にてあるの。食べられそうなら、シチューも食べて」

　食堂に行くと、アンジェリカが石焼き窯がまをのぞきこんでいるところだった。

「マレビトさん。パンが焼けたところだよ」

　アンジェリカが石焼き窯にトングを入れ、鉄の板を挟んで引っ張り出した。熱気とともに、白い湯気がふわっと立ち上る。

　板の上には、きつね色に焼けたパンが整然と並んでいる。ふんわりと湯気をまとい、ふっくらとふくらんで、いかにもおいしそうだ。

「いいできだ」

　アンジェリカがひとりごちた。

「妹の焼くパンはおいしいのよ。王宮の料理人より上手かもよ」

　焼きたてパンの香こうばしい匂におい。シチューの匂い。それに焼いたお肉と香こう草そうの匂い。

　食堂は暖かく、なごむ空気に満ちている。

　宿屋ということだが客はおらず、アンジェリカとカレン、それに翔太の三人だけだ。

　奥に厨ちゆう房ぼう。カウンター席が五つほど。四よ人にん掛がけのテーブルが四つある。入り口近くのテーブルに料理が用意してあった。

「どうぞ。座すわって。口に合えばいいんだけど」

　カレンは、湯気を立てている鍋なべから、オートミールを皿によそって出してくれた。

　お粥かゆそっくりの料理に驚きながら、スプーンですくってひと匙さじ食べると、塩味のお粥の味が広がった。胃に染しみるほどのおいしさだ。

「ありがとうございます。なんかこれすげぇうまい」
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　夢中でスプーンを動かす。

　雑穀米のお粥と同じ味だ。ぷちぷちした食感とほのかな甘みがアクセントになっていて、舌がとろけるほどのおいしさだ。

「燕えん麦ばくなのよ。いい食欲ね。パンはどう？」

「ほしいです！　あ、でも、その」

「遠慮しなくてもいいのよ」

「親切にして頂いてありがとうございます」

「ふふっ。マレビトさんを追い出したりしないわ」

　カレンは、優ゆう雅がな仕草で野菜のサラダを食べながら言った。カレンはふっくらしているのに、アンジェリカはほっそりしている。

　――不思議だな。普通、姉妹っていうのは、体質も似るものなのに。

　カレンは綺麗な人なのだが、ときおり走る憂うれいの表情が気になった。

「マレビトって？」

「アヴィニヨン王国には、あなたみたいな異世界人が、ときおりやってくるの。マレビトの中には、奇跡のわざで私たちを助けてくれたり、異世界の知識で、私たちだけではとうていできないようなすごいことをしてくれる人がたまにいるの」

「私たちが水道を使えるのも、水車で粉こな挽ひきができるのも、マレビトのおかげなんだ。だから、私たちは、今までのお礼をこめて、マレビトを大事にするんだ」

　カレンとアンジェリカが交こう互ごに言う。

　マレビト。稀まれな人の意味だろう。

　日本とアヴィニヨン王国には、目に見えないトンネルのようなものがあり、ときおり人が落ちこんでしまうのだろう。

　パラレルワールド。

　平行世界。

　異世界トリップ。

　アニメや映画で使い古された設定だ。

　騙だまされているのではないか、ドッキリカメラではないのか、という思いがあったが、あのすごいお城と神殿を見てしまったら、信じざるを得なくなる。

　げんに今も、窓からのぞく夜空には、紫の月が輝いている。日ごとに痩せていく紫の月は幻げん想そう的てきで、ここが異世界なのだと知らせてくる。

　なんで日本語が通じるのかは疑問だが、考えても答えの出ないことは考えない。

　現状を受け入れ、その状況の中でベストを尽つくす。それが翔太の考え方だ。

「ごくたまにすごい異世界人もいる、ってことは、すごくない異世界人のほうが多い、ってことですよね？」

「そうね。困ったマレビトもいるわね。私たちはマレビトを歓かん迎げいするけど、ぼうっとして何もしない人もいるし、大おお騒さわぎして暴れて危険なので、仕方なく檻おりに入れたら、食べることも眠ることもしなくなって死んでしまった人もいるわ」

　気持ちはわかる。

　いきなり異世界にトリップし、家族や友人から切きり離はなされて、携けい帯たい電でん話わも使えない。いつ帰ることができるのか、そもそも帰れるのかどうかさえもわからない。お金もない。水洗トイレもない。

　そんな状況になってしまったら、ショックを受ける。精神的に不安定になり、暴れまわるか、鬱うつになる。

「でも、あなたは平然としていたわね。すごいわ」

　翔太はくすぐったくなった。

　平然としていたのは、ケガで身体が動かなかったせいだ。

　そのとき翔太は、まだ名乗っていないことにやっと気付いた。

「俺おれは秋津翔太です」

「アキーズ？」

　発音しづらそうだ。

「翔太って呼んでください」

「ショウタ。素す敵てきな名前ね。私はカレン・メイフィールドよ」

「私は、アンジェリカ・メイフィールド」

「俺は水道を作るとか、奇跡のわざとか、すごいことはできないです」

　翔太が持っている知識は、長距離選手としての経験と、ボディメイクトレーナーとしての知識ぐらいだ。

　もしもカレンが痩せたいと望むなら、パーソナルトレーナーとして、食事指導と筋力トレーニングで痩そう身しんさせることができる。だが、ふっくらした体型も含ふくめて彼女の魅み力りよくだ。他人が立ち入るところではない。

「だからそのう、お世話になってるぶんは、働いて返します。薪まき割わりでも、水みず汲くみでも、何でもやります。体力だけは自信があるから」

「水汲みはいいのよ。水道があるから」

「あ、そうか」

「でも、薪割りをしてもらえるのは助かるわ。農作業や掃そう除じや、ベッドメイクや、それに用心棒ね」

「女所帯だから心配ですよね」

「そうね。男がひとりいると防犯にいいわね。荷馬車が壊されたり、野菜畑が荒あらされたりして、ぶっそうなのよね」

「平和そうに見えるのに、悪いことをするやつがいるんですか？」

「番犬を飼おうかって姉さんと話していたところだから、ちょうどいいよ。犬を飼うのもマレビトを世話するのも一緒だ」

「アンジェリカ。ショウタを犬みたいに。失礼よ」

「あはは。ごめん」

　パンをちぎって口に入れた翔太は、あまりのおいしさに目を見張った。

　柔らかい既き製せい品ひんのパンに慣れた翔太には、ずっしりした感触のパンには驚かされたが、もちもちした食しよつ感かんで、噛かむほどにおいしさが際きわだってくる。

　コンビニで買うパンが、無む味み乾かん燥そうの味気ないものに感じるほど、小麦粉本来の香ばしさが感じられた。本物のパン、という感じがした。焼きたてのサクサクが、よけいにおいしく感じさせるのかもしれない。

「なんかこれ、すっげぇうまい！　こんなおいしいものが食べられるなら、俺もう、一生アヴィニヨン王国で暮らしたい！」

「ふふっ。ショウタの住んでいるところには、ご家族もお友達もいるでしょうに」

　そんなことを話していたときのことだった。

　ノックの音がした。

　アンジェリカとカレンが、不安そうに顔を見合わせたのが見て取れた。

「はい」

「ジャコブだ。入ってもいいか？」

　男の声がした。カレンが緊きん張ちようした。

　アンジェリカが、顔をこわばらせて立ちあがった。

　一方カレンからは、いつもの癒やし系けいの笑え顔がおが消えた。このジャコブという男は歓迎されていない存在らしい。

「私が出るよ」

　アンジェリカが外に出て、ジャコブとひそひそと話す。

「気にしないで。ショウタ、シチューはどう？」

「あ、じゃあ、少しだけ」

　お粥とパンは前菜だとばかりに胃が鳴っている。もう、身体からだは大だい丈じよう夫ぶみたいだ。

　それに、アンジェリカの作ったシチューはいかにもおいしそうだ。

「おいしい」

　デミグラスソースのビーフシチューだ。軟らかく煮た肉が口の中でほろほろと崩くずれる。翔太は夢中でシチューを食べたが、カレンがふくよかな身体を緊張させて、全身を耳にしているのがわかる。

　ふたりが話している声がドア越ごしに聞こえてきた。

　返済、借金、期日、という声がきれぎれに聞こえてくる。

　――借金取りだ。

　このメイフィールド亭が儲もうかっていないのは、翔太にもわかる。

　客はひとりもおらず、娘むすめふたりの経営で、金を払うことができない翔太を歓かん待たいしてくれる。

「姉さん。ジャコブがどうしても姉さんと話したいって……」

「そう」

　カレンは大きく息を吸いこむと、作り笑顔を浮うかべた。

　そして、わざとらしいほどの愛あい想そのいい口調で、ジャコブを招き入れる。

　ジャコブという男は、借金取りという印象を裏切る、さっぱりした雰ふん囲い気きの男だった。

　緊張しているみたいで態度は硬かたいものの、なかなかの二枚目で、育ちがよさそうだ。筋トレをしているかのように、引き締まった体型をしている。

「こんばんは。ジャコブ。来てくれてうれしいわ。よかったら、食事を一緒にどう？　お客様がいるので、あまりお話はできないのだけど」

　ジャコブは、じろっと翔太を見た。

「客？　マレビトだろ？　金を払わないヤツは客じゃない」

　カレンはにこにこ笑うだけで、否定も肯こう定ていもしない。

「返済が遅れていること、知ってるよな？」

「ええ。でも、月が満ちるまで待ってくださる約束よね。月祭りには、ラリュヌ神しん殿でんの奉ほう納のう走ばしりがあるわ。国中から走るために若者がやってくる。メイフィールド亭も宿しゆく泊はく客きやくでいっぱいになるわ」

「私は奉納走りで優勝して、賞金を手に入れる。私は走るの速いんだ。借金はそれで返済するよ」

　アンジェリカが明るく言った。

　賞金つきの市民マラソンが神殿主しゆ催さいで行われるらしい。アンジェリカがメイフィールド亭の周囲を走っていたのはそれでだったのだ。

　――マラソン大会か。いいなぁ。俺も出たいな……。

　レースの興奮、息いき詰づまる駆け引き、風を切る気持ちよさが蘇よみがえり、身体の奥がキュッと疼うずいた。

　走りたい。フィットネスクラブのトレッドミル（ランニングマシン）ではなく、外を思い切り走りたい。

　ここは日本ではない。翔しよう太たの過去を知らない人たちと一緒だと、楽しく走ることができそうだ。

　もっとも、全治七十五日の左腕の骨折に右足首の捻挫、打ち身。それに膝と足裏の幻痛を抱かかえた状況では、とうていレースになんて出られるわけがないのだが。

「メイフィールド亭ていを維い持じするの、大変だろう？　ご両親もいないんだし」

「そうね。でも、ここはいい場所よ。ラリュヌ神殿のお近くで、月祭りのたびに人が来て賑にぎわうわ。メイフィールド亭は、ラリュヌ神のご加護を頂いているの」

　門前町だ。寺社の門前は、寺社参りの宿屋や飲食店、お土産みやげを売る店が集まる。

　メイフィールド亭に客がいないのは、たまたま閑かん散さん期きに当たっているせいだ。

「そのう……お、俺と結けつ婚こんすると……借金は帳消しになるぜ……」

　ジャコブは、顔を赤らめて横を見ながら、おどおどとした口調で言った。

「ふふっ。私みたいなおデブさんと結婚したら、ジャコブのお母様がお怒いかりになるわ」

「カレン、君は、痩せたほうがいい。病気になりそうで心配だ」

　確かにカレンは不健康に見える。

　横顔にときおり滲にじむ憂いのせいだろうか。

「ジャコブッ！　おまえっ、姉さんになんてこと言うんだよっ!?」

　アンジェリカが怒った。

「そうね。そのとおりだわ。……でも、どうすればいいのかわからないのよね……痩せたくてがんばったけど、うまくいかないのよね」

　カレンがつぶやいたのが聞こえた。痩せたほうがいい、と言われて痩せられるなら、パーソナルトレーナーはいらない。

　素人しろうと考かんがえのダイエットは危険だ。ダイエットなら翔太の力を生かせる。お世話になったお礼ができる。

「ジャコブ、借りたお金は返す。だから、嫌がらせはやめてくれ」

　アンジェリカが言うと、ジャコブは困こん惑わくの表情を浮かべた。

「嫌がらせなんかしてないぞ。痩せたほうがいいと言うのが嫌がらせなのか？」

「帰ってくれ。金は返す。金利をつけて返すから」

　アンジェリカは、ジャコブの背中を押おすようにして外に出た。

　閉まった扉とびらごしに、アンジェリカとジャコブが言い争いをしている声が聞こえてくる。

　カレンは、目を伏ふせて黙だまりこんでいる。

　眉まゆ根ねを寄せた表情に、苦く渋じゆうが滲んでいた。

「あのジャコブってやつに、嫌がらせをされているんですか？　車輪が壊れたり、畑が荒らされたりしたって言ってましたね」

「ジャコブかどうかはわからないんだけど……」

「あいつに決まってるだろう！」

　部屋に戻もどってきたアンジェリカが言った。

「姉さんはジャコブに甘すぎる！　あんなことまで言われて、怒らないなんてっ」

「でも、痩せたほうがいいのは、ほんとうのことよ」

　カレンは、食欲が失うせたとばかりに、スプーンを置いた。

　ふう、とため息をつく。

　翔太は聞いた。

「カレンは、昔は痩せていたのではないですか？　急に太ったのでは？　原因は何ですか？」

「え？」

「アンジェリカとカレンは体型がぜんぜん違ちがう。姉妹の場合、体質も似るはずだ。それにカレンのふくらはぎには、赤い筋があった。急に太ると、皮ひ膚ふの伸のびが追いつかず、真皮の細さい胞ぼうが壊こわれて筋ができてしまうんです。この筋が赤いってことは、まだ太りはじめて間がないことを示している。急に太るときは、何かきっかけがあるんだ」

　アンジェリカとカレンは顔を見合わせた。

「そのとおりだ。父さんと母さんが事故で死んで、姉さんが王宮のメイドを辞やめてからだ。急に太りだしたのは」

「アンジェリカひとりではメイフィールド亭は回せないから、下級メイドを辞じしたの。王宮勤めだったときは痩せていたのよ」

「メイフィールド亭は、忙しいときとヒマなときの落差が激しいんですよね？　忙しいときは、食べずに仕事をしたんじゃないですか？」

「そうよ。忙しくて、食べるのは、みなさんがお休みになってからだったの。でも、アンジェリカは痩せたままで、私だけがこんな風になっちゃったわ。食べてないのに、どうして太ったのかわからないの」

「環かん境きようが変わったことによるストレス太りと、運動不足ですね」

「ストレス？」

　カレンが聞き返した。

「えっと、そうだな。気苦労、って言えばいいのかな。アンジェリカはご両親が亡なくなる前から、メイフィールド亭で仕事をしていたんだね？　仕事内容は同じだよね。でも、カレンは、いきなり仕事内容が変わった。気苦労があったんじゃないですか？」

「そうね。王宮の仕事を急に辞めて、慣れない宿屋でしょう。メイドだったから、ベッドメイキングや掃除や接客は得意なんだけど、料理や帳ちよう簿ぼ付けが大変だったの。なにしろやったことなかったから。今は料理もできるけど、パンを焼くのも料理をするのもアンジェリカのほうが上手うまいわね」

「父さんと母さんが死んだあとすぐに月祭りの日が来て、お客さんを断るわけにはいかないし、すごく大変だったんだ」

「でも、気苦労っていうなら、両親が死んだ気苦労は、アンジェリカも同じよ」

「アンジェリカは毎日走ってるんだね？」

「ああ。走るのは好きなんだ。私はけっこう速いんだぜ。奉納走りも優勝するつもりだ。……まぁ、結局は、魔ま法ほう使つかいに頼んだヤツが賞金を手に入れるんだけどな……」

　アンジェリカは不安そうに目を伏せた。

　魔法使いに頼んで優勝なんて卑ひ怯きようだと思いながら、話を続ける。

「カレンは運動してない。そうですね？」

「そうね。私はぜんぜん運動してないわ」

　ダイエット目的の筋トレで、いちばん効果が出るタイプだ。

「他にも何か、ショックなことがあったんじゃないですか？」

「それは……」

「な、ないよ！　そんなこと。なっ。姉さん？」

「そ、そうね」

　ショックなことはないとふたりは口を揃そろえて言うが、様子ははっきりとおかしかった。

　――何かあったんだ。カレンにとって、とてもショックなことが……。

　だが、それは、他人には言えない、とてもデリケートなことらしい。

　ダイエット指導をするためには知っておきたい情報だが、無理して聞き出すよりは、今の状じよう況きようでベストを尽くす。

　過去のことより今のことだ。

　カレンが太る原因になった出来事については、このまま触ふれずにいよう。

「俺は、元の世界でパーソナルトレーナーをしていたんだ。ボディメイクは得意だ。俺ならカレンを痩せさせることができる。それと、アンジェリカに、ランニングの指導をさせてほしい。ランニングの指導経験はないけど、現げん役えき時じ代だい、長距離の選手だったんだ」

　姉妹は顔を見合わせた。

「トレーナーって？」

「トレーナーっていうのは、アスリートのパフォーマンスを最大限に引き出だし、安全で効果的な身体活動ができるように支える裏方だよ」

　勢いこんで言ってしまったところ、ふたりは首をひねった。ピンと来ないらしい。

　これはわかる。元の世界でも、トレーナーをしているというと、「犬の躾しつけの仕事をしているの？」と聞かれたりした。

「そうだな。スポーツ科学は、実際に体験してもらうほうが早い。百八十数える間だけつきあってくれないか？」

「いいけど」

「うん」

「アンジェリカ、床ゆかに、足を伸ばして座ってほしい」

「こうか？」

　体育のとき、誰だれもがやったストレッチだ。ふたりで組んで背中を押す。

「上半身を倒たおしてくれ」

「うん」

　アンジェリカは身体が硬く、四十五度ほどしか倒れない。

　身体の柔やわらかい人は、額が臑すねにつく。

「それ以上は無理か？」

「ああ」

「カレン、アンジェリカの背中を押してくれ」

「押したわ」

「あんまり変わらないぞ」

「アンジェリカはカレンの手を背中で押し返してくれ。力いっぱい押し返してほしいんだ。カレンは思いっきりアンジェリカの背中を押してくれ」

「うーっ」

「た、体重かけて押してるけど、い、いったい何なの？」

「三分数えるまで待ってくれ」

　翔太は腕うで時ど計けいの秒針を見つめた。

　フィットネスクラブには携帯電話の持ちこみが禁止されているから、腕時計をつけていた。

　携帯電話の使えない今では、異世界から持って来た唯ゆい一いつの電化製品になる。

　現役時代、レース配分を立てるために買った腕時計が、こんなところで役に立つなんて思わなかった。

「もういいよ」

「ふーっ。疲つかれたわ」

「ほんとうに百八十数えたのか？」

「ああ、これで数えることができるんだ」

　翔太はアンジェリカに腕時計を見せた。

「ふうん。異世界の魔ま法ほうアイテムだな」

「アンジェリカ、もういちど、臑に額をつけてくれないか？」

　腰こしを起点に、ぴたっと身体が二つに折れた。上半身が下か肢しの前面にぴったりつき、アンジェリカの鼻先が臑の間にはまりこんでいる。四十五度ほどしか曲げられなかったなんて嘘うそのような柔じゆう軟なん性せいだ。体操選手のようだ。

「んっ？　えええっ。身体が柔らかいっ！　嘘だ。これが私の身体なのか。なんかすごい。神しん殿でんの巫女みこさんたちみたいだ」
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「嘘っ！　ど、どうして!?　魔法なの？」

「こんなこと、いままで一度でもできなかったよ」

「魔法じゃないよ。スポーツ科学だ。これがトレーナーの役割なんだ」

　筋肉の中の筋きん繊せん維いには、筋きん紡ぼう錘すいという長さを関知するセンサーが備わっている。筋肉が温まっていないときに筋繊維が過か剰じように伸ばされると、筋肉の断だん裂れつを恐おそれた筋防錘が筋肉を縮めようとする。足を無理に伸ばそうとすると、プルプルと震ふるえ出すのはそのためだ。

　背中で手を押し返かえすのは、筋肉を温めるためだ。人工的に筋紡錘という名のセンサーをオフにすると、前ぜん屈くつが容易にできるようになる。

「トレーナーっていうのは、アスリート……えっと、運動する人の身体の調子を整えて、身体を動かしやすいように持っていくことが仕事なんだ。先生みたいなこともするし、医者みたいなこともするんだ」

　ダイエット指導や、筋力トレーニング指導、栄養指導やテーピングやマッサージは、目的のための手段にすぎない。トレーナーは、アスリートのパフォーマンス向上のために力を尽くす。

「不思議だ……」

「異世界の魔法なのね……」

　素す直なおな尊敬の視線で見上げられ、翔太は苦く笑しようした。

　トレーナーなら誰でも知っているストレッチマジック。ちょっとした遊びなのに、こんなにも感心されてくすぐったい。

　ストレッチマジックは、速効性があるかわり、効果は三分程度。三分以上たつと元通りになってしまう。

　柔軟性を高めるには、毎日のストレッチで、少しずつ可動域を広げていくしかない。

「確かに魔法みたいに見えるけど、スポーツ科学は何でもできるわけじゃない。運動する人の持っている能力以上はできないんだ」

「じゃあ、やっぱり魔法だね。魔法は、効果をより強くすることしかできないから」

　アンジェリカが言った。

「でも、私、走る前に柔じゆう軟なんするけど、顔が足につかないよ」

「アンジェリカは、ほんとうはできるんだよ。身体の使い方がわかってなかっただけなんだ。だっていま、おでこが臑についただろ？」

「やっぱり魔法ね。すごいわ。私も痩やせるかしら？」

「ああ。痩せる。俺は元の世界で、何十人も痩せさせてきた」

「奉納走りまでに痩せることはできるかしら？」

「できる。まかせてくれ」

　翔太がフィットネスクラブに就職して、パーソナルトレーナーとしてダイエット指導をしたのは三十人ほどにすぎないが、そのほとんどは二にヶか月げつ半はんから三ヶ月で五キロから十キロのダイエットに成功した。リバウンドしている会員はひとりもいない。

　カレンは、急激に太ったぶん、急激に痩せるはずだ。

「だったらお願いするわ！　よろしくね」

　カレンが手を握にぎってきた。

　その手を握り返して上下に振ふる。

　アヴィニヨン王国でも、握あく手しゆの習慣はあるようだ。

「アンジェリカもお願いしたら？　ショウタに頼めば、速く走れるようになるわ。魔法使いに頼んだ選手よりも早くゴールできるかもしれないわ」

　魔法使いに頼むと、速く走れるようになる？　さっきも聞いたが、どういう意味だろう。

　翔太の知っている魔法は、アニメや漫まん画が、童話の知識にすぎない。

　魔法というのは、魔ま女じよのほうきに乗って空を飛んだり、魔法の杖を振って、かぼちゃを馬車に変えたり、魔法少女同士で戦ったり、ソウルジェムを濁にごらせたりするのだと思っていた。

「魔法治療師に診みせると早く治るけど、お金がかかるって言ってたけど、どういう意味なんだ？」

「魔法は金銀宝石を触しよく媒ばいにするから、高くつくの。治ろうとする力を高めることができるから、早く治るのだけど、お金がかかるのよね。奉納走りだってそうよ。魔法使いに金銀宝石を渡わたして魔法をかけてもらったら、走る速度をあげることができるの」

　――それってドーピングじゃないのか。

　膝ひざがズキッと痛み、翔太は顔をしかめた。

　幻げん痛つうにすぎないとわかっていても、いやな記き憶おくが蘇ってきて、吐はき気けさえもこみあげる。

　黒歴史というよりはまだ血を流している傷きず跡あとを、グリグリと抉えぐられる気分だ。

　不快感で叫さけび出しそうになった。
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　高校生活最後の競技会。

　俺はゴールを切ることができなかった。

　前日に医者に行き、膝にヒアルロン酸を注射して挑いどんだのだが、膝と足裏が痛みだし、途と中ちゆう棄き権けんを余よ儀ぎなくされた。

　そのまま部活を辞め、毎日をぼうっと過ごしていた。

　何を食べてもおいしくなく、カラオケをしてもゲームセンターに行っても楽しくない。勉強なんて手につかない。眠ねむってるのだか起きているのかもわからない。

　ネットを見ると、優勝候補と目されながら途中棄権した俺を批難する書き込みと、大会新で優勝した選手を褒ほめる書き込みが一いつ緒しよに目に入った。

　挨あい拶さつぐらいはしたことがあるが、平へい凡ぼんな選手だと思っていた。

　まさかアイツが優勝するなんて。しかも大会新なんて。

　嫉しつ妬とと羨せん望ぼうで胸の奥おくがぐるぐるしたが、たくさん練習をしたんだろうなと思って、気持ちをなだめた。

　学校で進路調査票を配られても、書くことがなかった。

　進学する？　就職する？　考えられない。何もしたくなかった。

　色も音もない味気ない世界で、膝の幻痛にうんざりしながらただ漫まん然ぜんと時間を過ごしていたとき、驚おどろきのニュースが飛びこんできた。

　俺が棄き権けんしたレースで、ドーピング疑ぎ惑わくが起こったのである。

　大会新で優勝した選手から、禁止薬物が検出されたという。

　俺はドーピングに負けたのか。

　最近でこそドーピング検査を行う場合が多くなってきたものの、当時、高校生の競技会ではほとんどドーピング検査は行われていなかった。

　だから、その選手は、甘あまく見みたのかもしれない。

　俺は痛み止めを飲まなかった。医者がレース前には痛み止めをやめたほうがいい、と言ったのだ。ヒアルロン酸を注射して、苦痛と戦いながら足を運んだ。

　正々堂々とレースに挑んだ自分が、不正をした選手に負けたのか。

　フェアプレーの精神はどうなったんだ。

　ずるい、と思った。

　スマートフォンで、ニュースサイトを検けん索さくしてむさぼり読んだ。

　レースを途中棄権したときも泣かなかったのに、スマホの小さい画面を見ながら、悔くやしくて泣いた。

　高校陸上の一万メートルのしたらば掲けい示じ板ばんは、その選手を批難する書き込みであふれていた。

　俺は、批判をさらに煽あおる書き込みをした。批難するのではなく、その選手を褒めたり擁よう護ごすると、火に油を注いだように批判コメントが殺さつ到とうする。

　褒め殺ごろし。

　擁護することによって、ネットイナゴたちの怒りを誘さそうやり方だ。

　俺は、掲示板が炎えん上じようする様子を見て、溜りゆう飲いんを下げていた。

　――こっそり悪口を書き込むなんて、みっともない。こんなことやめろ。

　冷静な自分が警笛を鳴らす。

　――俺はこんなことする人間じゃなかったはずだ。卑怯だぞ。

　だが、俺は、止めることができなかった。

　うしろめたさがスパイスになり、炎上を誘うのは快感だった。

　掲示板を見ていると、頭の芯しんが沸ふつ騰とうしたようになって、膝の幻痛を忘れていられた。

　――やめろ。いますぐ、スマホの電源を切るんだ。スポーツマンシップはどうしたんだ？

　自じ己こ嫌けん悪おと快感にスマホを手放せなくなっていたとき、やがて続報が入ってきた。禁止薬物は胃腸薬に含まれていたという。

　典型的なうっかりドーピングである。

　その選手は、緊張するとトイレが近くなるタイプで、胃腸薬を飲んでいたのだそうだ。

　胃腸薬？　胃腸薬でドーピングになるのか？

　速く走るためにドーピングしたわけではなかった。

　ズルではなかったのか。

　まるで空気が抜ぬけるように、怒りの感情がしぼんだ。

　その選手は制裁を受けた。二ヶ月の出場停止と大会新の取り消し。

　軽い処分ですんだのは、悪質性がなかったからだと書いてあった。コーチも監かん督とくも、目の前で薬を飲むその選手に注意ひとつしなかったという。

　軽い処分だとはいえ、大会新の取り消しは痛い。

　悪質性がないということは、知識がないということ。

　俺たちは自分の身体のことを知らなすぎる。

　うっかりドーピングのその選手は、緊張をほぐす方法を知らなかった。

　ランナー膝になってしまった俺は、練習の限界を知らなかった。

　コーチも監督も、選手ひとりひとりのサポートまではしてくれない。

　医者は休めというだけで、走りたいという俺の気持ちはくみ取ってはくれない。

　俺は体育の専門学校に進学した。

　トレーナーになるためのコースだ。

　アスリートを支えたい。

　あのとき。

　練習のしすぎで膝を痛めたあのとき。

　あのときの俺に必要だったのは、医者でもコーチでもなく、トレーナーだったのではないか。

　コーチだけではなくトレーナーがいたら、故障を防ぐことができたんじゃないのか。

　さらに俺は、スマートフォンを解約して、ガラケーに乗のり換かえて、ネットにつなげないコースで契けい約やくした。

　ネットニュースを読んで怒りを募つのらせ、掲示板に悪口を書き込んで溜飲を下げていた、あのときのみっともない自分を忘れたかったからだ。
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「どうしたんだ。ショウタ。足が痛いのか？」

　アンジェリカが心配そうに聞いた。

　ランナー膝はもう治っている。なのにときおり膝が痛み出す。

　不ふ完かん全ぜん燃ねん焼しようのまま終わってしまった後こう悔かいと、一いつ生しよう懸けん命めい勉強してトレーナーになったのにもかかわらず、アスリートを支えるという目的を果たせない焦しよ燥うそうが幻痛を生むのだろう。

「大丈夫だ」

　ふうふうと深呼吸して、膝の痛みと胸にふさがる不快感を追い出していると、アンジェリカの明るい声が響ひびいた。

「確かに魔法使いに頼たのむと速く走れるけど、限度があるよ。私はそれ以上に速く走ってやる」

　ふっと幻痛が無くなった。

　魔法によるドーピングに頼たよらず、自分の力で優勝を狙ねらうというアンジェリカは爽さわやかだった。

　若くて向こう見ずで、自分の力を信じていた高校生の頃ころを思い出す。

「アンジェリカ、俺にトレーナーをさせてくれ。魔法に頼らず、奉納走りで優勝しよう」

「うん。よろしく」

　どちらともなく握手する。

　フィットネスクラブで、お年寄りや肥満の人を相手に仕事をしてきた。でも、ほんとうは、長ちよう距きよ離りの選手のトレーナーをしたかった。

　トレーナーとして、選手を成功に導きたい。翔太がやりたくてやれないことを、アスリートに託たくしたい。

　元の世界でできなかったことが、この世界でチャレンジできる。身体の奥がゾクゾクする。

　翔太の持っている知識を全部注ぎこんで、アンジェリカをサポートする。

「まず、食べ物だけど、カレンは三食ちゃんと食べてくれ」

「食べ過ぎだから太るんじゃないの？　私、朝と晩の二回しか食べてないわよ」

「食べる量で太るんじゃないんだ。食べないと、身体が飢き餓が状じよう態たいになるから、太りやすい体質になるんだ。次にいつ食べられるかわからないから栄養をためこもうって身体が考えてしまうんだ。三食しっかり食べて、体質を変えていこう」

「体質……。そんなこと、考えたことなかったわ」

「カレンはパンは好き？」

「ええ、好きよ。毎食ごとに二個ずつ食べているわ」

「お菓か子しと果物は？　あと、このシチュー、豆と芋いもが入っているけど、豆と芋はよく食べるのか？」

「そうね。畑で作ってるから」

「パンと芋を食べずに、代わりに肉を増やすこと、できる？」

「芋は食べなくてもいいけど、パンを食べられないのは悲しいわね。私はパンが好きなのよ」

「わかった。だったら、パンを一個に減らして、芋とパスタは食べないようにして、豆と果物は今の半分にして、肉と魚と野菜とチーズをどんどん食べて、牛乳を飲んでくれ」

　翔太は低糖質ダイエットを提案した。

「それじゃ、食べる量は減らないじゃない？」

「食べる量は減らさなくていいんだ。メイドのときは三食取って、痩せてたんだろ？　なんでだと思う？」

「動いていたから？」

「そのとおりだ。ベッドメイキングや掃そう除じで、王宮中を歩き回っていたんだろ？」

「そうよ」

「太るっていうのは、食べることによって身体で作られたエネルギーと、動いて使うエネルギーがつりあわないときに起こるんだよ。パンとか芋とかパスタっていうのは、食べると身体の中で糖になって、血液に溶とけるんだ。糖は運動をするエネルギーになるんだけど、使われないと脂し肪ぼうになって蓄たくわえられてしまう。皮下脂肪になるんだ」

「太ってしまう、ってことなの？」

「うん」

「いやだわ」

「食べたあと、食器を洗ってからでいいから、有酸素運動……メイフィールド亭の周囲を歩こう。そうすることによって、エネルギーが効率よく消費されて脂肪にならない」

　食べたものが消化されて血液に糖が溶けた状態のときに早足でウォーキングをする。これだけでもゆっくり痩せることができるのだが、七十五日という区切りがあるなら、筋力トレーニングを組み合わせる。

「私、アンジェリカみたいにたくさん走れないわよ」

「食後二十分ほど歩くだけでいい。時間はあとで距離を測ろう。あと、一日置きに、ちょっとした運動をしよう」

　筋肉がつくのは、筋トレをはじめて二ヶ月後だ。七十五日あるなら充じゆう分ぶん結果を出せる。

「アンジェリカは逆に、いろんな料理をバランス良く食べてほしいんだ」

「パンを多く食べたほうがいいんじゃないのか？　パンは食べたら糖になってすぐにエネルギーとして使えるって言ってた。走るなら、エネルギーがあるほうがいいんだろ？」

「そのとおりだ。カーボローディングっていうんだけど、パンとかパスタを多く食べるのは、奉納走りの四日前からでいい。あと、フォームだけど、ピッチ走法じゃなくてストライド走法がいいと思うんだ。外をちょっとだけ走ってもらえないか？」
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「向こうの世界には、珍めずらしい仕事があるんだな」

　アンジェリカは、床に両りよう膝ひざと足のつま先をつき、身体をまっすぐに支えながら言った。床にうつぶせになっているのではなく、身体を床から浮かせている。

　コアトレーニング。身体の奥の、深層筋を鍛きたえる練習だという。

　正しいフォームを維持するのには、コアトレーニングが必ひつ須すだという。

「こんな練習している選手、いないよなぁ。これ、ぜんぜんキツクないんだけど、ほんとうにこれで効果があるのかな？」

「でも、あんなにすごいのを見せられたら、信じてしまうわよね」

　カレンは、スクワットをしながら言った。

　両手を頭の後ろに当て、膝を曲げて腰をゆっくりと下げて、三数えてからゆっくりあげる。

　それを十回繰くり返す。

　次にうつぶせになり、後頭部と下肢を同時に逸そらす。

　太ふと腿ももと背中といった、大きな筋肉を鍛えることにより、基き礎そ代たい謝しやがあがって、寝ねていても痩せる体質になるという。

「ほんとだ。あんなことで身体からだが柔らかくなるなんて思わなかった。あれにはびっくりしたな」

「私もびっくりしたわ。食べる量を減らしたら痩せるんだと思っていたのに、食べていいなんて。寝ていても痩せるなんてほんとうかしら。私、あんなにがんばったのに、ぜんぜん痩せなかったのよ。でもショウタの言うとおりにすれば、痩せる気がするわ」

「すごい人もいたもんだね」

「そうね」

「んんっ。太腿がプルプルしてきたわ。あと二回！」

　姉は、ふっくらした体型なので、腰を下げる動作が苦しそうだ。たったの八回で顔が真っ赤になっている。

「がんばろう。姉さん」
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　翔太はその頃、ベッドの中で天てん井じようを見つめながら考えこんでいた。

　――ランニングシューズなんて、どうやって手に入れたらいいんだ？

　ランニングには、ピッチ走法という狭せまい歩ほ幅はばで早く足を動かす走り方と、ストライド走法という大おお股またで走る方法がある。

　日本人はピッチ走法で走る選手が多いが、アンジェリカは脚が長く腰の位置が高い。ストライド走法のほうがタイムが伸びるだろう。だが、問題は靴くつだった。

　舗ほ装そうされていない荒あれた道で、革で作った簡易な靴を履はいて走れば、どうしても歩幅が狭くなってしまう。

　ソール（底）の厚い、ちゃんとしたランニングシューズがほしい。

　翔太のシューズを合わせてもらったところ、アンジェリカには大きかったし、靴職人に頼んで特別製のものを作ってもらうしかないのだろうか。

　ケガが治ってからだが、コースの下見もしたい。

　この世界には時計がないので、レース配分のほうは難しいが、レース戦略は立てたい。

　膝がズキッと痛んだ。

　レースについて考えると膝が痛む。翔太ははーっとため息をついた。
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　荷馬車が街かい道どうを進んでいく。

　街道の両りよう脇わきは小麦畑で、風が渡るたびに麦ばく穂すいがそよぎ、緑色の波のように見える。

　背の高い建物は、神殿と王宮ぐらいしかないので、眺ながめがよくて気持ちがいい。

　馬車は人が歩くほどの速度でゆっくり進む。

「ショウタ、あそこがうちの畑だ。メイフィールド亭ていで出す料理は、うちの畑で採れた野菜を使っているんだ」

「あのオレンジの木は、実を自由に取っていいんだ」

「あの水車は、マレビトが作ったんだ」

「あの広場では、夕方に市が立つんだ。だいたいのものはあそこで揃う。私たちは採れすぎた野菜や、宿しゆく泊はく客きやくが持って来た珍しいものを売って、肉や魚やミルクを買うんだ。ショウタを見つけたのも、市の帰りだったんだ」

「神殿の前の広場は、お祭りのときは屋台が出て賑にぎやかだぜ」

　御ぎよ者しや席せきに座すわり、手た綱づなを握っているアンジェリカが言った。

　さながらアヴィニヨン王国の城下町の観光案内の様相を呈ていしているが、翔太は相づちを打ちながら、揺ゆれる荷車の上で、手帳にペンを走らせている。

　コースの下見をして、レース戦略を立てるためだ。

　折ったのが左手でよかった。右手だともっと不便だっただろう。

　荷車が派手に揺れるのは、道がでこぼこしているから。走りにくそうだが、広い道で眺めが良く、走るとどれほど気持ちがいいだろうと思わせる。自分の足で走りたい。それが無理なら自転車で走りたい。

「あの木は自生しているから、あの実はみんなが好きなように取って食べていいんだ」

　栗くりそっくりの果実がたわわに実っている。異世界の果物はやたらと大きい。アボカドほどの大きさだ。

「朝食に出たやつだな」

「少し取っていこうぜ」

　アンジェリカは御者席から乗り出すと、巨きよ大だい栗くりをいくつかもぎ取って、ぽいぽいと荷馬車に放ほうり入れた。

「ショウタ。木が見えるか？　あの木で折り返しだ」

　アンジェリカが指差す方向に、樹じゆ齢れい三百年ほどもありそうな巨きよ木ぼくがあった。

「だいたい十キロってところか……」

　馬車は人間の歩く速度ぐらいでゆっくり進む。人間の歩くスピードは、時速五キロぐらいと言われている。往復で二時間なら約十キロになり、これは一万メートル走に相当する。

「んっ？　何のことだ？」

　御者席のアンジェリカが聞き返す。

　この世界では、距離を計る単位がメートルと違ちがう。日本語が通じるくせに、メートルが通じないのは不便だった。

「そろそろ昼だな、って言ったんだ」

　そのとき、教会の鐘かねの音が、のどかなリズムで鳴なり響いた。

　この世界には時計がなく、皆みんなは、教会の鐘の音を合図に生活をしている。朝昼夜の三回と、午後三時に鳴るだけで、のんびりしたものだ。

「ほんとうだ。お昼の合図だな」

　腕時計の秒針はほぼ十二時を示している。

　時計がなく、距離もわからないため、レース配分が立てづらい。

　レースに出るときは、目標タイムから時間を逆算して一キロあたりの速度を決め、その速度で走るようにするのだが、これではレース配分はあきらめたほうが良さそうだ。レース戦略のほうで工く夫ふうしよう。

「お祭りのとき、メイフィールド亭でも屋台を出すのか？」

「出さない。父さんと母さんが元気だったときは、パンとスープの屋台を出していたけど、ふたりじゃ無理だ」

「三人だろ」

　翔太は自分を指差した。

「俺おれも手伝うよ」

「うん。ありがとう！　……でも、月祭りのときって、宿泊客が多いし、私は奉ほう納のう走ばしりで手伝えないし、姉さんは料理が苦手だし、無理じゃないか。簡単に作れて材料費が安くて高く売れるものがあればいいんだけど……」

「うーん。飲み物かなぁ……」

「水はだめだぜ。水道があるんだから」

「水……そうだ。アイソトニックドリンク……マラソンだから……」

　アイソトニックドリンクは、手作りできる。水一リットルに砂糖と塩をそれぞれ小さじ一いつ杯ぱい、それにクエン酸を入れると市し販はん品ひんと同じ成分になる。クエン酸はオレンジの搾しぼり汁じるで代用できる。

　――でも、どうやって売るんだ？

　原材料が水なので、ただに近い値段でドリンクができる。だが、この世界には紙コップもなければペットボトルもない。

　荷馬車の振しん動どうで、巨大栗がころころと転がっている。

　――そうだ。あるじゃないか。カップが……！

「異世界ドリンクを売ろう！　メイフィールド亭に戻もどったら作ってみるよ。……わっ。あれ何だ？」

　そのとき、小麦畑の真ん中に、丸い輪のような何かが突つき刺ささっていることに気がついた。

　――自転車？　まさか……。

「アンジェリカ、止めてくれっ！」

「ああ」

　アンジェリカが手綱を引き、馬車が止まった。

　翔太は、もたもたと荷車を降りた。右足首に湿しつ布ぷを貼はって包帯でぐるぐる巻きにしてあるため、足が動かしにくい。

「どうしたんだ？」

「自転車を見つけたんだ」

　小麦畑の中に入り、小麦を踏ふまないように注意しながら、自転車に近づく。

「おいっ。ショウタ！　足、痛くないのかっ!?」

　小麦畑をかきわけて進む翔太を心配し、アンジェリカが叫ぶ。自転車を見つけた興奮で足の痛みは感じない。

「やっぱりだ！」

　自転車だった。

　ギアがついておらず、前に籠かごがついている、いわゆるママチャリである。土にまみれているが、銀のフレームはぴかぴかで、見た感じ新しそうだ。

　人間が異世界から落ちてくるのだから、自転車だって落ちてくる。千葉県警防犯登録のシールを見つけてどきんとする。いまごろ、この自転車の持ち主は、警察に問い合わせているのだろうと思うと、ちょっと気の毒になってくる。

　物が無くなって、探しても探しても出て来ないときがあるが、トンネルを通って異世界に行っているのかもしれない。

　翔太は、自転車を頭上に掲かかげ、再び麦畑の中を歩き、街道に戻った。

　そのとき、足あし下もとを、細長い小さな動物が駆かけて抜けた。ふさふさの長いしっぽを携たずさえた、ウサギのような、フェレットのような小動物だ。

　赤くて丸い瞳ひとみと白い毛皮、緑の葉っぱつきの赤いにんじんをくわえているところが愛らしい。

「動物がいた」

「動物ぐらいいるよ。……それにしても、いったい何を持って来たんだ？」

「自転車だよ」

「ショウタの世界の物なのか？」

「うん。こうやって乗るんだ」

　翔太はサドルにまたがると、ハンドルを持ち、ペダルをこいだ。

　自転車がヨロヨロと進み出だした。自転車だと膝は痛くならない。膝の故障は治っている。ときおり起こる膝の痛みは幻痛にすぎない。

　左手が使えないので、右手だけでハンドルを動かす。

　ふらふらして今にも倒たおれてしまいそうな進み方だ。

　アンジェリカは驚いたようで、興奮のあまり目を輝かがやかせている。

「わぁぁっ。な、何だこれっ？　すげぇ早いっ！　いいい生きてるのかっ!?」

「異世界の乗り物なんだ」

「乗り物っ？　魔法みたいだっ。すげぇぇっ。私も乗れるか？」

「ああ、誰だれでも乗れる。練習が必要だけど」

「乗りたいっ！」

「いいよ。アンジェリカは運動神経がいいから、ちょっと練習したら乗れるようになりそうだ」

「練習？　魔法じゃないのか？」

「魔法じゃないよ。自分の力で動かすんだ。うわっ」

　街道のヘコミに車輪を取られ、バランスを失って転んだ。両手が使えたら、この程度の上下動は平気なはずだが、左手を三さん角かく巾きんで吊つられている状じよう況きようではうまく動かすことができなかった。

　翔太は邪じや魔まな三角巾を外した。折れた腕うでは、板でしっかり固定されているから大だい丈じよう夫ぶだろう。

「え。おい。外してしまって大丈夫か。足痛いんだろ？」

「平気だ。足のほうは軽い捻ねん挫ざにすぎないんだ。数日から七日程度で治るって言われていたから、もう治ったんだと思う。今はもう、ぜんぜん痛くないから」

「そうなのか。だったらいいんだけど、ショウタはよく、膝が痛いってうなされてるから」

　ランナー膝は、もう治っている。

　なのに、ふとしたときに痛くなる。夜中、夢を見たときや、記憶を刺し激げきする何かが起こったとき。幻痛にすぎない。

　痛みを身体が記憶していて、痛くなるのではないかという不安から、実際に膝が痛くなる。

「心配してくれてありがとう。自転車、乗ってみるか？」

「いや、いいよ。転んでケガしたら、奉納走りができなくなる。私は、最高の状況で奉納走りに出たい。ケガを治すために魔ま法ほう使つかいに頼んだら、自分の実力以上に走れるようにしてくれってお願いしてしまうかもしれない。でも、それは卑ひ怯きようなんだと思う」

「故障しないことがいちばんだよな」

　胸の奥がグッと来た。そのとおりだった。

　翔太はアスリートの故障を予防し、パフォーマンスを引き出す存在になりたくて、トレーナーになったのだ。

「うん。私は、正々堂々と走るよ。あの木に、誰よりも早く到とう着ちやくして、誰よりも早くゴールに戻ってくる。そして賞金をもらって借金を返すんだ」

　アンジェリカは気負いのない口調で言った。

　昼の陽ひざしに照らされて、アンジェリカの横顔が輝いている。

「君のほうがすごいよ」

　翔太は、アンジェリカの頭に手をおいてぽんぽんした。
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　アンジェリカは目を細めた。ショウタに頭ぽんぽんされるのは気持ちがいい。

「ショウタのほうがすごいよ」

　マレビトのほとんどは廃はい人じんだと聞く。異世界の魔ま法ほうで助けてくれるのはごく一部で、日がな一日中ぼーっとしていたり、奇き声せいを張りあげて暴れたりする。

　この世界で普ふ通つうに過ごしているだけでもすごいのに、自転車を乗りこなすなんてすごい。

　魔法みたいだ。いや、魔法は触媒が高くつき、効果も限られている。魔法よりもすごい。

　あの柔軟もすごかった。翔太の言うことを聞いて練習にはげんだら、最高の走りができそうな気がする。

「こんなの乗れるなんてすごいんだな」

「自転車なんてたいしたことじゃないよ。誰でも乗れる。アンジェリカも、奉納走りが終わったら、乗ってみよう」

「ああ。乗りたいっ！」

　瞳を輝かせるアンジェリカは、やんちゃな弟みたいでかわいい。

「こっちまっすぐだよな。俺、先に行くから」

　翔太は倒れた自転車を起こすと、台に腰こしを乗せ元来た道をすいすいと走っていった。

　ランニングシューズがほしいところだが、自転車でさえ落ちているのだから、ランニングシューズも落ちているかもしれない。気長に探そう。

「おーい。大丈夫かーっ。よろよろしているぞー」

　アンジェリカが叫んだ。

「大丈夫だ！」

　街道を走っていた若い女性が、あっけに取られたように立ち止まり、驚きの表情で翔太を見つめている。
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　――何なの。この人!?

　マリーナ・ラリュヌは、奇き妙みような乗り物を乗りこなして進んでいく青年を見て、目を丸くしていた。

　見たこともない服を着て、片かた腕うででハンドルを握にぎっている。片方の腕は包帯でぐるぐるだ。この奇妙な乗り物は、足でレバーを回すことによって二つの車輪が走り出すしくみになっているようだが、二つしか車輪がないのに、どうして倒れないのだろう。魔法みたいだ。

「あなた、マレビト？」

　口の横に手を当てて叫ぶと、青年は叫び返した。

「そうだ。秋津翔太だよ。翔太って呼んでくれ」

「ショウタ。それ何？　魔法？」

　マリーナは、よろよろと走っていく二輪の乗り物のあとを追いかけた。

　走ることは得意だ。

　仕し事ごと柄がら、体力をつける必要があるから、朝の勤ごん行ぎようが終わったあとはランニングの時間にしている。ほんとうは奉納走りに選手として出たいのだが、巫女みこは、月祭りの日は忙いそがしい。

「自転車だよ。足の力で動かしているんだ」

「すごいわっ！　すごいっ。魔法みたい！」

「人間はすごいんだよ」

　マリーナは、思わず立ち止まった。

　――人間はすごい？

　マリーナは、ラリュヌ神しん殿でんに仕える巫女だ。

　ラリュヌ神は月の化け身しんで、魔法を司つかさどる神でもある。

　魔法の触しよく媒ばいに金銀宝石を使うのは、ラリュヌ神は月のようにキラキラと輝くものが好きだから。

　すごいのは神様であり、人間は不完全で弱い存在だ。間ま違ちがえやすく頼りない人間を、月の神ラリュヌ様が教え導いてくださる。

　それがマリーナの常識なのに、このマレビトは「人間はすごい」と言う。興味を引かれた彼かの女じよは、マレビトを追いかけた。

「わっ、わぁぁっ、わーっ」

　自転車は大きく前後に撥はねたかと思うと、バランスを崩くずして横よこ倒だおしになった。自転車から放り出された彼かれは横向きに倒れた。

「きゃあっ、だ、大丈夫なの？」

　走り寄り、倒れている翔太に向かって思わず手を伸のばしたが、その手を引っこめる。

　巫女はラリュヌ様の花はな嫁よめであり、男性と触ふれあうことを禁じられている。マレビトとはいえ、翔太に手を貸すことはできなかった。

「痛ぇ……っ。やっぱ片手運転だと転びやすいな」

　翔太は立ちあがろうとしてもがいている。

「おーい。大丈夫かー？　ショウター」

　追いかけてきた荷馬車の少女が叫さけんだ。

「大丈夫だ」

「ショウタの靴……私と同じだわ」

　自転車に気が取られて気がつかなかった。

　ひとりごちると、地面に横になったままの翔太が呟つぶやいた。

「綺き麗れいな足だ」

　マリーナの足を見て言っているのだと気がつき、悲鳴をあげる。

「きゃあっ！」

「ショウタ！　その人は神殿の巫女さんだっ！　無礼なことはするなっ」

　背後から声がかかった。

「えっ？　巫女さんか。ごめんっ！……意外だ。巫女さんっぽくないな」

　神殿のお仕着せであるチュールドレスの巫女服ではなく、半ズボンとトゥニカ（上着）の軽装なので、なるほど巫女らしくないだろう。

「ショウタって変わっているのね。私の瞳や、顔立ちや、金きん髪ぱつを褒ほめる人はいても、足が綺麗なんて言われたの、はじめてだわ」

「俺はトレーナーなんだ。君は身体が絞れているから、奉納走りに出るランナーかと思った」

　後ろを走っていた馬車の御者席から下りてきた少女が、マレビトに手を貸して助け起こす。

　マレビトはよろよろしながら立ちあがった。不思議な服を着ているが、このマレビトに似合っている。

「奉納走りには出ないわ。巫女はお祭りの日は、忙しくなるの」

「ショウタ。自転車、荷台に載のせるぞ。その腕じゃ転んでしまう」

「ありがとう。アンジェリカ。……巫女さん。そのランニングシューズ、どこで手に入れた？」

「神殿よ。お参りに来る人が、異世界のものを供えてくださるの」

「シューズ、他にもある？」

「ひとつあるわ。サイズが合わないから履いてないけど。ラリュヌ神にお供えされたものは、お下がりをもらえるの。走りやすそうな靴だから頂いたの。私、走るの、好きなのよ」
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「見せてもらえないかっ!?」

　翔太は勢いこんで聞いた。

　マリーナはどぎまぎした。

「神殿の中にある巫女の部屋は、家族以外は入ってもらえないの。ほんとうは、こうやって男性と話すのもだめなの。マレビトは別みたいなんだけど」

「あ、……そ、そっか。無理だよな」

「でも、そうね。次の鐘で、窓から靴を投げるから、回収してくださらない？　さしあげるわ。……神殿の南側よ。崖がけになってるでしょう？」

「ありがとうっ！　助かるよ!!」

　翔太はマリーナの両手を取ってぶんぶんと振ふり回まわした。

　温かい手の感かん触しよくに、かっと顔が赤くなった。あわててふりほどく。

「ショウタ、その方に触れてはだめだ！　ラリュヌ神がお怒いかりになるっ！」

「あ、ご、ごめん……そ、そっか、巫女さんだもんな……大変だな」

「あら、ぜんぜん大変じゃないわ。私、巫女になったの、喜んでいるの。王宮暮らしのままだと、ダンスなんてできなかったし、外を走ることもできなかったわ。王女のほうが大変よ。姉上なんてすごく大変そうで、私がのんびり外を走っているのが申し訳ないほどよ」

「……って、君、王女様なんだ？」

「ああっ。そうか。紫むらさきの瞳だもんな」

　ボーイッシュな少女が納なつ得とくした。

　不思議そうな顔をするショウタに、少女が説明する。

「我わが国くにの王族は紫の瞳をしているんだ」

「あ、ほんとだ。紫だ」

　瞳をじっと見つめられてどぎまぎする。

「私はもう王女じゃないわ。巫女はみんなラリュヌ様の花嫁よ。俗ぞく世せの身分は関係ないの。私は巫女のマリーナよ。もう、そろそろいい？　私、午後の勤行のない日はあの木まで走ることにしてるの」

　マリーナは首にまとわりつく金髪を、後ろ手に掻かきあげた。

　腰まで届く金髪は、正直言って邪魔なのだが、髪かみは霊れい性せいの象しよう徴ちようなので、巫女は髪を切ることができない。

「あの木までって、一万メートルもあるのに」

「体力をつけたいの。巫女はダンスをするから」

「すごいなあ」

　彼は、驚おどろいた表情で言った。

　異世界とアヴィニヨン王国では単位が違うらしく、一万メートルというのはよくわからないが、どうも、マリーナの走る距離に対して感心しているらしい。

　さっきも、マリーナの容姿や髪を褒めるのではなく、足が綺麗だと言ってくれた。

　こんな男性はじめて見た。

　彼に触さわられた手のひらが熱い。身体がふわっと揺れるようだ。

　――だめだめ。私は巫女よ。何を考えているの。マリーナ！

「じゃあね。次の鐘で、窓の外ね」

　マリーナは、馬車の横を走はしり抜ぬけて行った。

　揺らめく気持ちを振り払はらうように。
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「ショウタってさ、やっぱり女っぽい人のほうがいいのか？」

　神殿の崖の下で、鐘が鳴るのを待っていたら、ずっと黙だまりこんでいたアンジェリカがふいに聞いた。

「うん。そうだな」

「むぅ……っ」

「何を怒おこってるんだよ？」

「どうせ私は、マリーナみたいに胸もでかくないし、オトナっぽくないよ」

　アンジェリカは小こ柄がらで、手足が細くほっそりしている。凹おう凸とつに乏とぼしい体つきだ。だが、それが彼女の、ボーイッシュな魅み力りよくになっていて、妹みたいにかわいらしい。

「アンジェリカは十五歳さいだろ。まだこれから、オトナっぽくなるよ」

「そうかな」

「ああ」

　翔太は、彼女の頭をぽんぽんした。

　アンジェリカは気持ち良さそうに目を細めている。

　神殿の鐘が三時を知らせる。

「同じだな」

「何がだよ？」

「鐘の音が元の世界と同じだと思ったんだ」

　いかにも神殿という雰ふん囲い気きの石造りの建物なのに、元の世界の寺社の鐘と音色が同じだ。まったく違う世界なのに、ところどころ似たところがあっておもしろい。

「そろそろかな？」

　そのとき、窓が開く音がして、金の光が揺らめいた。マリーナの髪が太陽光線を弾はじいたのだ。窓から出た白い手が、長四角の紙箱を投げ落とした。

「ありがとう」

　両手でキャッチし、箱を開く。

「ミズノのウエーブライダーだな。旧モデルだが、新品だ」

　サブフォー（フルマラソンを四時間以内で走る）の市民ランナー向けのモデルだが、ソール（底）の厚さのわりに軽量で、走りやすいランニングシューズだ。

　一万メートルなら、もっとソールの薄うすいもののほうがスピードが出やすいのだが、平へい坦たんなコースを走るわけではない。理想的なシューズだった。

「履いてみてくれ」

「うん。ぴったりだ」

「違い和わ感かんはないか？」

「なんか横よこ幅はばが広い気がする」

「わかった……これでいいか？」

　翔太は、靴くつ紐ひもを締しめて幅はばを調節した。

「走ってくれ」

「うん……走りやすいな。軽いのに、足に衝しよう撃げきがぜんぜん来ない！」

　アンジェリカは軽く流すように走りながら、顔をほころばせている。

「もっと大股で、腕の振りを大きくしてくれないか？」

　翔太は、自転車に乗ると、走るアンジェリカに併へい走そうしながら言った。

「わかった。ストライド走法だな」

「もっと歩幅を大きく。腕を前後に大きく振ってくれ」

「うわ。なんだよ。これ。軽く走っているのに、どんどん速くなっていくぞ」

「顎あごは引いて。胸を張って」

「こうか？」

「違う。下を見ずにまっすぐ正面を見てくれ」

「顎を引くと、顔が下を向くんだよ」

「前のめりになってるからだよ。顎だけ引くんじゃなくて、背筋を立てて、首ごと後ろに引く感じで」

「こんな感じかな？」

「完かん璧ぺきだ！　綺麗なフォームだよ!!　アンジェリカはすごいな」

　お年寄りの指導に慣れた翔太には、感動するほどの覚えの良さだった。

　フォームを直すのは、言うほど簡単ではない。

　自己流で走ってきた時間が長ければ長いほど、悪いフォームで固まってしまって、フォームの矯きよう正せいができなくなる。

　アドバイスしたその瞬しゆん間かんはフォームを直せても、しばらく経たつと元に戻ってしまう。

　なのにアンジェリカは、翔太がアドバイスしたとおりのフォームで走っている。身体能力がよほど高いのだろう。

「すごーいっ。流してるだけなのに、すげぇ速いぞーっ！　すごいっ、すごいぃっ。ショウタ、すごいなぁっ」

　アンジェリカが叫びながら走っている。

「叫ばない。叫ぶとリズムが乱れる。二回吸って、二回吐はく。スッスッ、ハッハッて、リズミカルに。歩幅に合わせるとリズムがつくよ」

　呼吸法を指導しながら、感動と興奮で、身体がぶるっと震ふるえてきた。

「そうそう。そうだよ。フォーム、崩れてないよ。アンジェリカはすごい！」

「すごいのはショウタだぞーっ！」

「あはは。黙ろうぜ。二回吸って二回吐く。続けてっ」

　翔太は、ギプスの填はめられた不自由な手でハンドルを握り自転車のペダルを漕こぎ、走るアンジェリカに併走した。

　胸の奥おくから、きゅんと来るような満足感がわき起こる。

　――そうだ。俺は、これがしたかったんだ……。

　スポーツクラブでダイエット指導をするのも、お年寄りに腰よう痛つう予防体操を教えるのも楽しかった。だが、なんか違う、という思いに駆られることがあった。

　充じゆう実じつした毎日だったが、ここは自分のいるところではないというような、わけのわからない焦しよう燥そう感に駆られて、叫び出しそうになるときもあった。

　翔太がほんとうになりたかったのは、アスリートのパフォーマンスを引き出すトレーナーだ。

　元の世界で叶かなわなかったことが、異世界で叶えられている。

　翔太は、泣きそうになりながら、自転車のペダルを踏んだ。太腿に力を入れると、膝ひざが痛くなりそうで身構えたが、足は痛くならなかった。

　膝も足裏も、痛まない。

　翔太は、走るアンジェリカを追いかけた。
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「スクワット、三十回でもできそう。身体が軽くなってきたのよ」

　カレンは、後頭部に両手を当て、ゆっくりと膝を曲げ、また膝を伸ばす運動をしながら言った。

「じゃあ今日から三十回にしようか？」

　翔太がうれしそうな口調で言う。

「うっ。や、やっぱり二十五回にするわ」

「わかった。二十五回だ。十九、二十、二十一、二十二」

　翔太は、まだ包帯が取れてないのに、一いつ緒しよになってスクワットをしている。

「うぅっ。きつーいっ」

「あと三回だよ。がんばって！　二十三、二十四、二十五！　オッケーだ」

「はぁっ」

　カレンは、額の汗あせを布で拭ふき、コップに汲くんだ水をぐいっと飲んだ。

「すごいわ。一日ごとに痩やせていくわ。まだ四十日しか経ってないのに！　このぶんだと、痩せていたときのドレスを着れる日も近そうよ」

「俺は元の世界でも、ダイエット指導は得意だったんだ。これからもっと痩せていくよ。筋肉がつくには、二にヶか月げつから二ヶ月半かかるんだ。今は食事指導と有酸素運動で痩せているけど、筋肉がついたら基き礎そ代たい謝しやが高くなって、どんどん脂し肪ぼうが燃ねん焼しようしていくよ」

「ええ。聞いたわ。筋肉は、エネルギーを多く使うんでしょ？　エネルギーは、はじめは血液中の糖を使うけど、次には脂肪を燃焼させて作るんだって。筋肉がついたら、座っているだけで痩せる体質になるんでしょ？　夢みたいよ。……こんなに軽い運動しかしていないのにね」

「はじめはスクワット十回できついって言ってたじゃないか。筋肉がついてきたから、二十回でも軽いって思うようになったんだ……。休きゆう憩けいはもういいかい？　デッドリフトしようか？」

「そうね」

　カレンは、水を入れた水すい筒とうを床ゆかに置いた。

　それを上半身を倒して両手で持ち、背中を起こしてから、また床に水筒を置く。

「二十五回やってもいい？」

「いいけど、十二回目で少し休憩して、また十二回しよう」

　背中の筋肉を鍛きたえるには、うつぶせになった状況から背筋を反り返らせる運動と、このおもりを持って上半身を起こす運動がいいという。

　太ふと腿ももと背中の筋肉は大きいから、ダイエット目的なら、太腿と背中の筋肉を鍛えるのが効率がいいそうだ。

　これが終わると、床に仰あお向むけになって、お腹なかをへこます運動を二十回。形のいいウエストを作るためだという。

　太腿、背中、お腹の運動が一日おきで、あとは食事のあと食器を洗ってから、早足で家の周囲を歩いている。

「翔太ってすごいわね」

　カレンは、はっきりと痩せていた。服がぶかぶかになっていて、ウエストに巻く飾かざり紐ひもの蝶ちよう々ちよう結びが、日増しに大きくなっていく。それでいて、胸のサイズは変化がなく、理想的な体型に近づきつつある。

　自分ひとりではどうしたって痩せなかったのに、こんなにも簡単に痩せられる。

　しかも、身体が軽く、よく眠ねむれて、ご飯がおいしい。

　翔太ははじめに、奇き跡せきのわざは使えないと言ったが、カレンにとっては奇跡だった。

「すごいのはカレンだよ。俺は何にもしていない。カレンが自分の力で痩せたんだよ。俺は、カレンが持っている力を引き出しただけだ」

「そうね！　ありがとう。勇気が出るわね」

　痩せたらやりたいと思っていたことがある。月祭りの日にそれを実行しよう。

　勇気を出して。私はほんとうはすごいのだから。
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　紫の月が円みを増すころ、客のほとんどいなかったメイフィールド亭ていに、宿しゆく泊はく客きやくが多くなる。お祭りの奉納走りに参加するランナーたちだ。

　メイフィールド亭は、かき入れ時を迎むかえていた。




「にんじんが足りなくなった。姉さん。畑から五本ぐらい抜いてきてくれないか？　あと、キャベツとたまねぎも二個ずつお願いするよ」

　厨ちゆう房ぼうに立ち、昼の料理を作っているアンジェリカが言った。

「だめ。荷馬車は、車輪が壊こわれたままなの」

　テーブルを整えながらカレンが答える。

　翔太は、外で薪まき割わりをしながら、姉妹の会話を聞いていた。

　カレンは太っていたときのドレスをそのまま着ているので、見かけはそれほど痩せたようには見えないが、ドレスからのぞく首すじに二にの腕、ふくらはぎははっきりと細くなっている。体重にして十キロ、ウエストは二十センチほど細くなっているはずだ。

「こないだ修理したばかりじゃないか。もう壊れたのか」

「あの荷馬車、古いもの。荷馬車を外して、馬に乗っていくしかないわね」

「俺が自転車で行こうか？　あの道は、練習するランナーが多くなってきたから、自転車のほうがいいと思うんだ」

　翔太は、彼女らに申し出た。左手はギプスをつけたままだが、もう痛みはない。右手での薪割りも慣れたものだ。

「そうね。お願い」

「にんじん五本にキャベツとたまねぎが二個ずつだね」

　翔太は、確かく認にんしてから自転車に乗ると、畑に急いだ。

　奉納走りのコースになっている広い街かい道どうは、さまざまな服装のランナーが走っていて、カラフルだ。皆みんな、楽しそうに走っている。

　賞金の出るレースと聞いていたが、本気で賞金を狙ねらうランナーは少数で、お祭り気分のランナーが多いようだ。

　――なんか市民マラソンみたいだな……。

　レースの前の緊きん張ちようと高こう揚ようが混ざり合う雰囲気は、翔太には懐なつかしいものだった。

「マレビトだよ」

「ほんとだ。妙みような乗り物に乗ってる」

「アヴィニヨン王国はマレビトが来るからいいよな」

「マレビトが全員、奇跡のわざを使うとは限らないんだろ」

「でくのぼうも多いっていうよな」

「中には、暴れ出して手がつけられないマレビトもいるそうだよ」

　マレビトは注目を集める存在だ。どうしようもなく見られてしまう。

　もっとも彼らの視線は、無む邪じや気きな好こう奇き心しんによるものだったので、翔太は気にせずにすいすいと進んでいく。

　走っている青年の横をすれ違ちがったときだった。

「あ、あれっ。……メイフィールド亭のマレビトだ。おーい。ケガはもういいのかー？」

　見覚えのある青年が声をあげた。

　翔太は自転車を止めて振り返かえった。

「えっと……」

　どこかで見た顔だが、思い出せない。

「ジャコブだ」

　――借金取りだっ！

　翔太は警けい戒かいした。

「カレンは元気か？」

「元気だよ。ごめん。今、忙しいんだ。にんじんを届けないと、昼飯に間に合わないんだ」

「そ、そうか……」

　ジャコブは、手の甲こうで汗を拭ぬぐった。苦しそうに息をついている。翔太は彼の足に視線を向けた。革かわ靴ぐつが土つち埃ぼこりで汚よごれている。

「奉ほう納のう走ばしり、出るのか？」

「ああ」

　ジャコブはランナーではない。足を見ればわかる。

　走り始めたのはごく最近だ。初心者が十キロを完走するのは大変だ。まして、でこぼこの激しい悪路で、ちゃんとしたランニングシューズを履はいているわけでもない。

「きついぞ。……ジャコブはマラソンが苦手なんじゃないのか？」

　長ちよう距きよ離りに向く筋肉の質ではなかった。

　筋トレをしているかのように身体が締まっているが、これは筋肉の質が、速筋（瞬しゆん発ぱつ力りよくが高いが持久力が低い）が多いタイプだから。剣けん術じゆつや砲ほう丸がん投なげ、格かく闘とう技ぎが得意だが、長距離走は苦手なタイプだ。

「そ、そんなことは、ないぞっ！　俺おれは、剣けんが得意だから、マラソンだって、で、できる、はずだっ」

　虚勢を張っていることが丸わかりだ。

「魔法使いには頼たよらないのか？」

「頼らない。自分の力で走る」

「走ったあとには水を飲めよ。今日みたいに暖かいと脱だつ水すい症しよう状じようを起こすぞ」

　ついアドバイスをしてしまったのは、トレーナーの職業意識だ。

　自転車に飛び乗り、ペダルを漕ぐ。

　翔太は、自転車のペダルを踏ふみながら、首をひねっていた。

　――ジャコブのやつ、前にあったときとキャラが違ってる。なんかまじめそうだ。いじわるっぽいイメージがあったのに。

　借金取りという思いこみによるものだろうか。

　――畑と馬車を荒あらしたのはジャコブだよな。

　前のいじわるな彼と、今の真しん剣けんな様子と、どちらがほんとうのジャコブなのだろう。

　考えながらペダルを踏み、メイフィールド亭の畑に到着する。

　――にんじんってどれだ？

　スーパーで売っている野菜しか見たことがないので、葉を見ただけでは、どれがにんじんかわからない。翔太は、畑をウロウロした。

　そのとき、白いものが足あし下もとを走り抜けて行った。

「わぁっ！」

　驚きのあまり転びそうになった。

　ウサギフェレットだ。葉をくわえ、赤い三さん角かく錐すいのにんじんを引きずりながら走っている。引ひき抜かれたばかりの、土のついた新しん鮮せんなものだ。

「あーっ!?」

　にんじん畑が荒らされていた。ウサギフェレットは、器用に葉をくわえて引っ張って、にんじんを引き抜いたらしかった。葉と食べかすがあちこちに散乱している。ウサギフェレットは、外見こそかわいいものの、害がい獣じゆうではないのか。

　幸い、被ひ害がいはたいしたことがない。三本ほど盗とられただけだ。

　――え？　あれ？　畑を荒らしていたのは、ウサギフェレット？　馬車は老ろう朽きゆう化かが原因で自然に壊れただけ？

　ジャコブは、メイフィールド亭にお金を貸した。

　カレンに俺と結けつ婚こんしたら借金は返さなくていいんだと言った。

　――もしかして？

　翔太の中で、疑念が仮説となり、明確な形を取っていく。

　――いやでも、それは……。

　仮説を確認する方法はないのか。元の世界なら、ネットを調べるところだが、この世界ではネットなんてない。まさかカレンに直接聞くわけにはいかない。

　――そうだ。いた。聞ける人が……。

　都合のよいことに、今日は診しん療りよう所じよに行く予定だ。問題が無ければ、包帯をほどいてもらえることになっている。

　メイフィールド亭は宿泊客でいっぱいなので、来てもらうのではなく、翔太が診療所に行く。

　ベラミー先生が教えてくれるかどうかわからない。患かん者じやの個人情報だからダメだと断られるかもしれない。だが、聞いてみよう。

　翔太は、しゃがみこみ、にんじんを引き抜いていく。
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「はぁーっ」

　翔太は、風ふ呂ろ上あがりの濡ぬれた髪を、布で拭きながら廊ろう下かを歩いていた。ドライヤーがないことにも慣れてきた。

　今日は忙しかった。奉納走りを明日に控ひかえ、給きゆう仕じにベッドメイクに掃そう除じに接客。仕事に追われた。

　だが、疲ひ労ろう度どがさほどではないのは、腕うでのギプスが取れて、両手が動くおかげだろう。

　心ここ地ち好よく疲つかれた身体からだに、熱い湯が染しみ渡わたる気分だった。

　廊下の窓にもたれて、アンジェリカが月を見上げていた。

「ショウタ」

「アンジェリカ？　どうした？　明日レースなんだから、眠らないとダメだぞ」

「なんか眠れなくて。眠ろうと思うと、よけい眠れなくなるんだ」

　気持ちはわかる。レースの前は、興奮して眠れなくなる。

「走ってきていいか？」

「ダメだ。ケガしたらどうするんだ？」

「そうだな。でも、練習してないから、なんかじりじりして」

　レース四日前からは、練習をやめてもらっている。メイフィールド亭は多た忙ぼうを極きわめるし、レース前は休養を取るほうがいいからだ。

　今までは、レース前も夜中に走っていたそうだが、睡すい眠みん時間を削けずって練習しても疲れるだけで、パフォーマンスはあがらない。

「落ち着けって」

「宿泊客のお兄さんたちが速そうに見えてさ。魔ま法ほう使つかいに頼たのんだ、って言ってるお客さんもいた」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。あれだけ練習したんだろ。アンジェリカは速いよ」

「でも、私は女で、まだ子供だし」

「長距離は、男女差があんまりないし、アンジェリカは長距離に向く筋肉をしてるよ。自信を持て」

　翔太は、アンジェリカの頭に両手を置いた。

「マッサージしてやる」

　翔太は、アンジェリカの頭頂部を両手の親指で押おさえた。

「わっ。何だ!?」

「ツボを刺し激げきしてるんだ。頭のてっぺんには、眠くなるツボがあるんだ」

　眠れないのは交感神経が興奮しているせいだ。

　交感神経を落ち着かせて、副交感神経を優位に立てるようにすればリラックスする。

　ぬるめの白さ湯ゆをゆっくり飲むとか、呼吸法とか、ツボを刺激するとか、いろいろやり方がある。

　即そつ効こう性せいがあるのはこれだろう。

　翔太は、アンジェリカの頭のてっぺんを親指でぎゅっと押した。

「これで眠れるようになるのか？」

「ああ！　でも、一晩ぐらい眠れなくても、パフォーマンスは変わらないよ」

「あはは。そうか」

「ベッドに入って目を閉じてるだけでいいよ」

「わかった。そうする。ありがとう。おやすみ」

　アンジェリカは、晴れやかな顔で寝しん室しつへと戻もどっていった。

　――がんばれよ。

　翔太は彼女の背中に、そっと声をかけた。
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　レースの日は曇どん天てんだった。

「理想的なレース日よりだ」

　床にモップをかけながら翔太が言うと、食器を洗っているカレンが聞いた。

「そうなの？　雨になりそうなのに？」

　少し前まで、たくさんの宿泊客に朝食を提供するため、戦争のような忙いそがしさだったメイフィールド亭の食堂は、カレンと翔太、それにアンジェリカの三人だけになっている。

「曇くもっているほうが走りやすいんだよ。姉さん」

　アンジェリカが言った。彼女は、パスタをおかずにパンを食べている。四日前から炭水化物中心の食事を取ってもらっている。

　炭水化物は、身体の中ですばやくエネルギーに変わる。カーボローディング。エネルギーを身体に蓄たくわえておき、レースに備える。

「昨日、眠れたか？」

「ああ。ぐっすりだ！　ショウタのおかげだよ！　すごいなぁ。ショウタは」

「なあに。どうしたの？」

「昨日、眠れなくて月を見ていたら、夜中、風呂上がりのショウタと出会ったんだ。ショウタが眠れる魔ま法ほうをかけてくれた」

「頭のてっぺんを指で押しただけだよ」

「でも、ぜんぜん眠れなかったのが、ぐっすりだったんだよ。魔法みたいだった！」

　レースの前に眠れなくなるのは、眠らないとレースに負ける、と思うからだ。

　一晩ぐらい眠れなくてもパフォーマンスは変わらない、と言ったことで、気がらくになり眠れるようになる。

「そうなの。よかったわねぇ。……そろそろ行ったほうがいいんじゃないの？」

　みんなもう、スタート地点である神しん殿でん前まえの広場に集まって、レースに備えて走ったりストレッチをしたり軽く走ったりしていることだろう。

「そうだな。そろそろ行くよ」

　アンジェリカが空の皿にフォークを置き、席を立った。

「アンジェリカ。いつもの調子で走ろう！　普ふ段だんの力を出だせば勝てるから」

「うん。今日は身体が軽いんだ。なんだか勝てそうな気がするよ」

　アンジェリカは、いつもの簡素なドレス姿ではなく、半ズボンとトゥニカ（上着）を着て、ミズノのウエーブライダーを履いている。

　赤みがかった長い金髪は、首の後ろで縛しばってある。

「これが終わったら俺も行くよ。カレンと一緒に、屋台で異世界ドリンクを売りながら応おう援えんしてるからな」

「頼むよ」

　アンジェリカがでていき、メイフィールド亭に静せい寂じやくが立ちこめた。カレンがお茶ちや碗わんを洗う音が静かに響ひびいている。

　翔太は、頭の中で整理してからカレンに言った。

「カレン、聞きたいことがあるんだ。ジャコブのことだけど……」

　お皿を洗っていたカレンが、ビクッと震えた。

「おとつい、診療所に行ったとき、ベラミー先生から聞いたんだけど、ジャコブは君の……」
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　神殿の前の広場は、ランナーでいっぱいだった。老ろう若にやく男なん女によ様々な人たちが、スタートを待っている。

　――レースの前の雰囲気って、どこも同じだな。

　翔太は、広場で屋台をセットしながら、スタートラインに並ぶランナーたちをちらちらと観みていた。

　選手たちは、皆、青いたすきを斜ななめがけにしている。折り返しの木で待ち構えている巫女みこさんにたすきを渡し、巫女さんから受け取った赤いたすきをかけてもときた道を戻っていく。

　走るわけではないから、現げん役えき時じ代だいのような、周囲の人間が自分より大きく見える恐きよう怖ふ感はないものの、レース前の緊張と高揚は、異世界でも変わらない。

　ジャコブもアンジェリカも、緊張していることだろう。

　しゃらしゃらと鈴すずの音がして、白い祭服の司祭が神殿の前にしつらえた露ろ台だいに出てきた。

　体育館のステージと同じぐらいの大きさだ。

　司祭の両りよう脇わきには、白いチュールドレスの巫女がひとりずつ立つ。

　ひとりはバイオリンに似た弦げん楽がつ器きを持ち、もう一方の巫女さんは、髪を薄うす布ぬので隠かくしている。

　――マリーナだ。

　ミズノのウエーブライダー（ランニングシューズ）をくれた巫女さん。元王女様で、綺き麗れいな足をしていた。

　司祭の登場に、広場をいっぱいに埋うめたランナーと観客たちが静まり返る。

　司祭は、抑よく揚ようをつけた異国の言語で祈いのりの言葉を唱えたあと、奥の椅い子すに座すわる。

　巫女さんのひとりが立ったままで弦楽器を奏かなでながら歌いはじめた。

　マリーナが踊おどり出した。エキゾチックなリズムの、どこか懐かしい音楽に合わせて、頭に被かぶっていた薄布を頭上に掲かかげ、腰こしを前後左右にくねらせて踊る。

　――ベリーダンスだ。

　フィットネスクラブでも、スタジオプログラムのひとつになっていて、中高年の女性に人気のレッスンだ。

　マリーナのダンスは上手だった。

　アラビアン風の音楽に乗せて身体をくねらすベリーダンスは妖よう艶えんなイメージがあったのだが、白一色の衣装に加えて、朝日の下で行われているせいか、健康的で愛らしい。

　フェイスガードで顔を隠したりしていないので、笑え顔がおが明るく輝かがやいている。

　ランナーのあいだから、手て拍びよう子しが響いた。

　これは、市民マラソンにつきもののダンスイベントではなく、レースの安全を祈るダンスなのだろう。

　曲が終わり、マリーナがその場に膝をついておじぎをした。

　一瞬の静寂のあと、拍はく手しゆが起こった。

　屋台の準備に忙しくしている翔太もカレンも、このときばかりは準備を止めて拍手した。

　マリーナが袖そでに移動し、代わって大きなシンバルを持った巫女が出てきた。

　舞ぶ台たいを見ていた彼かれらは、レースの方向を向くと足首を回したり、肩かたや首を回したりしはじめた。

　ランナーに緊張が走る。

　シンバルがバーンッと大きな音を立てた。

　スタートの合図だ。

　皆は一いつ斉せいに走り出した。ざっと百人ぐらいいるだろうか。

　ジャコブが先に飛び出したが、後からやってくる人に靴くつを踏まれて転びそうになった。初心者のやりがちな失敗だ。

　その横を、アンジェリカが走り抜けて行った。

「アンジェリカ、フォームに気をつけろよっ」

　アンジェリカは、片手をあげて合図した。

　ジャコブは脱ぬげた靴に足を入れようとして、靴がうまく履けずにおろおろしている。あせっているせいだ。

「ジャコブ、落ち着け！　深呼吸だ。靴ぐらいゆっくり履いてもタイムはほとんど変わらないぞ！」

　翔太は叫さけんだ。
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　アンジェリカは、心ここ地ちよく走っていた。

　今にも雨が降ふりそうな曇天で、少し肌はだ寒ざむさを感じるほど。風は無風か、ごくわずかに吹ふく程度。

　――最高のレース日よりだ。

　天候は、アンジェリカに味方している。

　混雑するスタート時はピッチ走法で周囲に合わせ、ランナーがばらけてきたタイミングを見計らってストライド走法でスピードをあげて追おい抜ぬいていく。

　このレース運びは翔太のアドバイスによるものだが、周囲の人間をスイスイと追い越こしていくのは気持ちがよかった。

　大人の男たちを、少女が追い抜かすのは気持ちがいい。

　異世界の靴は足にフィットし、リズムよく足を運べる。周囲の景色がクリアになり、やたらと綺麗に見える。

　風を切る音が爽そう快かいだ。いくらでも走れそうな気がした。

　折り返しの木が見えてくるころ、先頭集団に追いついた。仲良く肩を並べて走っている。

　アンジェリカは先頭集団のすぐ後ろにつけた。先頭集団の五人は、過去の奉納走りで勝利した経験を持つ実力者ばかりだ。メイフィールド亭の宿泊客で、魔法使いに頼んだというお兄さんもいる。

　独走するのではなく二番手につけて走る。神殿が見えてきた頃ころ、スパートをかけて一気に抜き去さる。そう翔太にアドバイスを受けている。

　巨きよ木ぼくの下に、巫女が五人ほど並んでいた。みな、両手一いつ杯ぱいにたすきを持っている。

　白い紗うすぎぬの衣装に赤色のたすきが鮮あざやかに映はえている。

　今かけている青色のたすきを渡し、代わりに赤色のたすきを受け取る。

「がんばってねー」

「ナイスファイト」

「集中を切らさないでね」

「速いわね。この調子なら賞金はあなたのよ」

　口々にねぎらってくれるのがうれしい。

　巫女さんから貰もらった赤色のたすきを斜めにかけ、折り返して走る。

　街道いっぱいに広がって走っていた往路のランナーが、自然に右側に寄り、道を譲ゆずってくれる。

　――ジャコブだ。

　前まえ屈かがみになり、足を引きずるようにして走っている。この調子だと完走は難しいのではないか。

　ジャコブは普段から走っている男ではない。父が地主、母が下級貴族で、裕ゆう福ふくな家の跡あと取とり息むす子こだ。ひまさえあれば剣の練習をしていた。奉納走りは庶しよ民みんの楽しみと見下している節があった。

　ジャコブは、いったいどういうつもりで奉納走りに出たのだろう。

　――ショウタ、ジャコブを激げき励れいしていたな。

　考え事をしていてはいけない。すぐ前の先頭集団で、ひとりが遅おくれはじめた。アンジェリカはすかさず彼を抜き去り、先頭集団にぴったりついてタイミングを見計らう。

　奉納走りは毎回出ているが、いつもならこのあたりで遅れはじめるのに、今回は少しも速度が鈍にぶらない。エネルギーが身体の奥から湧わいてくる。翔太のアドバイスでこんなにかわるなんて驚おどろきだ。

　――ショウタってすごいやつだ。

　広場が見えてきた。

「今だ！」

　アンジェリカは、スピードをあげて、先頭集団を抜き去った。

　前回の優勝者や、前々回の勝利者が、走り抜けて行くアンジェリカをちらっと見て、驚きの表情を浮うかべている。

　そのとき、先頭集団のひとりが飛び出してきた。

　メイフィールド亭の宿泊客で、魔法使いに頼んだというお兄さんだ。

　併へい走そうする。

　デッドヒートになった。

　小柄なアンジェリカと、大人の男性は、抜きつ抜かれつしながらゴールへと走っていく。

　――負けないよ！
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　ショウタは言った。魔法よりすごいのは人間の力なのだと。

　アンジェリカは冷静だった。

　お兄さんは、真っ赤に染まった顔を歪ゆがめているし、息を荒あらくしている。

　アンジェリカのすることは、ラストスパートに集中すること。

　自分を信じて走る。

　身体が軽い。風の切る音が心地好い。

　ゴールが目の前だ。

　アンジェリカは、ゴールに向かって走りこんだ。お兄さんもゴールした。

「ゴールよ。お疲れ様さまっ！」

　巫女が声をかけた。

　勝ったのかどうかわからない。

　だが、こんなにも気持ちよく走れた。指先がヒリヒリするような気持ちよさを味わった。

　――勝ったのはどっちだ？　お兄さんか、私か？

「おめでとう。一等は……」
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　それより少し前。

「異世界ドリンク、いかがですかー？」

　翔太は、屋台の内側で声をあげていた。

　屋台と言っても、テーブルを木の板で囲い、屋根を付けただけの簡素なものだ。

　黒くろ髪かみ・黒こく瞳どうに、白のポロシャツ、ラインの入った紺こんのジャージ姿の翔太は、見るからにマレビトで、この世界ではやたらと目立つ。立っているだけで善ぜん男なん善ぜん女によが寄って来る。

　マレビトが売る異世界ドリンクというだけで、この世界の住民の好奇心を刺激する。

「異世界ドリンクってどんなの？」

「異世界の飲み物です。走ったあとに飲むと身体にいいんですよ」

　オレンジ果か汁じゆうを水で薄うすめて、砂糖と塩で味付けした、手作りのアイソトニックドリンクだ。元の世界で売られているポカリスエットやアクエリアスと同じだ。

「ひとつちょうだい」

「ありがとうございます。どうぞ」

「なにかしらこれ。ほんのり甘あまくて酸すっぱくってしょっぱいわ。はじめて飲んだ味ね。でも、さわやかでおいしい」

　興味深そうに見つめていた人たちがいっせいに財さい布ふを出した。

「俺ももらおう」

「私も！」

「僕ぼくにもくれ」

「たくさんありますので並んでください」

「おう」

　あっという間に行列になった。

　屋台の奥おくで水筒を傾かたむけて巨きよ大だい栗くりの皮で作ったコップにドリンクを注ぐカレンが、苦笑いするほどの忙しさになった。

　ほんとうは、レース後のランナーに飲んでほしくて作ったアイソトニックドリンクだが、メイフィールド亭の借金返済に当てられるので願ったり叶かなったりだ。

　異世界ドリンクの原材料は、ほとんどが水道水だから、利益率がきわめて高いのである。

「あと残り三本よ」

　水すい筒とうに詰つめてもってきたドリンクの在庫が減ってきたらしい。

「わかった。俺が取ってくるよ」

「お願いね。店番は私がするわ」

　屋台を出ると、声が聞こえた。

「あの屋台、すごい美人がいるな。……なんか見覚えがあるんだけど」

「メイフィールド亭のカレンだよ」

「嘘うそだっ。詐さ欺ぎだぁ！　体型がぜんぜん違うじゃないか」

「カレンって、あんなに美人だったのか？」

「異世界ドリンクいかがですか？」

　カレンがにっこり笑うと、男たちが屋台にわらわらと寄ってきた。

　翔太は、自転車の前と後ろの籠かごに、からっぽの水筒を積みこみながら笑った。

　気持ちはわかる。カレンは癒いやし系けいのしっとり美人だ。

　いままでの体型を隠すぶかぶかしたドレスではなく、身体の線が出るドレスを着て、髪かみをとき流しているだけなのだが、別人のように美しい。

　背まで高くなって見えるのは、自信なさそうにうつむいているのではなく、背筋を伸のばしているせいだ。

　カレンの甘い声と、ドリンクを求める男たちの声を背中に聞きながら自転車でメイフィールド亭に急ぐ。奉納走りの間は街道が使えないので、遠回りになるが仕方がない。

　厨房で、ドリンクを急いで作って水筒に詰め、自転車で広場に戻ってきたとき、わぁっと声が響いた。

　奉納走りのランナーが帰ってきたのだ。

　広場が一気に華はなやいだ。

「ふたり帰ってきた！　デッドヒートだ」

「アンジェリカじゃないのか!?　すげぇっ。はじめてじゃないのか!?」

　屋台の横に自転車を止め、カレンにドリンク入りの水筒を渡してからコースを見る。

　はじめ小さかったアンジェリカが、近づくにつれて大きさを増す。

　アンジェリカは、飛ぶような速さで走っている。

　ストライド走法。いいフォームだ。メイフィールド亭の宿泊客の男性と抜きつ抜かれつを繰くり返している。

　ゴールが近くなり、どんどんスピードが速くなっていく。

「がんばれーっ。もうすぐゴールだっ！」

「がんばってー」

「ファイトだ！　アンジェリカ!!」

　翔太もカレンも、司祭も巫女さんも観客たちも声をあげる。

　やがてふたりがもつれあうようにしてゴールに走りこんできた。

　わぁっと歓かん声せいがあがった。

　――どっちだ!?　アンジェリカか？　宿しゆく泊はく客きやくか!?

　ゴールで待機していた巫女が、アンジェリカに声をかけた。

「ゴールよ。お疲れ様っ！」

「おめでとう！　一等はあなたよ」

　巫女はアンジェリカに向かって拍手した。

　一いつ瞬しゆんの静寂のあと、拍手が響く。

　最後まで競せり合あっていた、メイフィールド亭ていの宿泊客が、アンジェリカを祝福するように手を握にぎった。

　魔法使いに頼んだというドーピング男。

　翔太も拍手をした。感動と興奮がじんと胸に染みる。

　――俺は、これがしたかった。

　皆に応援してもらって、正々堂々とレースに勝ち、祝福される。

　翔太ができなかったことを、アンジェリカがやってくれた。しかも同じ一万メートルで。

　感動で、鼻の奥がつんとなる。泣きそうになり、瞬まばたきを繰り返していたら、アンジェリカが走り寄り、翔太に抱だきついてきた。

「ありがとう。私が勝てたのは翔太のおかげだ」

「こちらこそありがとう」

　うれしさのあまり声をつまらせると、アンジェリカははっとしたように抱ほう擁ようをほどいた。

　そして、手足をバタバタさせて言いい募つのる。

「変な意味じゃないからなっ」

　顔を赤らめるところがかわいい。

「アンジェリカが勝ったのは、マレビトのおかげなのか？」

「そうだよ。ショウタが私を勝たせてくれたんだ！　ショウタは最高のトレーナーだ！」

「トレーナーって何だよ？」

「走りの先生？」

「私のダイエット指導をしてくれたのもショウタよ」

　屋台の内側のカレンが言った。

「トレーナーっていうのは、スポーツのアドバイスや、痩やせるための指導や、人間の身体の動きを良くするアドバイスをする職業だよ」

　アンジェリカが解説する。

「魔法みたいだ」

「それが違ちがうんだよ。魔法じゃないんだ。姉さんは、痩せるために運動したり、食事に気をつけたり、努力した。私もそうだ。ショウタの決めた練習メニューをこなしたんだ」

「トレーナーは、努力の方向を示すだけだ。この勝利はアンジェリカのものだ。俺ができるのは、がんばる人間を支えることだ」

　翔太が言った。

　皆みんながはーと感心のため息をついた。

「ショウタは、異世界トレーナーだ」

　アンジェリカが言った。

　素す直なおな賞賛の視線が集中した。

　こんなに褒ほめてもらってくすぐったいが、卑ひ下げするとアンジェリカの優勝までも卑下することになる。

　だから翔太は、胸を張って言った。

「そうだよ。俺は、異世界トレーナーだ」

　異世界トレーナー。

　自分で言っておきながら、しっくりくる言葉だと感心する。

「だったらさ、嫁よめの料理がまずいこともショウタに聞けばなんとかなるのか？　母さんが嫁を嫌きらいでどうしたらいいかわからないんだ」

「娘むすめの好すき嫌いが多くて」

「掛かけ払はらいの代金の回収が……」

「にんじんが害獣に荒らされるの。追い払っても追い払ってもやってくるの」

「水車小屋の動きが鈍って、小麦粉を作るのに、えらく時間がかかるんだけど、どうしたらいいと思う？」

　口々に「困ってること」を訴うつたえられて面食らう。トレーナーという仕事内容を理解してもらうのは大変そうだ。

　だが、彼らの期待の大きさが感じ取れていい気分になってしまう。

「おいおいトレーナーは魔法使いじゃないぞー。っていうか、魔法使いでも嫁よめ姑しゆうとめ問題なんて解決できないって！」

「嫁姑問題は、永遠の課題だな」

　その場にいた人たちが、腕うで組ぐみをしてうなずくのがおかしい。フィットネスクラブでも、高こう齢れいの女性会員から、嫁姑のトラブルについてよく聞くのだが、異世界でも同じことで悩なやんでいる。人間というものは、それほど変わらないのかもしれない。

「あははっ」

　翔太はついに笑い出した。

　騒さわいでいる間にも、ランナーは次々にゴールしてきた。彼らは、異世界ドリンクの屋台に群がった。

「ドリンクをくれ」

「喉のどが渇かわいたぁっ」

「ショウタ、アンジェリカ、手伝って！」

　カレンが屋台の内側で悲鳴をあげている。

「あっ。やばいっ。手伝わないと！」

　翔太はあわてて屋台に向かった。

「待ってくれ。一杯飲んでから手伝うからっ」

　アンジェリカが手作りアイソトニックをぐいっと飲んだ。

「ああ。おいしいっ。すっごくおいしいよ」

　無む邪じや気きに笑うアンジェリカはかわいかった。

「売り物よっ。もうっ」

「いいじゃないか。姉さん。賞金も出るんだし」

「あー、ごほん」

　そのとき、アンジェリカの横に立った司祭が、高く掲げた鈴を振ふった。

　耳元で鈴を鳴らされたアンジェリカは、驚きの表情で跳とび退すさった。

「わぁっ。びっくりしたっ。司祭様っ」

「うれしいのはわかりますが、そろそろ舞台にあがってくださらぬか。表ひよう彰しよう式しきを行います。賞金を渡しますでの。巫女たちに休きゆう憩けいを取らせてやりたいんですじゃ。ワシも喉がかわきましてな」

　司祭はにこにこと笑いながら言い、ウインクした。

　――あれ。この司祭。えらそうな格好をしてるのに、意外とお茶ちや目めなのかも……。

　アンジェリカが照れくさそうな表情で舞台へとあがった。

　巫女が、弦楽器をかき鳴らしはじめた。ゴールのあとの興奮に包まれていた広場が静まり返る。

　マリーナが、木の葉で作った冠かんむりをアンジェリカの頭に載のせる。月げつ桂けい樹じゆかどうかまではわからないが、異世界でも勝者の祝いは木の葉の冠なのだ。

「おめでとう」

　司祭が金貨でぱんぱんにふくらんだ革かわ袋ぶくろを手て渡わたした。

「ありがとうございます」

　革袋を受け取ったアンジェリカは、さわやかな表情を浮かべていた。

　拍手が彼かの女じよを包つつむ。

　自分のことのようにうれしい。

　栄光はアスリートのもの。トレーナーである翔太は、舞台の下で拍手をする。

「ショウタ。あがってくれ」

「いいのか？」

「いいんだ。この勝利は、トレーナーである君のものでもあるんだから」

　翔太は階段をあがり、彼女の横に立った。アンジェリカの手をつなぎ、頭上に掲げる。

　拍手がひときわ大きくなった。

　膝ひざを故障してから、一生出ることはないと思っていた表彰式。

　それに翔太は出席している。

　うれしくて泣きそうになったが、深呼吸してこらえた。

　あまりの晴れがましさで頭の芯しんがかぁっと火ほ照てり、夢の中にいる気分だった。

　雨が降り出したが、その雨さえも、翔太とアンジェリカを応援してくれているみたいだ。

　雨に追い立てられるようにして、巫女と司祭、選手も観客も三々五々帰っていく。

　夢見心地のまま、あちこちに落ちている巨大栗の皮で作ったコップを拾い集め、麻あさ袋ぶくろに入れる。ゴミは堆たい肥ひにして、畑に入れる。

　屋台にひとつだけ残っていた栗くり皮かわコップを捨てようとしたら、カレンがコップを奥のほうへと引っこめた。

「これは捨てないで。あとで使うから」

　雨足が強くなってきた。

　屋台の中に入って雨宿りをする。

「すごい雨になったなぁ……」

「ありがとうショウタ。これでジャコブに金を返せる」

　アンジェリカが言った。

　はっとした。

「そうだ。ジャコブは!?」
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　ジャコブはその頃、復路を走っていた。いや、歩いていた、というべきだろう。

　雨足が強くなってきて、ぬかるんだ道に足が取られる。

　革かわ靴ぐつは取れてしまい、裸足はだしになっていた。

　もう周囲にはランナーはいず、折り返しでたすきを渡わたしてくれた巫女さんたちも、馬車に乗って戻ってしまった。

　巫女さんたちは、遅れているランナーひとりひとりに声をかけ、馬車に乗せたが、ジャコブは断った。目標は完走だから、リタイアするわけにはいかない。

　いまこの道を走っているのはジャコブだけだ。

「ジャコブ。大だい丈じよう夫ぶか？」

　ふいに傘かさが差しかけられた。

　メイフィールド亭のマレビトだ。

　雨のカーテンと激しい雨音で、彼が来ていることに気がつかなかった。

「大丈夫だ」

「ちゃんとしゃべれるし、足取りもしっかりしているな。低てい体たい温おん症しようにはなっていないし、脱だつ水すい症しよう状じようも起こしてない。よし、ゴールはすぐそこだ。君はすばらしいランナーだ」

「最下位なのにか？」

「順位はドンケツかもしれないが、あきらめない心ならトップランナーだろ」

「そうだな」

「完走するって、カレンと約束したんだろ？」

「ああ」

「だったら行こうぜ。あともう少しがんばろう」

「うるさい。がんばってるよ！　……て、なんでおまえが知ってるんだ？　カレンから聞いたのか？」

「カレンじゃないよ。ベラミー先生から聞いたんだ」

　雨足が鈍ってきた。

　マレビトと肩を並べて、話しながらゴールに向かう。

「ベラミー先生か。まぁ、マレビトに聞かれたら、話すかもしれないな」

「ジャコブ、カレンと結けつ婚こんする予定だったんだって？」

「そうだ。でも、母さんがカレンにイヤミを言ったんだ」

　ジャコブは、問わず語りに話し出した。ジャコブとカレンは恋こい人びと同士だった。

　カレンは王宮の下級メイドとして働いていたが、月に一度の宿下がりの日はデートした。

　結婚する予定だったが、ジャコブの母は、カレンが気に入らなかった。

「よりにもよって顔合わせの食事会で、王宮のメイドなんて貞てい操そう観かん念ねんが低いとか、そういうことを言うんだ。そりゃ、母さんは下級貴族の出身でプライドが高いけど、母さんの口を塞ふさいでやろうかと思ったよ」

「大変だったな。気の毒に。でも、し姑ゆうとめっていうのは、そういうもんだよ。似たような話は、ウチのフィットネスクラブの会員さんからも、よく聞くよ」

「何のことだよ？」

「嫁姑問題はどこの世界にもある永遠の課題だってことさ。……ジャコブの母さん。言い過ぎたって思ってるんじゃないのか」

　カレンの両親は激げき怒どした。大事な娘を尻しり軽がる扱あつかいされたのだ。結婚は反対され、ジャコブは出入り禁止になった。タイミングの悪いことに、そのあとすぐカレンとアンジェリカの両親は事故に遭あって死んだ。

　メイフィールド亭を維い持じするために、カレンは王宮を辞して家に戻もどった。両親の死、仕事を失ったこと、環かん境きようの激変、さらに結婚が破談になったカレンは、ストレスのあまり激太りをした。

「母さん。後こう悔かいしてるよ。死ぬなんて思わなかったって。謝あやまろうとしても謝れないって」

　ジャコブの母は病気になった。気き鬱うつの病になったのだ。ジャコブの家は資産家なので、魔ま法ほう使つかいを雇やとって治ち療りようをしてもらったが、魔法は効かなかった。治りたいと思う心があってこそ魔法は効果を発揮する。

　ジャコブは人間の医者であるベラミー先生に治療を頼たのんだ。ベラミー先生がいきさつを知っているのはそのせいだ。

「俺おれは、カレンにもういちど結婚の申しこみをしようとしてメイフィールド亭を訪問した。そしたら借金取りが来てたんだ。俺はその借金を払った。でも、それで逆にぎくしゃくしてしまって……」

「そういうもんだよ。カレンは誇ほこり高たかい女性だから、プライドが傷つけられてしまったんだ。痩せたほうがいい、なんてよけいなこと言わなくてもよかったのに」

「カレンが言ったんだよ。私はおデブさんだから、結婚できないって。……でも、俺はカレンが好きなんだよ！　太っていようが痩せていようがカレンが好きだ!!　カレンと一生を過ごしたいんだ。母さんも反省してるし、俺はカレンを守る！」

「それ、そのままカレンに言えよ」

「言ったよ！　手紙を書いたんだ。俺の本気をわかってもらうために、奉ほう納のう走ばしりで完走するから、ゴールしたら、もういちど考え直してほしい、って、そう書いた」

「雨、あがったな」

　マレビトが傘を閉じた。

「ジャコブ……」

　カレンが立っていた。

　昔どおりのほっそりした姿で。

「ゴールはここだ。目的は完走なんだろ！」

　叫び声ごえがした。

　アンジェリカが、いまはもう誰だれもいないゴールに立っていた。

　ジャコブは、痛む足を引きずるようにして走った。

　倒たおれこむようにしてゴールする。

　マレビトとカレン、アンジェリカと、それにひとりの巫女さんが拍手する。

　胸に迫せまるものがあり、半泣きになってしまう。

　こらえようとしたが、涙なみだが出てしまった。かっこ悪いが、まあいい。どうせ、ずぶ濡ぬれだ。涙ではなく雨だとごまかせる。

　カレンは栗皮のカップに入った飲み物を差し出だした。

「完走おめでとう。どうぞ。これ飲んで。異世界ドリンクよ」

　ジャコブは、ドリンクを飲み干した。

「不思議な味だ」

　しょっぱくて甘くて酸っぱくて、まるで今の気持ちのようだ。せつない味に、胸の奥が痛くなる。

「太っている君もかわいかったけど、痩せた君は美しい。でも、無理したんじゃないのか？」

「ふふっ。ありがとう。ショウタに指導して貰ったから、そんなに我が慢まんしなくても痩せることができたのよ」

「そうか。俺も、マレビトに指導して貰ったらよかったな」

「ああ。俺は、異世界トレーナーだ。頼まれたら指導するぞー」

「ショウタ、気を利きかせようぜ」

　アンジェリカがマレビトの服の裾すそを引っ張った。拍手してくれた巫女みこさんと三人で、神しん殿でんの屋根の下へと移動する。

　巫女さんは花がこぼれるように笑っていた。

「愛してる。結婚してくれないか」

「待って。お金を返したいの。お金を借りているときに、あなたのプロポーズは受けられないから」

「ってことは……」

「喜んで！」

　ジャコブはカレンを抱きしめた。
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「よかった」

　翔太は胸をなで下ろしていた。

　アンジェリカは安あん堵どとうれしさと寂せき寥りよう感の入り交じった複雑な顔をして、ふたりを見ていた。

「お姉さん取られて淋さびしいんだろ？」

「そんなことないっ」

「メイフィールド亭は、俺が手伝うよ」

　翔太は、アンジェリカの頭をぽんぽんした。

　アンジェリカは、喉をなでられる猫ねこのように、気持ち良さそうに目を細めた。

「そうだな。ショウタがいれば安心だ。ショウタってお兄さんみたいだから」

「ああ、そうだな。アンジェリカは妹みたいにかわいい」

「そ、そうかな？　かわいいかな」

「ああ！」

「わぁぁっ」

　アンジェリカが叫んだ。

「どうした？」

「な、なんかちょっと、照れくさくて」

　カレンとジャコブは、翔太におじぎをすると、ふたりで手をつないで歩き去って行く。

　後ろ姿に、親しげな空気が漂ただよっている。

「そうだ。ショウタ、トレーナーセンターの看板、出さないか？　奉納走りのランナーにアドバイスしたり、痩そう身しんの指導したりして、指導料を貰うんだ。ショウタの知識は金が取れると思う」

　アンジェリカが言った。

「いいな。俺も、メイフィールド亭でタダ飯食くらっているの、心苦しいと思っていたんだ」

「宿屋の仕事も手伝ってくれよな。閑かん散さん期きはいいけど、忙いそがしいときは大変なんだから」

「ああ。次の繁はん忙ぼう期きはいつだ？　月祭りか？」

「十日ほどあとにあるアンドリュー殿でん下かの立王子の礼だな。王宮から神殿までパレードするし、王宮の中庭に入って儀ぎ式しきを見ることができるんだ。すごく華やかだから、庶民がたくさんやってくるんだ」

「あの」

　マリーナが声をあげた。

「ショウタに依い頼らいしたいことがあるの」

「ああ。いいぜ。俺は異世界トレーナーだ。アスリートのパフォーマンスをあげる手助けなら、俺は何でもやる」

「クラスシャキルダンスについてだけど、いい？」

「ダンス!?」

　――俺にできるんだろうか……。

　不安になったが、何でもやると言った以上、言下に否定することはできない。それにマリーナは、アンジェリカにランニングシューズをくれた。翔太の持っている知識が役に立つなら、マリーナの手助けをしたい。

「話してみてくれないか？」







トレーニングその２：踊る姫巫女の悩み







「私、本祭で奉ほう納のう舞まいを踊おどるんだけど、困ったことが起こってしまって……。助けてほしいの」

　翔しよう太たは、当とう惑わくしながら、マリーナの話を聞いていた。

　マリーナは、ラリュヌ神殿の巫女だ。

　巫女は神様に捧ささげるため、ダンスを踊る。クラスシャキルダンス。翔太の世界でいうベリーダンスだ。

「祭りって、後夜祭みたいなのか？　もう、誰もいないぞ」

　奉納走りがお祭りのメインイベントだと思っていた。

　雨はあがったものの、神殿の前の広場は人気がなく、文化祭の終わりのような物もの寂さびしさが漂っている。

　神殿の軒のき下したで、三人で並んで立っているので、雨の匂においにまじって甘い香かおりが漂ってきてドキドキする。

　マリーナの髪の匂いだ。

　――なんていい香りなんだろう。花の匂いだ。綺き麗れいな人って、匂いまで魅み力りよく的てきなんだな。

　翔太は気付かれないように深呼吸をした。

「雨が降ふったからだよ。夜の祭事が近くなったら、また人が増えてくるよ。巫女みこ舞まいは神事なんだけど、庶しよ民みんにとっても娯ご楽らくなんだ。すごく楽しいんだよ」

　アンジェリカが言った。

　マリーナも説明する。

「夜中、月が出てからやる祭事がほんとうのお祭りなの」

「ラリュヌ神は月の神様だから」

「本祭のダンスって、ひとりで踊るヤツ？」

　アンジェリカが聞いた。

「そうよ」

「へえ。すごいなぁ」

　アンジェリカが感心の声をあげた。

　本祭でひとりで踊る。それは巫女にとって最高の栄えい誉よなのだろう。

「当然よ。私は最高の踊り子こなの」

　マリーナは、つんと顎あごをあげた。

　俗ぞく世せの身分は捨てた、と言ったが、胸を張る彼女からは、いかにもお姫ひめ様さまというような、プライドの高さが感じられる。

「確かに、奉納走りの前のダンス、上手だったな」

「あれはランナーの無事を祈いのる踊りで、短いものだったけど、本祭のダンスは長いの。私の踊りは上手よ。だって私は綺麗だし、努力しているもの」

　マリーナは、日本的な謙けん遜そんの美徳とは無む縁えんだ。きっぱりと言い切るところがすがすがしい。

　翔太は、彼女が走っているところを見ている。ダンスのための体力作りだと言っていた。彼女は努力し、筆頭の踊り子になったのだ。

「だったら何が困っているんだ？」

「くしゃみが出るの」

「は？」

「普ふ段だんは平気なの。でも、月祭りの予行練習でダンスを踊ったら、くしゃみが出て止まらなくなってしまったの」

　――そんなことがあるのか？

　特定の運動をするとくしゃみが出るなんてはじめて聞いた。

「それは困るな。本祭って、今晩だよな？」

「そうよ。先せん輩ぱいに代わってもらうことはできるんだけど、最終練習まで待ってもらうようにお願いしているの。通しの予行練習でダメなら、先輩が代わるって」

「その最終の予行練習、いつだ？」

「昼の鐘かねを合図にするの」

　そうなると、一時間ほどしか猶ゆう予よはない。

「医者に聞いたほうがいいんじゃないか？」

「ベラミー先生に聞いたわ。でも、わからないって言われたの」

　――ベラミー先生って、あのサド医者だよな。

　腕うでは確かな先生だった。あの先生でだめだったことを、翔太が解決できるのだろうか。

「先輩の巫女さんたちに聞くとか？」

「くしゃみなんてマリーナだけだって言われたわ。先輩たちは平気なの。でも、私、踊りたいの。だって、はじめての本祭のダンスなのよ」

「うーん……」

　翔太は困り果てた。力になってあげたいが、ベリーダンスは、スタジオレッスンのもようをガラス越ごしに見る程度で、アドバイスできるほどの知識はない。

　しかも、時間がない。あと一時間ほどで何ができる？　カレンのダイエット指導と、アンジェリカのランニングコーチは、二にヶか月げつ半もの時間があったからこそ成功したのだ。

「普ふ通つうにダンスしているときは大丈夫で、本祭の予行練習をしたときだけくしゃみがでたんだよな？　普通じゃないものが何かあって、それが原因なんじゃないか」

「本祭の予行練習にあって、普通のダンスのときにはないもの……？　うーん。何かあるかしら……」

「あっ！」

　声をあげたのはアンジェリカだ。

「ダンスのとき、甘あまい匂いのする煙けむりが出るだろ！　あれじゃないのかっ!?　私も、あの煙を嗅かぐと、鼻がむずむずしてくしゃみをしそうになるんだ。神聖な場だから、我慢しているけど」

　門前町の宿屋の娘である彼女は、月祭りのたびに奉納舞を見ている。

「そうよ。香こうを焚たくのよ。すごくいい匂いで、白い煙が立ちこめて神秘的で最高なの。煙のおかげで、私でさえセクシーに見えるって、先輩から褒められたわ。巫女は神の花はな嫁よめだから、神に愛される色気があったほうがいいのだけど、私にはそういうのなくて……。まあ、セクシーさは、ないよりはあるほうがいい、という程度だけど」

「それだ！　香の煙に反応しているんだ！」

　マリーナの髪からは、花の香りがしている。なんて甘い匂いなんだろうと思っていたが、移うつり香がだったのだ。

　マリーナは花か粉ふん症しようなのだろう。

　翔太が勤めていたフィットネスクラブでも、お年寄りの会員が法事が憂ゆう鬱うつだと言っていた。線せん香こうの煙でくしゃみが止まらなくなるそうだ。

　線香の煙や香こう水すいでくしゃみが出るというのは、花粉症の人にはよくある症しよう状じようなのだそうだ。

「香を焚くのをやめられないか？」

「それは無理。伝統だもの」

　花粉症の場合、症状を出ないようにするためには、アレルギー物質を取りこまないこと。これが一番の予防法だ。

　煙を吸いこまないようにする方法は、ある。

　原始的だが、確実な方法が。

「わかった。大丈夫だよ。俺にまかせてくれ」

「えっ？　ショウタ、できるのか？　すごい!!」

「って、ほんとに？　すごいわ。無理だと思っていたわ」

「トレーナーってすごいんだ」

「なんでもできるのね」

　アンジェリカとマリーナが交こう互ごに言うが、今は感心してもらうより用意するほうが大事だ。なにしろ、あと一時間で用意しなくてはならないのだから。

「マリーナはお裁さい縫ほう、できる？　作りたいものがあるんだ」

「できないわ」

　マリーナは、つんと顎をあげた。

「いばるなよ……」

　翔太は笑いだしそうになった。こういうところを見ていると、マリーナは確かにお姫様なのだと納なつ得とくする。

「私を誰だと思っているの？　アヴィニヨン王国の第二王女よ。しかもラリュヌ神殿の巫女で、最高の踊り子なのよっ」

　たしかにお姫様は裁縫なんてしないだろう。

　この世界では、巫女さんは偉えらい人で、かしずかれる存在らしい。

「じゃあ、服が破れたときとか、どうしてるんだ？」

「神殿には、通いのお針子さんがいるの」

「そのお針子さんに頼むことはできるか？」

「今日は無理。お祭りだもの。お休みよ」

「じゃあ。お、俺がするよ……」

　声が小さくなってしまった。

　裁縫なんて家庭の授業でやったきりだが、ポロシャツのボタンをつけたりゼッケンを縫ぬい付つけたりという程度ならしているので、なんとかなるだろう。そんなに難しいものを作るわけではないのだから。

「私がしようか？」

　アンジェリカが申し出てくれた。

「裁縫、できるのか？」

「私は宿屋の娘だよ」

「すごいわ！」

　お姫様で巫女で最高の踊り子のマリーナに、すごいと言われたアンジェリカは、得意そうに鼻をうごめかしている。

「マリーナは、衣装と同じ布を用意してくれ。ハンカチぐらいの、小さいものでいい。屋台の前で待っていてくれないか。俺とアンジェリカはいったんメイフィールド亭ていに戻って、道具を持ってくるよ」

　マリーナは元王女で巫女だ。マレビトとはいえ、見知らぬ男と部屋に籠こもっていたなんて不ふ名めい誉よな噂うわさを立てられないよう、作業は屋外のほうがいい。

「どうするの？」

「裁縫だよ」





☆






　偉い人の話は、長い。

　――どこの世界でも同じだな。

　翔太は、広場に立ち、ステージを見上げながら、えんえんと続く司祭の祝詞のりとに、あくびをかみ殺していた。

　――まだ終わらないのかなぁ。

　眠ねむってしまいそうになったが、横に立つアンジェリカが脇わきをつついた。

「立ったままで寝ねるなよ。器用なやつだな」

　はっと居住まいを正す。

　アンジェリカは、トゥニカ（上着）と半ズボンのトレーニングウエアではなく、刺し繍しゆうがたくさん入ったかわいいドレスを着ている。赤みがかった金きん髪ぱつもときながしている。お祭りだからおめかししているのだ。いつもはボーイッシュな彼女だが、少女らしくてかわいい。

「だってよ。長くないか。これ。……みんなよく我慢しているな」

　ささやくと、アンジェリカが同意した。

「みんなうんざりしているよ。だってほら……」

　ささやく声が聞こえてくる。

　――綺麗な巫女さんのセクシーなダンス、まだ始まらないのかなー。

　――今日のダンスはマリーナだってさ。

　――マリーナって、アンドリュー殿下の妹だろ？　あの巫女さん、かわいらしいし、元気いっぱいだけど、セクシーってタイプじゃないよな。

　――プリンセスの舞まいを、こんな近くで見られるんだものね。楽しみだわー。早くはじまらないかなー。

　皆みんなは、司祭の祝詞を少しも聞いていなかった。

　――そんなもんだよな。

　笑い出してしまいそうになった。

　偉い人のありがたい話に飽あきてしまい周囲を見み渡わたすと、白い布で囲まれた一角が目に入った。

「アンジェリカ、あれは何だ？」

「偉い人の場所だと思う。アンドリュー殿下がいるんじゃないかな。王家はラリュヌ神から人間のリーダーとして選ばれた人間だから、月祭りには王族がやってくるんだ」

　中空に浮うかぶ紫むらさきの月は真円になり、青っぽい光を投げかけている。

「月の神様がいる、ってことは、太陽の神様や、樹木の神様もいるのか？」

「そうだよ。万ばん物ぶつに神が宿るって考えている。でも、月の神と太陽の神、それに大地の神は、神様の中でも特別なんだ」

　この世界は、西洋的一神教ではなく、日本的な多神教だ。

　白い煙がたなびきはじめた。

　広場を埋うめるたくさんの人たちのあいだに、期待のざわめきが走る。皆みながいずまいをただした。

「いよいよか？」

「しっ。静かに。はじめは歌で、その次にダンスだよ」

　舞ぶ台たいの四よ隅すみの篝かがり火びが、ひときわ明るくなる。

　楽器を持った巫女たちが六人出てきて、露台の奥おくと横に座すわりこんだ。

　白い祭服の巫女たちは、ギターやハープ、太たい鼓こにタンバリン、笛に鐘などの楽器を鳴らし始めた。

　わくわくした気配が広場に満ちる。

　老いも若きも、男も女も、お姫様の巫女舞を楽しみにしている。

　ひとりの巫女がしずしずと現れて、舞ぶ台たいの隅すみに立つと、歌を歌いはじめた。ラリュヌ神をたたえる内容だ。

　――うわ。すげぇ。なんて綺麗な声なんだ……。

　ソプラノというのだろうか。透とう明めい感のある声がびいんと通る。

　スピーカーもマイクもないのに、よくもこんなにも響ひびくものだ。声というものは、最高の楽器なのかもしれない。

　紫の月が冴さえ冴ざえとあたりを照らし、あちこちに置かれた篝火が夜よ闇やみを払はらう。舞台の上の白い服を着た巫女たちが、神秘的に浮かびあがっている。

　昼間の奉納走りのときとは違ちがう、厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きだ。

　歌が終わり、舞台の上の歌手が、膝をついておじぎをした。

　余よ韻いんを楽しむかのような静せい寂じやくが訪おとずれた。

　期待が最高潮に達したとき、ドンドンドンと太鼓の音が響き、両手に持った白い布を頭上に掲かかげ顔を隠かくした巫女が、賛美歌を歌っていた巫女と交代するようにして歩み出てきた。

　――マリーナだね。

　――お姫様の登場だよ。

　白い煙は、いよいよ濃のう密みつさを増した。花の香りが鼻び孔こうをくすぐる。くしゅんという音が聞こえた。なるほどこれでは、くしゃみが止まらなくなるのも無理はない。

　マリーナが腕を下げると、白い顔があらわれた。

　頭から薄うす布ぬののスカーフを被かぶり、鼻から下を白い布で隠しているために、出ているのは紫の瞳ひとみだけだ。

　白い布は、フェイスガードという。フィットネスクラブのベリーダンスレッスンで、インストラクターがつけているのと同じものを自作した。

　アレルギー物質を吸いこまないためのグッズ。それはマスク。新品の、紙製のマスクである。

　翔太は、トレーナーという接客業についている関係上、みだしなみのひとつとして使い捨てのマスクを持ち歩くようにしている。

　異世界にトリップしたとき、一いつ緒しよに落ちてきたカバンの中に入れっぱなしになっていたものを、マリーナにあげたのである。

　マスクして踊るわけにはいかないが、フェイスガードでマスクを隠してしまえばいい。

　白い布は、ずれてしまわないようにマスクに縫い付けてある。

　アラビアンナイトを思わせるエキゾチックな曲に合わせて、マリーナが踊る。

　裸足の足裏が音楽を捕とらえ、さしのべた指先に情感が宿る。

　くるくると回るたびに、手に持っている白い布と、ドレスの裾が翻ひるがえり、花のように美しい。

　みんなは、ほーっとため息をつきながらマリーナを見ている。

　手首と足首につけた鈴すずのついた飾かざりがしゃらしゃらと鳴る。

　――なんか、今日のお姫ひめさん。色っぽくないか。

　――うん。品が良いんだけど、なんとなくセクシーだね。

　――今日のダンス、神秘的だね。

　ささやく声が聞こえてきた。セクシーで神秘的という相反する要素が、マリーナのダンスには同居していた。

　顔を隠したのは、アレルギー物質を吸いこまないようにつけたマスクを覆おおうため。

　だが、顔を覆ったことで、セクシーさや神秘性がプラスされ、マリーナの踊りに魅み力りよくを加えている。

　――そういやそうか。フィットネスクラブでも、腹丸出しの若いエアロビクスのインストラクターより、顔を隠したベリーダンスの四十代の先生のほうが色っぽく見えるものな。

　セクシーさは、露あらわにするより隠すことによって現れる。

　チュールドレスの衣装が揺ゆれ、白い肌はだがちらっと透すけるところに上品な色気が醸かもし出される。

　マリーナのダンスは綺麗だった。ゆっくりしたリズムの音楽に合わせて、風に揺れる花びらのように踊っている。白い煙がゆらゆら揺れて、甘い香りがあたりに満ちる。

　バレエのようにトゥで立って回ったりしないので、派手さはないが、これこそまさに神に捧げる舞という感じがした。

　ゆっくりと流れていた曲が終わった。マリーナが膝ひざをつき、優ゆう雅がな仕草で両手を広げ、頭こうべを垂れた。

　ダンスが終わった。

　舞台の下で見上げていたみんなが、はぁっとため息をつく。

　舞台の上と下では距きよ離りがあるし、フェイスガードで顔を隠しているのにもかかわらず、マリーナが晴れやかな笑えみを浮かべたのがわかった。

　――よかったな。マリーナ。くしゃみが出なかったな。無事に終わったな。

　翔太は喜びを噛かみしめていた。翔太のアドバイスで、マリーナの努力が実った。トレーナーの本ほん懐かいだ。たいしたことはやっていないとはいえ、ほんとうにうれしい。

　とん、とととん、とん。

　立ちあがったマリーナが足を踏ふみならした。

　舞台の下の観客が、それに応こたえるようにして手を叩たたき始めた。

　ぱん、ぱぱぱん、ぱん。

　ゆっくり流れていた曲調ががらっと変わり、皆がそわそわしはじめた。

「神に捧げるダンスは終わりだ。ここからは庶民の時間だよ」

　横に立つアンジェリカがささやいた。

　さっき、独唱した歌うた姫ひめが舞台の隅に立ち、歌いはじめた。

　人生の喜びを歌う明るい歌。マリーナが踊り始めた。さっきの曲が神様のためなら、今のダンスは人間のため。心が浮き立たつような、明るくて楽しいダンス。

　舞台の下のみんなも、自然にカップルができて踊り始める。みんなの横顔が輝かがやいている。ほんとうに楽しそうだ。なるほど庶民は、これを楽しみにやってきたのだ。

　マリーナは、踊りをやめると舞台を下りたが、音楽と歌はまだ続いている。

「踊ろうぜ」

　アンジェリカに誘さそわれたが、翔太は断った。

「そんな……無理だよ。踊れないって」

　翔太は、ダンスタイムに自分から踊り出すようなキャラではない。文化祭のフォークダンスでも、楽しそうに踊っているみんなを見ているほうだ。

「簡単だよ。私が教えてあげる。それともショウタは、私と踊るのが嫌いやなの？　私が男みたいでかわいくないから？」

　――気にしていたのか……。

　女っぽいカレンと違って、アンジェリカは中性的な姿態をしている。

　ドレスを着ているので女に見えるが、トゥニカ（上着）とズボンだと少年のようにも見える。はじめて見たときは（ドレス姿なのに）、少年に見誤ったほどだ。

「そんなことない。アンジェリカはかわいいよ」

　彼かの女じよの頭をぽんぽんしてから、両手をつなぐ。

「そ、そうかな……。私ってかわいいかな？」

　マリーナなら、つんと顎をあげて当然でしょ、と言うだろうが、アンジェリカは自信なさそうに目を伏ふせる。

「かわいいって！　踊ろう」

　フォークダンスみたいに、両手を取り合って踊る。

「踊り方、教えてくれ。知らないんだ」

「足を交互に出すだけ。そうだよ。そうそう」

「こうかな？」

「うん。上手だよ」

　単純なステップの繰くり返かえしだ。なるほどアンジェリカの言うように簡単だった。音楽に乗ってくるくると回る。

「ショウタ、踊るの、上手だね。すごい！」

「アンジェリカの教え方がうまいんだよ」

「今日はありがとう」

「え？　ああ、奉納走りか？」

「うん。大人の男をぶっちぎって一等で走るの、最高に気持ち良かった。しかも、魔法使いを頼んだ男にも勝ったんだんぜ。ショウタのおかげだ」
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「私もショウタに感謝してるわよー」

　カレンがジャコブと踊りながら、すれ違いざまに言った。

「私もよ。ありがとう」

　マリーナだった。チュールドレスの巫女服ではなく、シンプルなドレスを着て、巫女さん同士で踊っている。

「え？　マリーナ。巫女さんなのに、一緒に踊っていいのか？」

「いいのよ。今夜は無礼講なの。男と踊るのはダメだけど、巫女同士で踊るのは不都合がないわ」

　巫女さん同士のダンスは、どことなくなまめかしい。

「じゃあ、王子様も踊っているのかな？」

　好こう奇き心しんで周囲を見渡すが、王子様らしい人はいない。

「姉上は踊らないわ」

「え？」

　聞きき間ま違ちがいだろうか。姉上、と言ったような気がした。

「あっ。違った。兄上よ」

　アンジェリカが、立ち入るな、というように、首を振ふった。

　メイフィールド亭で聞いた、『あること』を思い出した。

　それはアンドリュー殿下のウワサ話。

　ほんとうは死んでいて影かげ武む者しやが代役をしているのだとか、アンドリュー殿下は女性だが、男でないと王位を継けい承しようできないから男装をしているのだとか、鹿しか狩がりのさいにケガをして死にかけたとき、顔が醜みにくく潰つぶれたのだとか、宿しゆく泊はく客きやくが話していた。

　アンドリュー殿下は、人前にめったに姿を現さないらしく、それが、国民の疑ぎ心しん暗あん鬼きを誘っているようだ。

　お祭りでさえ、布で囲って周囲から姿を隠すのだから徹てつ底ていしている。

　――王子様はほんとうは女なんだろうか。

　トレーナーという接客業についていた翔太は、聞いてはいけないことを口にしない程度の分別はある。

「ショウタはすごいわね。私、あなたに感謝してるのよ。困っている人がいるんだけど、あなたを紹しよう介かいしてもいいかしら？」

　マリーナが言った。

「ああ、いいぜ」

「じゃあ、明日ねっ。お使いを寄よ越こすからよろしくね」

　アンジェリカと手を取ってツーステップ、お互たがいに右方向へとくるっと回って手を叩き、またくるっと回って手を叩く。

　ぱん、ぱぱぱん、ぱん。

　篝火はいよいよ火の勢いを強くする。

　手て拍びよう子しの音に笑い声。

　祭りはまさにたけなわだった。







トレーニングその３：王子をめざせ！







　翔しよう太たは、メイフィールド亭の二階のベランダで、アンジェリカと一緒に洗いたてのシーツを干していた。

　月祭りのあとは忙しい。祝祭の余韻を楽しむ間もなく、掃そう除じと洗せん濯たくに追い回される。

　元の世界と違って、洗せん濯たく機きや洗せん剤ざいはないから、リネンの洗濯はけっこうな力仕事だ。

　街かい道どうを騎き馬ばが走ってくる。この世界では騎馬は珍めずらしくないが、騎き手しゆの服装も鞍くらも馬装もあきらかに豪ごう華かで、遠目にも装そう飾しよく性せいを重視しているのがわかる。

「あの馬、なんかキラキラしてないか？」

「あれ、王宮のお使いだよ」

「どうりで」

　走はしり抜ぬけて行くかと思った騎馬がメイフィールド亭の前に止まり、馬から降り立った壮そう年ねんの男が扉とびらを叩いた。

　糊のりの利きいた服を着て、背筋を伸のばしているところは、なるほど王宮の役人だ。あの見慣れぬ服は、王宮のお仕着せなのだろう。

「王宮の使者がいったい何の用だろ？」

　アンジェリカとふたり、びっくりして階段を下りると、勅ちよく使しがカレンに向かって羊皮紙を広げて説明しているところだった。

　勅使の突とつ然ぜんの訪問に、カレンはきょとんとしている。

「アンドリュー殿下が、メイフィールド亭に滞たい在ざいのマレビト・ショウタ殿どのをお招きです」

「ショウタの名前を知ってるんだね」

　アンジェリカがひとりごちた。

「翔太は俺おれだけど。ご用件は？」

「アンドリュー殿下から、一緒にお茶を飲みましょうというお誘いです」

　使者は愛あい想そ良よく笑いながら言った。

「俺のこと、マリーナがお兄さんに教えたのかな？」

　昨日の月祭り。舞台の下に、布で仕切られた一角があった。偉い人の場所だと聞いた。あの場所に座っていたのだろう王子が、翔太を呼んでいる。

「たぶんそうだろ。ボディメイクの相談だよ」

「王子様、お太り遊ばされたのかしら？」

「一度大おお怪け我がされて、治ったあとバルコニーに立たれたろ。あのときは痩やせてらっしゃったよ」

「ダイエット指導なら得意だけど、剣けん技ぎとか乗馬とかのやり方を聞かれたら困るな」

「ショウタもできないことあるのか？」

「当たり前だよ。何でもできるわけじゃない」

「王子様とお茶会なんていいわねぇ。私も行きたいぐらいよ。お茶ちや菓が子し、きっとおいしいんでしょうね」

　三人でこそこそとささやきあう。

　翔太はもうひとつ心配事があった。

「ええっと、その……勅使さん。王宮に行くと、『妹に手を出だしたふらち者を成敗する、首を切り落としてやるから、そこへなおれ』なんてことは？」

「ありえませぬ。ショウタ殿。アンドリュー殿下は、暴君ではございませぬ。優やさしいお人ひと柄がらの王子殿下であらせられます。そして、剣技と乗馬については、王宮に熟練者がおりますゆえ、ショウタ殿のお手を煩わずらわせることはありません。都合の良い時間を指定して頂けましたら、その日に迎むかえの馬車をさしむけますゆえ」

　もしも成敗する目的なら、こんなに愛想のよく腰こしの低い勅使ではなく、兵士を差し向けて有う無むを言わさず連れて行くだろう。

「だったら、今から行きましょうか？　洗せん濯たく物もの、あと少しで終わりだから、待っててください」

「残りは私が干すよ」

　アンジェリカが言ってくれた。

「そうね。せっかくのご招待なのだから、行ってらっしゃいな」

　カレンがふんわりした笑みを浮かべた。

「じゃあ、お言葉に甘えて行ってきます」

「えっ？　今からですか？　馬車の用意が、連れん絡らくが……」

　勅使が慌あわてている。

「馬車の用意なんていらないですよ。これに乗るから」

　ドアを開けて外に出て、自転車を押おして歩くと、勅使が驚おどろきの表情を浮かべた。

「これが乗り物なんですか」

「自転車と言います」

「さすがマレビト……。これなら……」

「王宮に行けばいいんですね」

　翔太は自転車に飛び乗ると、小高い丘おかにそびえ立っている王宮に向かって、ペダルを漕こぎはじめた。

「先に行ってますぞ」

　勅使は翔太の横を馬で駆かけ抜けていった。

　王宮は小高い丘の上にあるから、緩ゆるい上り坂がだらだらと続き、自転車は大変だ。しかもこの自転車は、ギアのついてないママチャリだ。翔太は汗あせまみれになってペダルを漕いだ。

　膝は痛まない。しつこく続いていた幻げん痛つうは、綺麗に消えていた。

　先を走っていた馬が、門の中に吸いこまれた。

　――やっぱ、迎えに来てもらったらよかったな。

　――乗馬いいな。なんかかっこいい。

　ようやくのことで門の近くまで到とう着ちやくすると、さっきの勅使が門の前に立ち、出で迎むかえてくれた。

「おお、マレビトどの。お待ちしておりました」

「やっぱり馬は速いですね」

「こちらです。どうぞ」

　王宮の中に入っていく。

　ひんやりした空気が翔太を包つつんだ。

　石造りの重じゆう厚こうなお城に圧あつ倒とうされる。

　翔太は違い和わ感かんを覚えた。神しん殿でんはローマ風で、ダンスはトルコのベリーダンス風。それでいてお城はハリーポッターのような英国風。なんというか、世界観がごちゃまぜだ。マレビトの影えい響きようによるものかもしれない。

　ステンドグラスがはめこまれた窓も、調度品も、高い天てん井じようも、壁かべに飾られた絵画もすばらしい。重厚で、歴史を感じさせる。

　だが、お城そのものは小規模だ。

　もしかしてこの国は、それほど大きくないのではないか、王宮に足を踏み入いれてはじめてそう実感した。

「すごいお城ですね。アヴィニヨン王国っていうのは、歴史ある国なのですね」

　フィットネスクラブのトレーナー研修で教えてもらったとおり、プラスのストローク（働きかけ）をして、マイナスの印象は口に出さない。

「さよう。建国してからは一五三年にしかすぎませんし、小さい国ではありますが、自主独立の王国です。何者にも侵しん略りやくされず、何者も侵略せず、平和に暮らしております」

「それはすばらしいですね」

　廊ろう下かを歩くメイドが、翔太と勅使を見て道を譲ゆずり、壁かべ際ぎわに立って頭を垂れる。

　この勅使は、どうも偉い人らしい。

　勅使は、王宮の奥、みるからに重厚な扉の前で足を止めた。扉の両りよう脇わきには近衛このえ兵へいがひとりずつ立っている。

「殿でん下か、マレビトをお連れいたしました」

「入ってもらってくれ」

　ドア越しに声がかかった。

　――んっ？

　落ち着いた青年の声に聞こえるが、どこか違和感がある。

　――もしかしてこの王子様は？

　無責任な庶しよ民みんの噂。メイフィールド亭で客たちが話していた。カレンは王族の噂をすることは庶民の楽しみだから気にするな、と言ったし、翔太もたいして気に留めなかった。

　――噂は本当だったのかな？

　扉の横で立っていた近衛兵が、ドアを開ける。

「どうぞ。ショウタ様」

　入室する。

　豪華な部屋だった。落ち着いた調度品に蝋ろう燭そくのシャンデリア、足が沈しずむほどのふかふかの絨じゆう毯たん。テーブルやカーテンひとつを取って見ても、芸術品のように美しい。

　メイドがふたりずつ両脇に並び、おじぎをしている。

　中央に、豊かな金髪を波打たせた王子がいた。

　飾り紐ひもが肩かたからいくつも下がった礼服のようなスーツを着ている。式典に着るような、男っぽさをことさらに強調するような服装だ。

　翔太は違和感を覚えた。

　私室でくつろいでいるときに、こんなに堅かた苦くるしい服を着るだろうか。

「はじめまして。ショウタ。私はアンドリュー・サファイア・アヴィニヨンです」

「秋あき津つ翔太です。お目にかかれて光栄です」

　差し出された手を握にぎる。

　マリーナにはそれほど感じなかった高貴さが、この二枚目の殿下からははっきりと感じられる。

　背が高く見えたが、存在感の大きさによる錯さつ覚かくで、こうやって前に立っていると、翔太よりやや低い。

　マリーナと似ているが、健康的で元気いっぱいの彼女よりも品が良い。

「妹から聞いています。ショウタはすごい人だと。ボディメイクならショウタにまかせたらいいと。どうぞお座りください。お茶を飲みながら話をしましょう」

　椅い子すを勧すすめられて席につく。目の前の殿下も椅子に座った。長い足を伸ばし、片方の足をもう一方の足に交差させている。

　目の前の殿下は、俳優のように美しい。

　長いまつげ。アメジストのような紫の瞳。透き通とおる肌。りりしい顔立ち。中性的な雰囲気から宝たから塚づかの男役を連想する。

　翔太の中で、疑ぎ惑わくが確信に変わっていく。

「殿下。依い頼らい内容を教えてください」

「当ててください」

　この王子は翔太を試ためしている。

　翔太は、はっきり言った。

「殿下は女性ですね。どうして男装しておられるのですか？　依頼内容は、男の立ち居振ふる舞まいでしょうか」

　勅使と殿下が、あぜんとした表情で翔太を見た。

「何でわかったのですか？」

　声が変わった。さっきまでは男性の声だったのに、今は女性の声になっている。

「女性の声になりましたね」

「声でわかったのですか？」

「声は男性になっていました。殿下は歌が得意なのではありませんか。声域が広いのだと思います。男性の声を出すのは歌の上手うまい人ならさして困難なくできます」

「では何が原因で、私が女だと思ったのですか？」

「匂におい。歩き方と座ったときの仕草。それと手です。握あく手しゆしたときにわかりました」

　アンドリュー殿下が女性だという無責任な噂は知っていた。

　マリーナも、殿下のことを姉上と言ったり、自分のことを第二王女だと言ったりした。

　だが、確信に変わったのは、実際に王子様と逢あい、声を聞いて、握手してからだ。

「殿下がいくら男の服を着ようと、手は男装できません。女性の手です」

　アンドリュー王子は、自分の手を顔の前で開いた。

「手て袋ぶくろをつけて隠すべきだったかな」

　飾り紐がたくさん下がった軍服のようなスーツを着ているのは、体型を隠すためらしい。肩かた幅はばは広いが、どこか不自然だった。

「手を隠しても、あなたの美しさは隠せません」

　――うわ。俺、すごいこと言ってるな。

　トレーナーは接客業だから、キャリアを重ねるごとに口が上手くなる。肥満ではないのに痩せたがる若い女性会員の、過度なダイエットを戒いましめる方法としては、容姿を褒ほめるのも効果的だと研修で教えられた。

　だが、これはやりすぎだ。きざなことを言ってしまったと思うのに、殿下の表情は変わらない。

　女性として容姿を褒められ慣れている。つまりは、女性として過ごしてきた時間が長いということを示している。男装はにわかづくりなのだろう。

「座るとき、あなたはスカートを直す仕草をされた。今も、膝を揃そろえて足を伸ばし、片足を交差されている。男のフリをしたいのなら、ズボンを穿はいておられるのだから、ゆったりと腰こし掛かけて、膝をゆるめて座るべきだ」

「そうだったの。気がつかなかったわ。ショウタの知識は本物のようね。翔太の言うとおり私は女性よ。レイチェル・オパール・アヴィニヨンです」

「レイチェル王女殿下。男装の理由は？」

「我わが国くにが置かれている状じよう況きようはご存じですか？」

　そのとき、ワゴンを押したメイドがしずしずとやってきて、テーブルに、茶器を三人分用意し、チョコレートやクッキー、マドレーヌの載のった皿を置いた。

「セバスチャン。同席を許します」

「は」

　ずっと立っていた勅使が腰掛ける。

　メイドは、熟練の手つきで紅茶を入れると、ワゴンを押して部屋を出て行く。

　アンドリュー王子は、細くて長い指でチョコレートボンボンを取ると、磨みがき抜かれたテーブルの真ん中に置いた。

「これが我が国。小さいけど自主独立の王国です」

　チョコレートボンボンの周囲にクッキーを並べていく。

「これが隣りん国ごくのレグリア。ルギエリ。デコダ。いずれも大きな国です」

　三枚の大きなクッキーに囲まれた小さいチョコレートは、大陸における勢力図を如によ実じつに表していた。大国に囲まれた小国。それがアヴィニヨン王国の位置づけなのだ。

「アヴィニヨン王国は、防備力が優すぐれているのですか？」

「そこはそれ、三すくみというのがありましての」

　セバスチャンが説明してくれた。

「レグリアとルギエリが戦乱になれば、我が国はデコダにつく。デコダとレグリアが戦乱になれば、我が国はルギエリを手助けする。ルギエリとデコダが紛ふん争そうをはじめたら、我が国は……」

「レグリアの味方をしてきたわけですね？」

　アンドリュー王子が首しゆ肯こうした。

「卑ひ怯きように見えるかもしれませんが、大国に囲まれた小国としては、大義よりも実利を取らねば、あっという間に潰されてしまいますのじゃ」

　セバスチャンが説明する。

「俺は卑怯だとは思いません。それは戦略です」

　翔太は言った。レース配分を決め、戦略を立て、ライバルを調べてからレースに挑いどむのは、ランナーなら皆がやっていることだ。

　レースは負けても命は落とさないが、国が滅ほろぶとたくさんの人が死ぬ。

　たとえ卑怯に見えても、王族や文官が国家の安全を計るのは、正しいやり方だ。

「我が国は、そうやって平和を維い持じしてきたのですが、大陸の東の果て、太陽の昇のぼるところにあったソレイユ王国が勢力を強めて来たのです」

　男装のプリンセスの細い指が、クッキーの横にマドレーヌを置いた。

「ソレイユ王国は、レグリア、ルギエリ、デコダの三国を侵しん攻こうし、三国ともがソレイユ王国の支配下に入りました」

　チョコレートの周りのクッキーを外し、マドレーヌに置き換える。チョコレートの周囲は、マドレーヌばかりになった。

「四し面めん楚そ歌かですじゃ」

　三すくみのバランスの中で、平和を謳おう歌かしていたアヴィニヨン王国は、きわめて不安定な状況におかれてしまったのである。

「ソレイユ王国は、どうしてアヴィニヨン王国に戦争をしかけないのでしょう？」

「我が国は、月の神ラリュヌ神をお祀まつりしています」

「この世界は神様がたくさんいるけど、太陽と月と大地の神様は特別なのだと聞きました」

「はい。ソレイユ王国は、太陽神ディゾンネをお祀りしている国家なので、月の国とは友好を保ちたい……というのが、ソレイユ王国の理り屈くつです……表向きのね」

　殿下が言った。

「裏の理由もある？」

「そうです。我が国は、マレビトがやってきます。ほとんどは因った人達なのですが、たまにすばらしいマレビトがいて、異世界の智ち恵えや技能で、私たちを助けてくれます。ソレイユ王国は、我が国が戦せん禍かを被こうむって荒あれ果はててしまうと、マレビトが来なくなるのではないかと思っているのです。大陸中でマレビトがやってくるのは、我が国だけですから」

「だったらソレイユ王国がほしいのは、俺ですか？」

「より正確に言うと、ショウタの智恵と技能、ですね」

　身体がぶるっと震ふるえた。

「友好を保つっていうのはいいですね。このまま平和が続くことを祈いのっています」

「はい。私たちもそう考えているのですが……」

　男装のプリンセスの美しい顔に、陰かげりが走った。

「ソレイユ王国は、友好の印に、ソレイユの王子をマリーナの婿むこにしたいと言ってきました。マリーナは巫女みこなので結けつ婚こんできないと断ったら、今度は養子に差し出すから、次期国王として育ててくれと言い出したのです」

「ソレイユは、紛争をせずに我が国を手に入れようと考えているのですじゃ」

「ご兄弟はいらっしゃらないのですか？」

「私は双ふた子ごだったんです。弟が次期国王として帝てい王おう教育を受けてきたのですが、弟は半年ほどまえに、森で鹿狩りをしているとき、不ふ慮りよの事故で亡なくなってしまいました」

「それは残念でしたね」

「アンドリュー殿下――王女殿下の弟君です――が事故に遭って混乱しているとき、ソレイユ王国は、マリーナ様への結婚申しこみをしたのですじゃ。断ったら、養子の件を申し出てきました。すばらしきソレイユの王子を、我が国の養子にするのは忍しのびないと断ったのですが、断っても断っても、跡あと取とりが必要だろう、養子を差し出すから王として育ててくれと矢の催さい促そくで……」

「レイチェル様が女王陛下になればいいのではありませんか」

「大陸では、女性は国王になれないという不文律があるのです」

「となると……。弟王子は、ソレイユ王国が暗殺したのでは？」

　まさかそこまでやるだろうか、と思いながら、おそるおそる聞く。

「確証はありませんが……その可能性はあります……。でも、王宮や城下は安全です」

「私たちは、弟を内々に埋まい葬そうし、亡くなったことを隠しました。そして私が弟に成り代わりました」

　男装の麗れい人じんの表情が、苦く渋じゆうに歪ゆがんだ。

「レイチェル王女殿下は、家臣に預けられ、存在を隠されてお育ちになりました。双子は不ふ吉きつ。ひとり目に生まれた子供は露つゆ払はらいという考え方がありましての。今は、そういう考え方はなくなっていますが、先代の司祭は教義を狭せまく捕らえる方だったのです」

「今だと双子は問題にならないのですね」

「はい。レイチェル様は、アンドリュー王子殿でん下かと顔だちがそっくりでいらっしゃいますから、殿下亡き後、成り代わって頂いたのです」

「事故でひどいケガをして、生死の境をさまよったけど元気になりました、といって、私が男装をして国民の前に立ったのです。雰ふん囲い気きの違ちがいは、病やみあがりだからでごまかしました」

　存在を隠かくされたお姫ひめ様さまが、弟の代理をする。

　国民の前に立っても、レイチェル王女殿下としてではない。プリンセス本人は、ずっと日ひ陰かげの存在なのだ。

「それはあなたがかわいそうだ」

　王族の広い部屋が静まり返った。

「私は王族です。まだ王位を継承していませんが、私たちは指導者として、国と民を守るためにラリュヌ神に選ばれた特別な存在です」

　レイチェル王女は、自分に向かって言い聞かせるように話した。

　王権神授説。中学か高校の歴史の時間に勉強した記き憶おくがある。国王は、神から王権を与あたえられた特別な人間だという考え方だ。

「私は王族として、我が国の民たみを幸せにする義務があります。私が弟のフリをすることで、ソレイユ王国の支配を免まぬがれるなら、いくらでも男装します」

　きっぱりと言い切るお姫様から、高貴さがオーラのように立ち上った。

　翔太は圧倒された。

　国と民を守るために、自分を犠ぎ牲せいにするというのは、翔太には異常なことのように思える。だがそれを、レイチェルはあたりまえのことと思っている。これが王族というものなのか。

「戦争は何としても避さけたいのですが、ソレイユ王国の王子を養子に頂いて、ソレイユ王国の支配下に入ることもできかねます。それを選せん択たくした国は、上納品と税金の支し払はらいに苦労しています。私は国民を飢うえさせたくないのです」

　上納品の中には、マレビトである翔太も含ふくまれるのだろう。

「養子を人ひと質じちにして、戦争するなら養子を殺す、と言えばいいのではありませんか？」

「ソレイユ王国は養子が我が国によって殺されることを望んでおりますのじゃ。戦争を起こすきっかけができるからです。養子のおつきとして王宮に入りこんだ兵士たちが、あっという間に我が王宮を内側から制圧することでしょう。養子をもらわないのがいちばんなのですじゃ」

「私はもうすぐ十八歳さいの誕生日を迎えます。立王子の礼に臨のぞまなくてはなりません。青年王族として、王位継承できることを祝う儀ぎ式しきです」

　成人式のようなものらしい。

「諸外国から王族がお祝いにやってきます。当然ソレイユ王国からも来ます。私は、立王子の礼を乗り切りたいのです」

「立王子の礼を乗り切ったとしましょう。ソレイユ王国は、姫ひめをアンドリュー王子に嫁よめ入いりさせる、と言い出すのではありませんか？」

「ソレイユ王国には適てき齢れい期きの姫はいないので、それはありえません」

「ご両親……国王陛下とお妃きさ様きさまはどうなさっているのですか？」

「国王陛下はずいぶん昔に亡くなり、王おう妃ひ様さまが国王代行として政治をしていたのですが、アンドリュー王子殿下の急死で気力をなくされて寝ね込こんでおられます。立王子の礼には、バルコニーで王妃様から宝ほう物もつを頂く儀式があるのですが、王妃様のあの様子では出席はかないますまい」

「我が国は、セバスチャンをはじめ、優ゆう秀しゆうな文官が円えん卓たく会かい議ぎで決議するので内政は回るのですが、国王陛下……父上が亡くなってからは外政が弱いそうです。ソレイユ王国が、養子をごり押ししてくるのも、国王が不在だから甘あまく見みられているのだと聞きました。立王子の礼を経へて、私が青年王族になれば、外政もうまく回ると思います」

「依頼内容は、立王子の礼を乗り切るための、男としての立ち居振る舞いを教えてほしい。そうですね？」

「はい。男の服を着ても、仕草は男装できない……なんでもない仕草が、女になってしまう。男性と女性では、歩き方や立ち方、座すわり方、全部が違うのですね。男のフリをしようとすると下品になるし。私では、どうしていいかわからなくて」

「立王子の礼では、どんなことをするのですか？」

「まず神殿に行き、司祭様から祝福を受けますのじゃ」

「神様に嘘うそをつくことになりませんか？」

　痛いところだったらしく、男装の麗人と優秀な文官は押し黙だまった。

　しばらく考えてからレイチェルが話す。

「神殿は王族と密接に結びついていますから、神殿は私たちの身方です。ラリュヌ神は国が栄えることを望んでおられます。去年から就任された司祭様は、教義を柔じゆう軟なんに解かい釈しやくされる方ですので、神殿のほうは大だい丈じよう夫ぶです」

「司祭様はご存じでいらっしゃるわけですね」

　翔太は、奉ほう納のう走ばしりのとき、舞ぶ台たいの上で祝詞をあげていた司祭を思い出していた。

　いかにも威い厳げんある物もの腰ごしなのに、お茶ちや目めなところがあって親しみ易いおじいさんだった。あの司祭なら、民を守るために教義を曲げるぐらいのことはやりそうだ。

「はい。神殿の祝福のあと、天てん蓋がいのない馬車でパレードをしながら王宮に行きます。王宮で、王妃様……母上から宝ほう剣けんを頂いて終わりです」

「ですが、王妃様はお加減が悪くて……儀式にでてくださるかどうか……。最悪、武官長か文官長の手から宝物を渡わたすことになるかもしれません」

「王妃様がお元気になって、外政に熱心になれば、レイチェル様は弟のフリをしなくてもいいのではありませんか？」

「そのとおりですが、母上は閉じこもってしまって、誰だれとも逢ってくれません。私を見ると、弟のことを思い出して胸が苦しくなるんだそうです」

「儀式のあとパーティがありますが、殿下には乾かん杯ぱいだけ出て頂く予定です」

「長居していると、弟ではないことがばれてしまいますから」

「立王子の礼は十日後でしたね」

　メイフィールド亭ていは、ちょうどよく閑かん散さん期きに入る。

　立王子の礼の前になると、パレード見物の宿泊客でまた忙いそがしくなるが、その頃ころには仕事は終わっているはずだ。

「それだけあれば充じゆう分ぶんです。お引き受けします。ボディメイクなら、俺の専門分野です」

　ソレイユ王国は、マレビトの知識と技能をほしがっている。翔太にとっても、他人事ではない。

　ここはいいところだ。平和で、国民は親切で、食べるものはおいしい。

　アンジェリカは妹みたいにかわいいし、カレンは綺き麗れいで、しっとり系の美人だ。幸せになってほしい。マリーナも驕きよう慢まんでいかにもお姫様っぽくって、愛らしかった。

　月祭りで巫女さんのダンスを楽しんだり、みんなで踊おどったり、奉納走りでランナーを応おう援えんしたり、アンジェリカの焼いたパンを食べたり、カレンの笑え顔がおに癒いやされたい。

　翔太の持っている知識で人助けができるなら最高だ。

「よかった……。報ほう酬しゆうはほしいだけお支払いします」

「報酬はアンジェリカにあげてもらえませんか。俺がお世話になっているメイフィールド亭の女の子です。荷馬車が古くてよく壊こわれるので、新しい荷馬車を買うお金をあげてほしい」

「ショウタ、あなたに対する報酬は？」

「ショウタ殿の報酬をお支払いしないことには」

　殿下とセバスチャンが口々に言った。

「じゃあ、僕ぼくも、報酬をもらおうかな。レイチェル姫。あなたの笑顔です」

「まぁ。ふふっ。お上手ね」

　王子様は、口に手を当てて、花がこぼれるように笑った。

　男の服を着ていても、いや、男っぽい服を着ているからこそ、女らしさが強調される。

　ドレスを着て、髪かみにティアラを飾かざって装よそおえば、どれほど美しくなるだろう。

　マリーナもカレンも美しかったが、レイチェル姫には高貴さと品の良さ、それに凛り々りしさがあった。

「立王子の礼まで、王宮に住みこんでほしいのです。秘密を守るためにも。どうかお願いします」

　セバスチャンに頭を下げられた。

　アンジェリカが寂さびしがりそうだが、仕方がない。

「立王子の礼の前日まででいいですか？」

「どうして？」

「メイフィールド亭の手伝いをしたいんです」

「そうね。前日は予行練習だから、前日まででいいわ」

「お茶を頂いてからトレーニングをはじめましょう」

　レイチェル姫も優ゆう雅がな仕草でお茶を飲んだ。翔太もお茶を飲んだ。香かおり高たかい紅茶だった。カップもソーサーも宝石のように美しい。

「俺、マドレーヌ、頂きます」

　翔太は、テーブルに置かれたマドレーヌを食べた。敵国に見立てたマドレーヌは、甘くてしっとりして、皮肉なほどにおいしかった。

「わしはクッキーを頂きますでの」

「じゃあ、私はマドレーヌを食べるわ。……ふふ。おいしいわね。こんな風に、綺麗に事態が片付くといいのだけど……」

　殿下は、ものがなくなったテーブルを見ながら言った。

「わしはメイフィールド亭に行って、ショウタ殿が王宮に滞在なさることを伝えますじゃ」

「残りのお菓か子し、持って行ってもらえませんか？」

　翔太は勅使に頼たのんだ。

　カレンは、低糖質ダイエットを続けていたが、筋トレの効果が出て、基き礎そ代たい謝しやがあがっているので、甘いお菓子を食べてもいい頃だ。

「じゃあ、ボンボニエール（ボンボン入れ）に入れて、器うつわごと差しあげることにしましょう」

　蓋ふた付きの銀製の器に、殿下自らがチョコレートボンボンやマドレーヌ、クッキーを収めた。かわいい意い匠しようの器だから、カレンとアンジェリカが喜びそうだ。

「お預かりしましたぞ」

　セバスチャンがボンボニエールを持って出ていった。

「立って歩いてくれませんか。ここで。この絨毯の上で」

　殿下は椅子から立ちあがると、絨毯の上を歩いた。ふかふかの絨毯で、足あし跡あとがくっきり残る。少し歩いたところで止まってもらう。

「はい。そこまででいいです」

　翔太は、続けて十歩ほど足を進めた。

　レイチェル姫の歩いたあとより、翔太のほうが足跡の間が広い。

「俺と殿下の足跡で、何が違うかわかりますか？」

「歩ほ幅はばかしら。でも、歩幅を大きくしても下品になるだけなのよ」

「歩幅もですが、他にもうひとつあります」

「ショウタのほうが、足跡と足跡の間が全体に広いわ。横よこ幅はばも広い」

「そう。歩幅は無理に大きくしなくてもいいのです。横幅に気をつけて歩いてください。歩き方の違いを決めるのは、骨格です」

「骨格って、骨？　骨の形が違うの？」

「女性は腰の骨が小さく、足の付き方も内に寄っているので、横幅の狭い歩き方になります。男性は骨こつ盤ばんが大きく、足がまっすぐ下に向かってついています」

　翔太は、レイチェル姫の足跡の真ん中に、スプーンの柄えを使って線を書いた。

「女性は、一本の線の両脇を歩くのですが……」

　次に翔太は、自分の足跡に、右足だけつなげたまっすぐの線と、左足だけつなげた線を書いた。

「男性は、二本線の上を歩きます」

　翔太は茶器を下げにきたメイドを呼び止めた。

「歩いてくれませんか？」

「は？　歩けばいいのですか？」

　翔太はメイドと並んで歩く。

　同時に歩けば、よりはっきりわかるはずだ。

「本当ね。翔太は二本線、女性は一本線ね。わかったわ。簡単なことだったのね!!　私、少しも気がつかなかった。ショウタってすごいわ！」

「ありがとう。もういいよ」

　翔太はメイドにお礼を言った。メイドは、茶器を下げてしずしずと歩いて行く。

　彼かの女じよの足跡は、見事に一本線になっていた。

「歩いてみてください」

「ええ。簡単よ」

「殿下。右手と右足が同時に出ています」

「あ、あれ？　どうして？　歩くだけなのに。な、なんなの？　すごく歩きにくい」

「トレーニングしないとなめらかには歩けませんよ」

「大変なのね」

「殿下、猫ねこ背ぜになっています。自信なさそうに見えます。もっと背筋を伸のばして、肩を後ろに引いて。視線を遠く、足がお腹なかから付いている感じで」

「胸を張ると、体型がわかってしまうわ」

「肩パッドの入った洋服を着てらっしゃるから、体型はごまかせます」

「服のしかけ、わかったの？」

「はい。見ればわかります」

「すごいわ！」

「胸を張って、肩の力を抜ぬいて、背筋を伸ばして」

　肩に力が入ったギクシャクした歩き方になっている。肩を後ろに引くことができたら、もっと形が決まるのだが……。

　元の世界ならフィットネス用のトレーニングチューブを使うところだが、この世界にはさすがにゴム紐はない。どうしようかと思っていたとき、カーテンを留める飾り紐が目に入った。

「殿下。これ、お借りします」

「ええどうぞ」

　捩よじりが強く入った紐で、引っ張ると伸びるが、指を離はなすと元に戻もどる。ゴム紐ほどの伸しん縮しゆく性せいはないが、ただの紐よりはましなはずだ。

　翔太は、カーテン留めを三つほど結んでつなぎ、輪にした。

　∞の形にしてから、○のところに腕うでを通してもらう。×が背中の真ん中に来るようにする。背筋が伸びて、腕を後方に引くことができる。

　肩姿勢改善プログラムでは、トレーニングチューブを腕に通した状態で運動してもらう。

「背筋が伸びるし、男の歩き方になるけど、身体からだがすごく動かしにくいわ」

「ゆっくりトレーニングしましょう。一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはできません」

　姿勢や歩き方を変えるのは大変だ。無意識レベルまで立ち居振る舞いを変えるのには、まったく新しい武道の形を習うほどの覚かく悟ごがいる。

「ずっとつけていると疲つかれるので外しましょう」

「難しいのね」

　歩くという行こう為いは、実はとても難しい。

　モデルウォーキングのインストラクターが、綺麗に歩けるようになるには週一回の練習で一年かかると言っていた。

　だが。

「立王子の礼の日だけ、その姿勢で歩けばいいのです」

　殿下は、困ったように笑った。

「一日だけですめばいいのだけど」

　――そうだった。このプリンセスは、この先ずっと、弟のフリをして生きていくんだ。

「失礼しました。忘れてください」

「ショウタどの。届けて参りましたぞ」

　そのとき、セバスチャンが戻ってきた。案内も請こわずにいきなりドアを開けている。セバスチャンは殿下とよほど親しいらしい。

「おおっ！　殿下、立ち方と歩き方がはっきり変わっております！　どんな魔ま法ほうをお使いなさったのか」

「魔法ではありません。殿下の努力です」

「ショウタがすごいのよ」

「ありがとうございます。練習を続けましょう」





☆






　――眠ねむれない。

　翔太は起きあがって、水差しからコップに水を汲くんで飲み干した。丸くて大きな紫むらさきの月が、青い光を投げかける。シーツの白が青に染まっている。月は紫なのに月光は青で、水族館にいるみたいだ。

　翔太はドアを開けて部屋を出た。月明かりでまぶしいほどなので、いっそ外を走ってやりたいのだが、迷子になっても困る。

　――殿下の歩き方、どうしたもんかな。

　肩を引くことが難しいみたいで、はじめはうまくできていても、だんだん前まえ屈かがみになってしまう。

　肩に紐をかけて歩くのは疲れるから、姿勢を確かく認にんするときだけにしたい。

　廊下を歩いていると、意外な人に出くわした。

「あら、ショウタだわ」

「わっ。マリーナ。びっくりした。どうしてこんなところにいるんだよ」

　マリーナは、チュールドレスの巫女服ではなく、お姫様みたいなドレスを着ている。

　――そっか。マリーナって、お姫様なんだ。

　紫の瞳ひとみが見開かれている。月と同じ紫の瞳。なるほど王族は、月の神が選んだ人なのだ。

「だってここ、私の家だもの」

「ああ、そうか」

「月祭りのあとはヒマだから、お休みが貰もらえるの。そうだ。ショウタ。私にも速く走る方法を教えてよ」

「ドレスじゃ無理だよ。また今度な。ってか、俺おれも運動してぇ」

「明日、一いつ緒しよに走る？」

「いいな。走りたい！」

　腕の骨折も治ったし、しつこく続いていた膝ひざの幻げん痛つうは、今はもうなくなっている。今なら、気持ちよく走れそうな気がした。

「じゃあ、明日の朝、ちょっと走りましょう。中庭で待ってるわ」

「明日またな」

「ええ。お休み」
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　翔太は、トゥニカ（上着）とズボンのマリーナと、走りながら話していた。

「ショウタってよく走るわねぇ。すごいわ！　次の奉納走りはショウタが出ればいいのに。私がショウタの頭にオリーブの冠かんむりをつけてあげてよ」

「あっ。そうか！　そうだな。思いつかなかった……」

　今なら楽しく走れそうな気がする。

　しつこく続いていた膝と足裏の幻痛は治っていて、腕の骨折のあとも綺麗に治った。こんなに楽しく走れるのは何年ぶりだろう。

　膝を故障し、大会の最中に棒立ちになってからは、走ることが苦痛だった。

　ここには翔太の過去を知る人はいない。楽しく走ることができる。

「呼吸法っていうのがあって、二回吸って、二回吐はくんだ」

「そんなのよけい疲れちゃう。私は自由に走るもーん」

「だったらトレーナーいらないじゃないか」

「私は巫女で、窮きゆう屈くつな神しん殿でん暮ぐらししてるんだから、走るときぐらい自由にしたいの！　でも、どうせ走るなら、早く走りたいの！　だからアドバイスしてよ」

「無む茶ちや言うなって。お姫様かよ」

「そうよ。私はお姫様よ。この美しい紫の瞳を見なさいよ」

「今は巫女のマリーナだろ？」

「そうよ。でも、巫女って、立王女の礼に出られないのよね。あーっ。パレード出たかったなぁ」

「立王子の礼って成人式だろ。巫女は性別や年ねん齢れいを超ちよう越えつした存在だから、成人式は関係ないんだよな」

「そうよ。でも、ドレスの私は最高に美しいから、国民の皆みんなに私の美しい姿を見せられないのが残念ね。我が国の損失だと思うわ」

　マリーナはフォームもよく、ストライド（歩幅）も大きい。跳ぶように走っている。

　カモシカのように長い脚が躍やく動どうする。

「ショウタ、速く走るアドバイスしてよ」

「俺がアドバイスしても、言うこと聞かないくせに。マリーナみたいなやつって、トレーナー泣かせなんだよなー」

　王宮の中庭。朝の爽さわやかな時間に、丹たん精せいされた芝しば生ふの上を走るのは気持ちがよかった。

「マリーナ様とマレビトだよ」

「ほんとだ。マリーナ様、危害を加えられないか」

　バラの花の手入れをしている庭師が、走っている翔太とマリーナを、心配そうな表情で見ながらささやいている。

　――俺は変質者かよ？

「お早うございます！」

　体育会系の翔太は明るい口調で挨あい拶さつする。

「お早うございますだ」

「なんだ。今回のマレビト、まともじゃないか。アタリのほうだな」

　翔太は苦く笑しようした。マレビトはハズレかアタリかのどちらからしい。自分は果たしてアタリだろうか。

　翔太は久しぶりのランニングを楽しんだ。中庭を一周したところで、マリーナが足を止めた。

「そろそろ朝ご飯よ。終わりましょう」

「クールダウンしてからだよ」

　片足のつま先をお尻しりに向かってひっぱり、太ふと腿ももの前を伸ばしたり、アキレス腱けんを伸ばしたりする。

「それするといいことあるの？」

「疲れが取れて、故障の予防になるんだ」

「じゃあ、私もするね」

　マリーナも見よう見まねでストレッチする。

　膝が痛くならずに走れるというのは、こんなにも気持ちがいいのだ。ほんとうの自分に戻ったという気分がする。

　ほんとうの自分……。

　殿でん下かは、いつわりの自分になり、立王子の礼に臨もうとしている。

「じゃあね」

　立ち去ろうとしていたマリーナを呼び止め、小声で聞く。

「なぁ、マリーナ。聞きたいことがあるんだ。君の兄上のことだけど、ほんとうにあれでいいのか？　無理があるんじゃないか」

　ソレイユ王国の縁えん故こ政せい策さくを断るために、男装して立王子の礼に出る。

　立王子の礼のその場だけごまかすことができても、男としてずっと生きていくなんて無理だ。

「私は巫女よ。俗ぞく世せを離れた人間だから、何もできないし、何も言えない。でも、お兄様のおかげで、私は還げん俗ぞくせずにすんだんだって感謝している」

「還俗？」

「俗世に還かえることを還俗というの。王女に戻ってどこかの王子と結婚することまでは我が慢まんできる。それは王族として生まれた私の責任だもの。でも、我わが国くにが主権を失ってソレイユの属国になるのは王族として許せない。あの国は、戦争をせずに我が国を手に入れたいのよ！　ずいぶん安くみられたものだわ!!　舐なめるのもほどほどにしてほしいわね！」

　マリーナは、プリンセスとはいえ比ひ較かく的てき責任の軽い立場だ。驕慢なお姫様ぶりが魅み力りよく的てきな彼女だが、そのマリーナでさえ王族の責任を口にする。

「君の兄上も、同じことを言っていた」

「王族ならみんな同じことを言うでしょうね」

「存在を隠されていた王族でもか？」

　翔太には、レイチェル姫の、自分を犠牲にしても国を守りたい、という気持ちがわからなかった。王族として育てられていたのならわかる。だが、レイチェル姫は、いわば日陰の存在だ。そんなプリンセスが、そこまで自己犠牲を願うものだろうか。

「…………ごめんなさい。私、お腹減っちゃった。朝ご飯食べたら、神殿に戻らないといけないの」

「ああ、そうか。引き止めてごめん」

「ううん。一緒に走れて楽しかったわ。次に逢あうのは立王子の礼ね」

「うーん。立王子の礼は、出られるかどうかわからないけど、気をつけて帰れよ」

「ええ。ショウタも。……母上が元気でいらっしゃったら、我が国は舐められずにすむし、お兄様が苦労せずにすむのだけど……」
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　殿下の歩き方は、だいぶなめらかになってきた。

　肩かたを引いて胸を張り、歩幅を無理に大きくしようとせず、二本線で歩く。

　歩き方だけ見ていたら、線の細い男性に見える。

「そう。そうです。殿下。その調子で続けましょう。もう少し肩を引いて」

「こう？」

「そうそう。そうです」

　注意した瞬しゆん間かんは肩が引けるのだが、すぐに元に戻ってしまう。胸のふくらみを隠したいという思いがあり、どうしても猫背になってしまうようだ。

「椅い子すに座りましょう」

「こうかしら？」

「いえ、それでは品が悪いです。ゆっくりした動作で腰こし掛かけて、肩を引いてまっすぐに座りましょう。直すのはスカートではなくスーツの背中です。腰こしに手を当てるのではなく、座ってから背中に手を当てます」

　ものを拾う、椅子に座る、立ちあがる、お茶を飲む、ひとつひとつの仕草を練習していく。

「痛いっ」

　歩いていた殿下が、突とつ然ぜん顔をしかめて膝をついた。横よこ座ずわりになり、ふくらはぎに手を当てている。

「こむらがえりですね。すぐに治ります。触さわってもよろしいですか？　マッサージします」

「よくてよ」

　殿下のふくらはぎに手を当て、スポーツマッサージをする。

　布越しに感じるふくらはぎの筋肉は、緊きん張ちようしてかちかちになっている。高貴な人だが、ズボンの布地越しなので、失礼には当たらないはずだ。

　このマッサージは体育の専門学校で教えてもらったやり方で、フィットネスクラブに就職してからもトラブルが起こるたびに試ためしてきたので、効果はあるはずだ。

　こわばりをほどくようにしてマッサージを続けていく。

「くっ」

「腓ひ腹ふく筋きん……えっと、ふくらはぎの筋肉が痙けい攣れんを起こすんです。緊張と疲れが原因だと言われています。骨格に逆らった歩き方をするので、使ってない筋肉を酷こく使ししてしまったんですね」

「身体に無理をかけるわけね」

　まだ痛みが抜けない殿下は、苦しそうに話している。

「そのとおりです。トレーナーとしては、あまりお勧すすめできないのですが……」

　殿下は沈ちん黙もくした。

　沈黙が重かった。

　立ち入ってはいけないことに触ふれてしまった、という思いがあり、あわてて話題を変える。

「殿下は瞬しゆん発ぱつ力りよくが優すぐれていますね」

「触るだけでわかるの？」

「わかります。人間の筋肉には、速筋が多い人と遅筋が多い人がいるのですが、これは生まれつきなんです。速筋は、剣けんや格かく闘とう技ぎや円えん盤ばん投なげなどに向くのですが、かわりに長ちよう距きよ離りを走ったり長く泳いだりするのは苦手です。殿下は速筋タイプですね」

　同じ陸上競技でも、マラソンランナーは遅筋が多いほうが強い。ほっそりした小こ柄がらな選手が多く、砲ほう丸がん投なげや短たん距きよ離り走そうなど瞬発力を必要とする競技は筋肉質な体つきをしている。

　アンジェリカも翔太も、遅筋タイプだ。

　マリーナは、速筋と遅筋が半々で、運動はなんでもできてしまうタイプではないかと思っている。

「だったら私は、剣が上手うまいのかしら。私は貴族の姫として育っていたから、剣の練習はしたことがないの」

「殿下は剣技に向くタイプです。ちょっと練習したら、すぐに上手になりますよ」

「じゃあ、剣の練習をしようかな。自分の身は自分で守れるようになりたいの」

「いいことだと思います」

　王族は、暗殺の危険と隣となり合あわせだ。殿下の弟は暗殺されたらしい。剣技を身につけることは望ましい。

「入りますぞ」

　そのとき、案内も請わずに部屋に入ってきた人ひと影かげがいた。マッサージに一いつ生しよう懸けん命めいになっていた翔太は、ドアのほうを見ようともしなかった。

「レイチェル、ど、どうしたっ!?」

　セバスチャンの声だ。

「きさまっ、わしの娘むすめに何をするっ!?」

　怒ど気きが放たれ、剣が抜かれたのが気配でわかった。

「父上っ！　違うのっ。剣を納めて！」

　しゃがみこんで女性の足をさすっているのだ。いかがわしいことをしているように見えたのだろう。

　――ああ、そうか。殿下は、セバスチャンの娘として育ってきたのか。

「マッサージしているだけです。殿下、もう痛くないはずです」

「ほんとね。痛みがなくなったわ。セバスチャン、お下がりなさい」

「は……失礼しました……」

　セバスチャンは心配そうに義理の娘を見ていたが、あきらめたように踵きびすを返すと、部屋を出て行った。

「父が失礼しました。でも、すごいのね。父は文官だけど剣の達人なのよ。父が剣を抜いても、ショウタは動どう揺ようしなかったわ。あんなに殺気が出ていたのに。勇気があるのね」

「セバスチャンは、殿下の養父なのですか？」

「そうよ。私は生まれて間もなく父に預けられたそうよ。私はただの上級貴族の姫で、セバスチャンが本物の父上だと思っていたの。瞳が紫だから、王族の隠かくし子ごかも、なんて思ったりもしたのだけど、まさか王女だったなんて。しかも、いきなり父が臣下になってしまって……マリーナとは友達で、よく一緒に遊んでいたのよ。妹だったなんて……」

「驚おどろかれたでしょう？」

「そうね。でも、私は、父上に……セバスチャンに喜んでほしいの。王妃様……母上は、気力を失っていて私にはほとんど関心を示してくださらないけど、母上が元気を取とり戻すまで、私ががんばるの。そうすれば、いつかは母上も私を見てくださるかもしれないでしょう」

「偉えらいですね」

「あら、私、偉くないわ。実は私、我が国のために、とか、国民を幸せにするのは王族の義務、なんて偉そうなこと考えてないの。王族らしくあろうとして、一生懸命に行動しているだけ。ほんとうは、ちゃんと王子様らしく振ふる舞まえているか、不安で不安で仕方がないの」

　殿下は笑った。けなげだった。ずっと自分を偽って生きていかなくてはならないなんてかわいそうだ。

「これでわかりました」

「何が？」

「あなたが、高貴で美しい理由です」

「あら、私、ただの貴族の姫だと思って育ってきたのよ」

「育ちでも血でもなく、王族らしくあろうと思う心が、あなたを高貴に見せているのだと思います」

「ま。ふふっ」

　プリンセスは花がほころぶように笑った。

「殿下、一度、気晴らしに遊びましょうか？」

「だめ。練習しないと！　立王子の礼で恥を掻いてしまうわ」

「まだまだ時間はありますよ」

「そうね。だったら乗馬はどう？」

「いいですね。乗ってみたいと思っていました。でも、俺、乗ったことないんですが……」

「私が教えてあげるわ」

「ありがとうございます。光栄です」
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「わっ。すげぇ。高いっ。気持ちいいっ」

　レイチェルは、生まれてはじめての乗馬に興奮するショウタを見て、顔をほころばせていた。

　木の柵で丸く囲まれた王族用の馬場なので、それほど広くはないが、練習には充分だ。

「すごいのね。普ふ通つうはそんなに上手に乗れないわよ。はじめてなんでしょう？」

「俺じゃなくて、エクレールがすごいんですよ。俺を気持ちよく乗せてくれてるんです」

　ショウタは手た綱づなを操り、右に歩かせたり、左に歩かせたりした。

　馬をぴたっと止めたり、右の手綱をずっと引いて、右にぐるぐると回転させたりする。

「すげぇ。俺の合図するとおりに動いてくれる！　おまえはいい子だなぁ。エクレール」

「そういうときは、馬の首を軽く叩たたいてねぎらうの」

「ああ、なるほど。エクレールが喜んでる」

　手綱を右に引くと右に曲がる。左に引くと左に。馬を止めるときは手綱をぐいっと強く引き、馬の腹を足でやや強く挟むと止まる。

　馬を歩ませるときは、馬の腹を両足で蹴り、手綱を同時に動かして合図する。

　だが、馬は人間を値ね踏ぶみする。服従するにたる人物ではないと馬が判断したら最後、言うことを聞いてくれない。

　なのに、このマレビトは、レイチェルが少し教えると、それほど困難なく乗りこなしてしまった。

「ショウタってやっぱりすごいわ。今のは常なみ歩あしというのだけど、速はや歩あしにすることはできる？」

「えっと、馬の腹を蹴るんですよね？……うわっ。スピードが出てるっ。身体が弾んで落ちそうだ！」

「上半身を倒たおして、リズムを合わせて腰を上げ下げするの。こんな風にね。速歩のときは、ツーカウントで腰を上げ下げするけど、駈かけ歩あしのときは上半身を倒して腰をあげたままよ」

「うわぁ。すげぇっ。速い！　気持ちいいっ!!　競馬の騎き手しゆになった気分だ！」

　乗馬術は、一朝一夕にマスターできるものではない。それこそウォーキングと同じぐらい時間がかかるスポーツだ。なのに、彼かれは、簡単に乗りこなしてしまった。

　厩きゆう務む員いんは初心者のショウタに配慮して、よく訓練された馬を貸してくれたみたいだが、それでもすごい。

　ショウタはもう、駈歩で馬を走らせている。

「そっちはだめっ！　障害があるのよ!!　危ないわっ」

　馬が跳び越えることのできるよう、木で障害が作ってある。

　エクレール号は、そちらに向かって走っている。

「きゃあっ」

　どうすることもできず悲鳴をあげる。

　エクレール号は地面を蹴ると空中へと高く跳びあがり、障害を越えた。

　青い空に、エクレール号が弓なりに跳ぶ。

　ショウタは綺き麗れいな前傾姿勢を取っていた。

「すごいわ……」

　初心者が障害を跳び越えた場合、普通はバランスを崩くずして落馬するのに、ショウタの運動神経はいったいどうなっているのか。
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「わぁあああっ！　跳んだっ！　跳んだぁっ!!」

　人馬一体となったエクレール号が、馬場を駆かけていく。

「すげぇっ。気持ちいいっ！」

　レイチェルは、追いかけることも忘れてショウタを見ていた。

「そうね。トレーナーだものね。運動は得意なのね」

　ひとりごちたとき、馬首をめぐらせて戻ってきたショウタが、レイチェルの横でエクレール号を止めた。

「殿下、いい姿勢ですね。肩を引いてらっしゃいます」

「乗馬だから当然よ」

「ウォーキングも、乗馬と同じように肩を引けばいいんじゃないですか？」

「……っ！　そうね！　そうするわ」

　男装でいちばん難しいウォーキングが、できそうな気がした。
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　王おう妃ひ付きの上級メイドが呼びに来たとき、翔太はレイチェルのウォーキングレッスンの最中だった。

「マレビト様。王妃様がお呼びでございます」

　アンドリュー殿下が不ふ慮りよの事故で死んでから、気を落として寝ね込こんでいるという王妃様。立王子の礼も、王妃抜きで行うかもしれないと言われていた。

「母上が？　お元気を取り戻していらっしゃるの？　お目通りがかなうのかしら？　私も一緒に行っていい？」

　レイチェルが聞く。

「すみません。王子殿下。ドロシーは、王妃様から、マレビト様だけお呼びするようにと言われています」

「そう……」

　レイチェルが、悲しそうに目を伏ふせた。このプリンセスは、自分が王女であることを隠されて、文官のセバスチャンに預けられて育った。

　王妃が本物の母親だと言われても、王妃は気き鬱うつの病でろくに話す機会もない。

　――母上は、気力を失っていて私には関心を示してくださらないけど、母上が元気を取り戻すまで、私ががんばるの。そうしたら、いつかは母上も私を見てくださるかもしれないでしょう。

　プリンセスがかわいそうだった。

「行ってらっしゃい。私は練習していますわ」

　王子の部屋を出て、上級メイドのドロシーに先導されて石造りの廊ろう下かを歩いていく。ドロシーは見るからに豪ごう華かなドアの前で足を止める。扉とびらの両りよう脇わきには、門番がふたり、槍を持って待機していた。

「王妃様。マレビトがいらっしゃいました」

「お入り」

　しわがれた声が聞こえた。窓まど際ぎわに置かれた大きなベッドに、中年の女性が上半身を起こしている。

「失礼します」

　フィットネスクラブでよくいるタイプの女性だった。若くはないが、裕ゆう福ふくそうな中年女性。顔立ちは優しげで、レイチェルによく似ている。

「王妃様っ。お起きになって大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「今日は気分がいいのよ。心配しないで。……昨日、レイチェルと乗馬をしていたマレビトね？　その前にはマリーナと走っていましたね」

「はい」

「窓から見えたので、セバスチャンに聞いたの。昔、世話になった人も、マレビトだったわ。懐かしくなってあなたを呼んだの」

「秋津翔太といいます。ショウタと呼んでください。王妃様は、お身体が悪いのですか？」

「どこがどう悪いというのではないのだけど、私の人生って何だったのかしらって思うと、やる気がなくなってしまったっていうか、どうでもよくなってしまったの」

「大変でしたね」

「ええ。大変だったわ。陛下が死んで、アンドリューが死んで、半身を亡くした気分よ」

　レイチェルとマリーナがいるではありませんか、とは翔太は言わない。

　フィットネスクラブの研修で教えてもらったとおり、高こう齢れい者しやが自分のことを話し始めてきたときは、あたりさわりのない相づちを打って傾けい聴ちように徹する。お説教めいたことはいっさい言わない。

「言葉もありません」

「陛下は亡なくなるし、産んだ子は双ふた子ごだし……。かわいい息むす子こは死んでしまうし……年を取ってしわが増えて美貌が失われて、体力も落ちて……。私、このまま死んでしまうのかしら」

　青の瞳が遠いところを見つめていた。

　この人は、フィットネスクラブによくいる、普通のオバサンだ。自分の不幸でいっぱいになり、他のことに意識が向けられなくなっている。

「王妃様は美しくていらっしゃいます」

　嘘うそではない。年を取ってなお、王妃は美しかった。若いときの彼女はどれほど美しかったのかと思うほどに。

　王妃は破顔した。

「ショウタ。異世界の話をしてちょうだい。どんなところなのかしら」

「俺の勤めていたところはフィットネスクラブで、俺はボディメイクトレーナーをしていました。会員は、高こう齢れいの女性がいっぱいです。みなさん、王妃様と同じような悩みや苦労を抱えてらっしゃいます」

「あら、そうなの？　ふふっ。世界は変わっても悩みは同じなのね。異世界の女性はどうしてるの」

「運動したり、旅行したり、気晴らしをしていますね」

「運動なんて楽しいの？」

「楽しいですよ。気分が明るくなり、元気が出て、肌はだが綺麗になって、若返ります」

　運動をすると、エンドルフィンとセロトニン、さらに成長ホルモンが出る。エンドルフィンとセロトニンは明るく楽しい気分を司つかさどる脳内麻薬で、憂ゆう鬱うつから抜け出る効果がある。

　成長ホルモンは若返りホルモンとも言われていて、肌が綺麗になってシミがなくなる。

「若返るの？　でも、私、足が弱ってしまって、歩くのがおっくうなの」

「だったら……。そうですね。これで遊びませんか？」

　翔太は、ポケットのハンカチを丸めてボールにした。

　テーブルに置かれていた木の板のファイルを王妃に渡わたす。元の世界でも良く似たファイルを使っていた。病状を書くためのカルテが挟はさまれている。

「ボールを投げますので、打ち返してください」

「なにそれ。子供の遊びみたい。アンドリューやマリーナと、よくそうやって遊んだわ」

「運動なんて遊びでいいんですよ。……王妃様、行きますよー」

　王妃の胸に向かってボールを投げる。

「きゃあっ」

　声をあげたのは、おつきの上級メイドだった。王妃に向かってものを投げつけるなんて信じられないという表情だ。

　だが、王妃は、ファイルを振ってハンカチボールを打ち返した。卓球というより、お正月の羽根付き遊びだ。

「お上手です」

　翔太がキャッチしてまた投げ返す。

　生気のなかった頬に赤みが差し、顔に笑えみが浮うかんでくる。

「信じられない。王妃様が笑ってらっしゃるわ」

　上級メイドがびっくりした様子でささやいた声が聞こえてきた。

「楽しそうですね」

「そうね。すごく楽しいわ！」

「あっ」

　翔太はわざとボールを取り落とした。

「やったわ！　私の勝ちね」

「はい。王妃様にはかないません」

「王妃である私に礼を取らなかったばかりか、ボールを投げつけた無礼は不問に付してあげます」

　王妃は芝居めいた様子で言うと、茶ちや目めっ気たっぷりに笑った。

「王妃様は、マリーナ様にそっくりですね」
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「あら、違ちがうわ。マリーナが私に似ているのよ」

「マリーナは、王妃様が元気になれば我が国は安心なのにと言っていました」

　――母上が元気でいらっしゃったら、我が国は舐められずにすむし、お兄様が苦労せずにすむのだけど……。

　マリーナはそう言った。

　王妃は、目を見張った。

「私は誰だれかに必要とされているのかしら？　陛下も、息子も、もういないのに……」

　王妃は、典型的な空の巣症候群に陥っている。高齢者心理学の本に書いてあった。熟読しておいてよかった。

　子どもが就職、あるいは結けつ婚こんしたあと、母親はすべてを失ったような気持ちになり、不安定になる。ひな鳥の巣立ち後の「空の巣」にたとえられる。いわゆる燃え尽き症候群だ。

　空の巣症候群の対策は、母親が趣味を持ち、楽しくすごすこと。

　だが。

　この人は王妃だ。

　国民の代表として神から選ばれ、王権を神授された存在だ。

　王妃のいるところは空の巣ではない。ふたりの娘に、文官武官、アヴィニヨン王国の民たちがいる。そしてこの国がある。たくさんの人が、王妃に期待している。

「当然です。王妃様は国王代行です。アヴィニヨン王国が、国民の全てが、王妃様を必要としています。お亡くなりになった国王陛下とアンドリュー殿下、レイチェル王女殿下も、王妃様に期待しておられます」

　王妃は、身体からだをビクッと震わせた。自分の悲しみに囚われて見えなくなっていたものに、いまようやく気がついた、そんな表情を浮かべている。

　翔太はさらに言った。

「レイチェル様は、王妃様が元気を取り戻もどすまで、私ががんばるとおっしゃっていました」

「レイチェル。ああ。レイチェル。かわいそうなことをしてしまった。かわいい私の娘……。あの子を男装させて弟の身代わりをさせるなんて……。セバスチャンに預けておきながら、こんなときだけ必要とするなんて。あの子は私を恨んでいるわ」

「いいえ。王妃様。レイチェル様は王妃様を恨んでいません。レイチェル様ががんばっておられるのは、お母上が、いつか私を見てくださるに違いないからだとおっしゃっていました」

　王妃は両手で顔を覆おおうと肩をふるわせて泣き出だした。

　翔太はじっと待った。

「お、王妃様……」

「ドロシーさん、そっとしてあげてください」

　おろおろと声をかけた上級メイドに、小声でささやく。

　王妃は、ひとしきり泣くと、涙なみだを手の甲こうで拭い、決然とした様子で顔をあげた。

「手を貸しなさい。ショウタ。歩く練習をします」

「はい。王妃様」

　王妃は、ベッドから降りると、よろよろと立ちあがった。

　高齢者のスポーツ指導は翔太の得意分野だ。

「立王子の礼に出たいの。かわいい私の娘を、弟の身代わりにさせてしまったのは私だから、私の手でレイチェルに宝ほう剣けんを授けます。……ドロシー。あなたは、魔ま法ほう治ち療りよう師しを呼んで来なさい」

「はいっ！　王妃様っ!!」

　上級メイドが、顔をぱっと輝かがやかせて、部屋を飛び出して行った。

「それでこそ、アヴィニヨン王国の国王代行です。王妃様が元気でいらっしゃったら、ソレイユ王国も養子をごり押おしして来なくなるでしょう」

「私が国王代行として、きっぱり断ればいいのよね」

「レイチェル様を、王女としてお披露目することはできませんか？　今の司祭様は、教義を柔じゆう軟なんに解かい釈しやくする方だとお聞きしました。双子の姉は、今はもう、問題にはなりません」

「そうしたいわ！　でも、私は国王『代行』でしかないから、アンドリューが存在すると思わせておきたいの。でないと、ソレイユ王国は、ソレイユの王子をレイチェルの婿むこにしろって言ってくるわ」

　マリーナへの婿入りは、巫女みこだから結婚できないのだと理由をつけて断ることができた。

　養子は、ソレイユのすばらしい王子を我が国の養子にするのはもったいないと断った。

　だが、王女の婿にしたいという申し出は、下手に断ると角が立つ。

　レイチェルが望まぬ結婚をして、ソレイユの王子がアヴィニヨン王国に入ると、今までの苦労が無になってしまう。

　いちばんいいのは、成人式でレイチェル姫ひめが双子の姉だということを公開して、さらにアンドリュー王子が健在でいることを示し、なおかつソレイユにこの国への手出しをさせない手段を講じること。

　そんな都合のいい方法、あるのだろうか。もしもあったら、すでにこの国の文官たちが実行しているはずだ。

　だが、ある。方法が。

　でも、これは、フェアプレーの精神に反するやり方だ。

　王妃は嫌いやがるだろうか。卑ひ怯きようだと反対するだろうか。

「俺おれに考えがあります。ですがこれはずるい方法だし、王妃様はじめ、みなさんに協力してもらわなくてはなりません」

「奏上することを許します」

　翔太は、考えていることを王妃に話した。
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　神しん殿でんの奥おくに、司祭と巫女と王侯貴族しか入ることのできない祭礼の間が存在する。壮麗で、神秘的な空間だ。

　祭礼の間のいちばん奥に祭さい殿でんがあり、司祭がその前に立っている。

　空気がぴんと張り詰つめている。

　レイチェルは豊かな金きん髪ぱつを礼服の背中にとき流して、祭礼の間の入り口のところに立っていた。

　彼かの女じよの背後には、王侯貴族が居並んでいるが、王妃はいない。国王代行である王妃は、王宮で待っている。

「アンドリュー・サファイア・アヴィニヨン」

　祭殿を背にして立つ司祭が、レイチェルを呼んだ。

「はい」

「レイチェル・オパール・アヴィニヨン」

「はい」

　レイチェルの横の、紫むらさきのドレスの娘が返事をする。

　彼女は、顔を隠す半透とう明めいのベール越ごしに、レイチェルに目で合図した。くるくる動く大きな瞳ひとみが印象的な彼女は、妹のマリーナだ。ショウタを紹しよう介かいしてくれたのも彼女だった。

「成人を祝う式典を行います。祭殿の前に立ちなさい」

　レイチェルは、巫女が両脇に等間隔に並ぶ通路を、いちばん奥の祭壇に向かって歩いていく。

　視線を遠く、腰から足を動かすように、二本線の上を歩くように意識して。礼服の飾かざり紐ひもが揺ゆれる。完かん璧ぺきなウォーキングだ。

　その横でマリーナは、踊おどるような足取りで歩いている。

　王女殿でん下かの代役が楽しくて仕方がないという感じだ。

　レイチェルが亡くなった弟の代役をして、マリーナがレイチェルの代わりをする。

　存在を隠されて育ってきたお姫ひめ様さまを立王女の礼でお披露目し、王族の一員であることを証明する。

　レイチェルは晴れてレイチェル本人となり、弟のアンドリューの死については発表の機会を待つ。

　立王子・立王女の礼さえ終われば、自分自身に戻れるのだ。

　弟の死で気力を失っていた母上が、ショウタと逢って少し話しただけで元気を取り戻したのには驚いた。

　枕から頭をあげることさえできなかった王妃が立って歩き、レイチェルと話したのだ。

　レイチェルは、母の羽根突き遊びの相手をし、たくさん話した。

　空いた時間には、養父のセバスチャンに剣の基き礎そを教えてもらった。臣下になってしまった養父だが、剣の練習のあいだだけは親子としてすごした。

　母は、マリーナそっくりの、明るくて前向きな性格をしていた。

　一いつ緒しよに運動したことがよかったのか、雲の上の人だと思っていた王妃との距きよ離りが縮まっていった。

　たったの八日間だが、今までの十八年間を一気に取り返した感じだった。

　ショウタはすごい。いったいどういう魔ま法ほうを使ったのか。

　いや、魔法でも、ここまではできない。

　国王代行がどっしりと構えていたら、無む茶ちやを言ってくるソレイユ王国に毅然とした態度を取ることもできるし、レイチェルは弟のフリをしなくていい。

　マリーナも、レイチェルの代役を喜んで引き受けてくれた。

　巫女になったことによって立王女の礼に出られなくなってしまったから、美しいドレスを着てパレードに出ることができて、喜んでいるという。

　ショウタは、マリーナの性格も見み抜ぬいていた。

　マレビトとはいえ、すごい人物もいたものだ。

　祭壇の前で膝ひざをついて座すわると、司祭が頭上で鈴すずを鳴らし、祝詞のりとを読みあげ始めた。

　レイチェルは手を合掌の形に組んで目を閉じ、頭こうべを垂れた。

　――私のすることは、アンドリュー王子になりきり、立王子の礼を乗り切ること。

　神殿の祝福、パレード、そして王宮のバルコニーで行われる国王代行からの宝物の授与、パーティの乾かん杯ぱいさえ無事に終われば……。

　――私は私になれる。
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　それより少し前。

　翔太は、街かい道どうの脇わきで、アンジェリカと一緒にパレードを待っていた。カレンとジャコブもすぐ横にいる。カレンの横にいる中年女性はジャコブの母親だ。

　――よかった。ジャコブの母さん、元気になったんだな。

　ジャコブの母の気鬱の原因は、息子の結婚を自分の配慮のない一言で台無しにしてしまった、という思いから。カレンとジャコブがよりを戻すと憂鬱は晴れる。

「姉さんとおばさん、仲よさそうだな」

　アンジェリカが言った。

　ジャコブの母はカレンと楽しそうに話して、笑い転げている。

「姉さん。今度はうまくいきそうだな」

「うまくいってほしいよなぁ」

「ショウタ、そっちはうまくいったのか？」

「ああ、殿下のトレーニング、ばっちりだったよ」

「何のトレーニングしたんだ？　王子様、激太りしたのか？」

「ごめん。内緒なんだ」

　レイチェル姫には、ウォーキングと男の立ち居振ふる舞まい。

　王妃にはストレッチと高齢者向けのコアトレーニングとウォーキング。それに、羽根突き遊びにもつきあった。ハンカチを丸めて作ったボールを使い、ファイルの板で打ち合う遊びだ。

　さらに殿下と一緒に乗馬をしたから、やたらと密度の濃い九日間だった。

「まだかしら」

　カレンが背伸のびするようにして神殿のほうを見る。

　王族の慶けい事じは、庶しよ民みんの楽しみでもある。

　とくにパレードは、美しく装ったお姫様や王子様を眺ながめることのできる機会だから、庶民はこぞって街道にやってくる。

　めでたい日だから、庶民はみな晴れ着を纏まとっている。

　翔太も、ジャージとポロシャツではなく、ジャコブから借りたトゥニカとズボンを着ていた。

「王子様、双子だったのね」

「アンドリュー王子の立王子の礼にあわせて、お姫様のお披露目と立王女の礼も一緒にやってしまうなんて、いい考えだよ」

「マリーナ様が巫女になってからは、王室にプリンセスがいなくて華やかさに乏しかったもの。双子は不ふ吉きつなんて言われていたのは昔のことだし、いいことだと思うわ」

「王妃様も元気を取り戻しておられるっていうよ」

「魔ま法ほう治ち療りよう師しに頼たのんだのかな」

「でも、魔法治療師は、治癒力を高めることしかできないんだよな。王妃様、気鬱の病だって聞いたのに。何かいいことがあったのかな」

　翔太は庶民のウワサ話を聞きながら、にまにましていた。

　王妃は、不慮の事故で息子を亡くしたショックで、空の巣症候群に陥っていた。翔太のしたことは王妃に、あなたの巣は空ではないと指摘しただけだ。

　――王妃様がお元気におなりになったのは、ショウタ様のおかげです。ドロシーはうれしいです。王妃様は、お食事もよくお食べになり、よくお眠ねむりになっていらっしゃいます。ありがとうございます。ショウタ様。

　王妃付きの上級メイドのドロシーは、泣かんばかりに感謝してくれた。

　――魔法治療は、治ろうとする心があってこそ魔法の力が効果を生みます。私たち、魔法治療師では不可能な、やる気をだすこと。それをショウタ様はしてくださった。ほんとうに感謝します。

　魔法治療師は、魔法よりすごいことをしたとお礼を言った。

　――ショウタ。ありがとう。母上が、私に、すまないとおっしゃってくださったわ。レイチェルは私の娘だと母上が言ってくださった。こんなにうれしいことはないわ。

　レイチェル王女殿下も、お礼を言ってくれた。

　――ショウタ。あなたって、心のトレーニングまでできるのね。すごいわ！　私、次の月祭りで絶対走るわよ。ショウタに勝つから覚かく悟ごしてね。

　マリーナも感謝してくれた。

　――ショウタ殿。王妃様が昔どおりの元気さを取り戻してくださった。それどころか、前にも増して国王代行の責任に目覚めておられますぞ。ほんとうにありがとうございます。

　セバスチャンも喜んでくれた。

　王妃の気鬱に対処することは、フィットネスクラブで高齢者相手のスポーツ指導をしている翔太には簡単なことだったのだが、こんなに感謝されて逆に恐縮してしまう。

　神殿の鐘かねが荘そう厳ごんに鳴り響ひびく。

　立王子・立王女の礼が終わったという合図だ。

　神殿を出たパレードは、中央を貫つらぬく街道を通って王宮へと戻っていく。

　街道の脇に立つ庶民にざわめきが走る。

「そろそろだよ」

　神殿の扉が開き、巫女居並ぶ中央を、馬車行列が進んでいく。

　白い馬に乗った宮廷官吏がパレードを先導する。

　――セバスチャンだ。

　セバスチャンは、街道の翔太に目で合図した。

　次に近衛このえ兵へいの騎き馬ば行列が十数騎ほど続き、二頭立ての天てん蓋がいのない馬車がしずしずと行進する。ゆっくりした進み方は、乗馬でいう常歩だ。

　馬車には、にこやかに手を振る姉君のレイチェル王女殿下と、弟君のアンドリュー王子殿下がいた。

　プリンセスは金髪を結いあげて花で飾り、瞳と同じ色のドレスを纏っている。胸元が淋さびしいが、これは王妃から宝物の授与があるから。

　アンドリュー王子殿下は、肩かたから飾り紐がいくつも下がった軍服のようなスーツを着て、背筋を伸ばしてゆったりと座っている。

　これが男装の麗れい人じんなんて、誰も気がつかないだろう。

「王子様と王女様だわっ！」

「なんて綺麗……。さすが双子ね。そっくりだわ」

　姉君のレイチェル王女殿下と、弟君のアンドリュー王子殿下は、うり二つだった。

　プリンセスが明るく笑いながら手を振るその横で、弟王子は緊きん張ちようしているのか、どこか照れくさそうに手を振っている。

　姉君が、無ぶ愛あい想そうな弟君の肩先を指でつつき、街道を指さした。ふたりは翔太に向かって手を振った。

　王子殿下は、男装のレイチェル。

　王女殿下はマリーナに演じてもらっている。

　ふたりは姉妹だけあってよく似ているのだが、メイクでさらに似せると上級メイドのドロシーが言っていた。ほんとうに双子のようだ。

「王子様、王女様、成人おめでとうございます！」

「おふたりの未来と、アヴィニヨン王国に祝福あれ！」

　街道沿いの庶民が祝福の声をあげる。

「ありがとう！」

　王女が言った。

　王女の声はよくとおり、庶民がはぁっと感心のため息をついたあと、一いつ斉せいに拍はく手しゆした。

　――マリーナ、ノリノリだ。すげぇ楽しそう。

　マリーナは驕きよう慢まんで明るくて元気な姫だが、その反面、しっとりした情感や落ち着きに乏とぼしい。

　それが逆に、存在を隠かくされて育っていた王女様が、晴れて王族として認められ、心の底から喜んでいる感じがした。

　王女殿下の無む邪じや気きな笑え顔がおは、応おう援えんしたくなる魅み力りよくに溢あふれている。

「ふたりとも綺麗だね。なんていうか、すごく高貴だ」

　アンジェリカがため息をつく。

　マリーナの顔を知っている彼女が、王女様の正体に気付かないことにホッとする。

「あの王女様、マリーナに似てるよな」

　翔太は、水を向けてみた。

「んー。そういや似てるな。まぁ、当然だろ。姉妹なんだし。……王子様かっこいいなぁ。王女様はかわいらしいし」

「アンジェリカもかわいいよ」

　彼女の頭をぽんぽんする。マリーナなら、「当然でしょ!?　私を誰だと思っているの」と胸を張るところだが、アンジェリカは照れくさそうに笑う。
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　壮麗な馬車に、美しい王子様と王女様。鍛えられた騎馬が整然と行進する。馬具までキラキラの特別製だ。

　パレードの後ろのほうで、わぁっという歓かん声せいがあがった。

　びっくりしてそちらを向くと、最後尾の近衛兵が何かを空中に撒き、それを街道の庶民が手を伸ばしてキャッチしていた。

　華やかなパレードが、いっそう華はなやいだ。

「お菓か子し投げだよ。王族のおめでたい行事には、つきものなんだ」

　アンジェリカが解説する。

　そのとき、ザラッと音がして、空中をお菓子が舞まった。

　油紙に包つつんだキャンディやチョコレートボンボンだ。

「わっ」

　反射的に手を伸ばし、紙包みをキャッチする。細長くて硬かたいクッキーが包まれている。なるほどお菓子撒きに向きそうだ。

「ビスコッティだな。これ、硬いけど、おいしいんだ」

「あげるよ」

「いいのかっ、わぁっ。うれしい。ありがとう！」

　アンジェリカは包装を剥がすと、硬いクッキーをリスのようにこきざみにかじった。

「んっ。おいしいっ……」

「よかったな」

　アンジェリカは色気より食い気だ。

　庶民は、パレードのあとを追って歩いて行く。華やかなパレードと、甘あまいお菓子で、皆みんなは幸せそうな顔をしている。

「これで我わが国くにも安泰だね」

「ああ。王妃様も元気におなりになったし」

　だらだらした上り坂を歩き、やがて王宮の城門へと行き着いた。自転車だと苦しい上り坂だが、歩くとそうでもない。

「そこのご婦人。ナイフはその台に置いていってください」

　近衛兵が、弓や剣けんやナイフを持っている庶民は武器を置くように指示をしている。

　いつもは厳しい誰すい何かをする門番も、今日はにこにこして城門をくぐる市民を見つめている。

　王宮の中庭に入った翔太は、華やかな雰ふん囲い気きに息を呑んだ。

　王城から張り出したバルコニーの左右に舞ぶ台たいが作られ、椅い子すが並んでいる。

「真ん中のバルコニーには我が国の王妃様や王子様、王女様が立つんだけど、両脇の舞台には、外国の偉えらい人たちと、上級貴族が座るんだ」

　アンジェリカが解説する。

「ソレイユ王国の王様も来るのか？」

「もちろんだよ。ソレイユ王国の正装は、太陽の色だからすごく目立つよ。なにしろ真っ黄色なんだから」

「ソレイユ王国は、我が国を狙っているんだろ？」

　庶民が話し出した。

「周りの国全てが、ソレイユ王国のものになったっていうよな」

「ソレイユは、戦争仕し掛かけてくるのかな？」

「大丈夫だよ。我が国はマレビトが来る国だし。王妃様がお元気になられたし、アンドリュー王子も成人されたから。ソレイユも無茶なことはやってこないよ」

　翔太はくすぐったい思いを味わっていた。

　――ジャコブから服を借りてよかった。

　慶事にジャージはあんまりだろうと思って借りたのだが、悪目立ちせずにすんでいる。

　右側の舞台に、さまざまな民族衣装を着た諸外国の要人が出てきて椅子に座った。黄色のローマ風の衣装を着た青年貴族がひときわ目を引く。あれがソレイユの偉い人らしい。

　正装の貴族たちも左側の椅子に座る。

「そろそろだね」

　庶民のあいだに、わくわくする気配が満ちる。

　バルコニーの扉が開き、宮廷楽師がでてきて角に立った。彼かれらはラッパを構えると、雄壮な音楽を奏でた。

　国王代理がでてきた。美しいドレスに長いマントをひき、王おう冠かんを頭に載のせている。病に伏していた王おう妃ひの元気な姿に、国民の間からわーっと歓声と拍手があがった。

　貴族と要人たちが立ちあがって拍手する。

「王妃様がお元気になられているぞ！」

「よかった。王妃様が笑顔を浮かべていらっしゃるわ」

「王妃様ーっ。このたびはおめでとうございますーっ！」

「おめでとうございます！　王家のみなさんに祝福あれっ」

　成人式を迎むかえたばかりの王子殿下と王女殿下がでてきて、王妃の横に立つ。

　音楽が変わった。王宮の中庭の庶民も、兵士たちも、居住まいを正して歌い出す。

「国王をたたえる歌だよ」

　アンジェリカがささやき、一緒になって歌い出した。

　曲が終わった。

　セバスチャンが王妃に向かって、布張りの宝石箱をうやうやしく差し出している。

　王妃が宝石箱の中から、きらきら光るものを取りだした。ネックレスのようだ。

　マリーナが王妃の前で膝をついた。王妃は、マリーナの首にネックレスを着ける。

　マリーナは立ちあがり、国民に向かって手を振ふった。

　遠目にも、マリーナが晴れやかな表情を浮かべているのがわかる。みんながわあっと歓声をあげて拍手する。

　そのとき異常が起こった。

　セバスチャンが空の宝石箱を取り落とした。

　そそくさと宝剣を王妃に渡すが、あきらかに動どう揺ようしている。

「どうしたんだ。何かあったのか？」

　セバスチャンは、控ひかえている兵士に向かい、中庭を指差して何か指示をしている。

　庶民も、文官長の様子がおかしいことに気がついたようで、中庭がザワめいた。

　セバスチャンが指差す方向を見たアンジェリカが息を呑んだ。

「あれっ！　弓じゃないのかっ!?」

「弓だっ!!」

　庶民の中に、弓を引き絞っている人物がいる。

　小さな弓だ。

　男は、バルコニーに狙いを定めていた。

「ソレイユ王国の暗殺者だっ！」

「ほんとだっ。黄色い服を着てるっ」

　門の近衛兵によるセキュリティチェックをくぐり抜けてしまうほどの、とても小さな弓だ。とうていバルコニーには届かない。

　だが、暗殺者はきっと魔ま法ほう使つかいに頼んでいる。

　庶民の間にざわめきが走った。

　翔太は人を掻かき分けてその男のほうへと行く。

「弓よっ」

「王妃様を狙っているわ」

　気付いた国民たちの間で悲鳴があがった。

　翔太は彼にタックルし、押さえこむようにして取り押さえた。

　近衛兵がおっとり刀で駆けつけてきた。近衛兵に弓を射た男を渡す。

　だが、一足遅かった。

　暗殺者は矢を放ったあとだった。

　矢は、バルコニーの王族に向かって飛んでいく。

　翔太にも矢の勢いが異常なことがわかった。魔法によるドーピングだ。

「きゃあっ」

　悲鳴があがった。

　時間が止まったような気がした。

「王妃様っ。危ないっ」

「きゃあああっ」

　王妃は悲鳴をあげた。
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　王妃は悲鳴をあげながら、大きな瞳を見開いて矢を見ていた。

　矢はまっすぐに王妃に向かって飛んでくる。身体がビクッと震ふるえたが、よけてはいけない。

「母上っ。危ないっ」

　レイチェルが王妃を背中にかばうと、手に持った宝剣を下から上へと斜ななめに振りあげた。

　矢は宝剣の鞘で跳ね返され、くるくると回りながら、王妃の足あし下もとに落ちた。

　はーっと安あん堵どのため息が渡っていく。

　――レイチェル。かわいい私の娘むすめ。

　双ふた子ごの姉として産まれ、表沙汰にできない娘だった。

　文官長のセバスチャンに預けたのは、彼なら信用できるということ以外に、セバスチャンが独身だったからだ。

　――レイチェルの母は私だけ。

　そう思っていた。自分は娘を手放したくせに勝手なものだ。

　セバスチャンは大事に育ててくれたものの、王妃はずっと罪悪感を覚えていた。レイチェルに逢えるのは一年に一回。王妃の誕生日のパーティだけ。

　セバスチャンがつれてくる娘は、一年ごとに娘らしくなっていく。

　王妃はそのたびに罪悪感と愛しさに震えた。

　アンドリューの死はショックだったが、娘が代役をしていると聞いたときは、王妃は申し訳なさで身体から力が抜けた。

　――レイチェルは、きっと私を恨んでいる。王宮を出されたのに、弟の代理としてお披露目するなんて……。

　そう思っていたのに、ショウタが誤解を解いてくれた。

「母上、おケガはありませんか」

　娘はこんなにも大きくなっている。

　庶民のあいだに、動揺が広がっている。

「ソレイユ王国がやったんだ……」

「アンドリュー王子を殺そうとしたのもソレイユ王国だろ？」

「王子はどうせ死ぬから、養子に入ってやるって、矢の催さい促そくだったっていうよ」

「ひどいな」

　ささやく声が聞こえてきた。

　小さな国だから、隠しておいても庶民のあいだに知れ渡ってしまう。

　弓を引いた男は、周囲の人間の手で取り押さえられ、兵たちが引き連れて行く。

「ソレイユ王国が王妃様を殺そうとした！」

　庶民の間に怒いかりの波動が広がる。

　王妃は、スウッと深呼吸してから、声を張りあげた。

「皆の者。静まりなさい」

　庶民たちが黙りこみ、中庭が水を打ったように静かになった。

　彼らの視線が自分に集中しているのがわかる。

「憶測でものを言うのはやめなさい。諸外国の要人もいらっしゃっています。無礼ですよ」

　諸外国の要人、と言われて、庶民の視線が要人席に座るソレイユ王国の王子に集中した。

　黄色いローマ風の民族衣装を着た王子様が立ちあがった。

「私はソレイユ王国の第一王子、ジャンフランコ・ソレイユです。我がソレイユ王国は、アヴィニヨン王国に仇あだなすつもりはありません」

　いかにも誠実そうな顔立ちの王子だ。背も高く、押し出しもいい。ジャンフランコ王子の声は、誠意に満ちて響く。

　だが庶民は、不信の表情でソレイユの王子を見つめている。

　目の前でソレイユの民が、王妃に向かって弓を引いたのだ。

　信じられるものではない。

「ジャンフランコ王子殿下。大きゅうおなりになられましたね。あなたの立王子の礼で、お逢あいして以来です。我がアヴィニヨンは月の神を祀まつる国、太陽神を祀るソレイユとは友好国です。ソレイユの民が私に弓を引くなどありえません」

「王妃様のおっしゃるとおりです。我が国ソレイユは、友好国である貴国に手出しをすることはありません」

　――狸たぬきめが！

　ソレイユ王国が大陸を侵しん略りやくしはじめたのは、ソレイユの国王が病がちになり、ジャンフランコ王子の権威が増してからだと聞く。

　いわば、我が国を狙っている張本人のくせに、涼しげな様子で友好を強調するジャンフランコ王子殿下は、食えない政治家という感じがした。

「ほんとうですね？　未来永劫約束しますか？」

「はい。未来永劫約束しましょう！」

　ソレイユの王子は、調子よく言った。

　まあいい。言げん質ちは取った。しょせん口約束だが、これを基に同盟に持ちこめばこっちのものだ。

　同盟なんてあてにならないが、戦争抑止力にはなるはずだ。

「我がアヴィニヨン王国は、独立国家である。ラリュヌ神の加護のある限り、我がアヴィニヨン王国は、どこをも侵略せず、どこからも侵略されぬ！」

　王妃は、弓矢を両手に持つと、ばきっと音を立てて折った。そして、その場にたたきつけた。

「立王子の礼、立王女の礼はつつがなく終了した！」

　王妃の声は朗々と響き渡った。

　レイチェルとマリーナが王妃に向かっておじぎをする。

　わーっと歓声があがり、拍手が響いた。

　王妃と娘たちは、国民に向かって手を振った。

「成人おめでとうございます！　レイチェル様、アンドリュー様っ」

「おめでとうございます。王妃様っ！」

　拍手と祝福の声がひときわ大きくなった。

　ソレイユの王子も、諸外国の要人も手を叩たたいている。

　中庭で、ショウタが手を叩いているのが見て取れた。黒くろ髪かみだからひとめでわかる。

　なにもかも彼のおかげだ。

　王妃と王子、王女の三人は、国民に手を振り返していた。





☆






　王宮のパーティは、佳境を迎えていた。

　着飾った王侯貴族が、宮廷楽師の奏でるワルツに合わせて踊っている。

　ワイングラスを載せた盆を持ったメイドが行き交い、パーティ客にワインを勧すすめている。

「いかがですか？」

「綺き麗れいな色……」

「どうぞ」

「わぁっ。ありがとう」

　翔太は、ワイングラスを受け取ったアンジェリカから、ワイングラスを取りあげ、メイドに返した。

「お酒はダメ。未成年だろ？　……オレンジジュースを彼女に頂けますか？」

「かしこまりました」

「むぅっ！」

「そんな顔をするな。おめかししているのに台無しだぞ」

　翔太はアンジェリカの頭をポンポンした。

「こんな素す敵てきなドレス、はじめてだ」

　マリーナが、若い頃ころに着ていたドレスを貸してくれた。シルクでできたお姫様のドレスは、アンジェリカを愛らしく見せていた。走るときは首の後ろで結わえている髪かみをとき流し、花で飾ってある。

「かわいいよ。よく似合ってる。お姫様みたいだ」

「ショウタも素敵だぞ」

　翔太も正装している。騎士服は、セバスチャンから借りた。騎士のようでちょっと気恥ずかしい。

「似合ってるぞ。ショウタ」

　そのとき、ざわめきが起こった。

「レイチェル様だ」

「ほんとだ。王女殿下だ」

「なんてお美しい……」

　レイチェルが、紫のドレスでパーティ会場に現れた。

　乾杯の挨あい拶さつだけ参加し、あとは中座していた王女殿下の登場に、参加者の視線が集中する。

　レイチェルはまっすぐに翔太のほうへと歩いてくる。

　マリーナのドレスを着ているが、レイチェル王女殿下だ。

　この美しく、神々しいお姫様が、殿下の本来の姿なのだ。

「あの男、何者だ？」

「弓を射ったソレイユの暗殺者を取り押おさえたマレビトだよ」

「そうか。今度のマレビトはアタリなんだな」

　ウワサする声が聞こえてきた。

　音楽が変わった。

　速いリズムの舞踏曲。

　月祭りの夜、アンジェリカと踊った。これならステップがわかる。

「ショウタ。踊りましょう」

　レイチェルが誘さそってきた。

　アンジェリカをそっと見ると、踊ってきたら、というふうにうなずいた。

「喜んで」

　レイチェルと組んで踊ると、周囲から人がいなくなった。皆、踊りをやめて、ふたりに注目しているのだ。

「ショウタ。ありがとう」

「マリーナ様はどうしていますか？」

「巫女みこなんてつまんない、って言いながら、部屋でお菓子を食べているわ」

　巫女のマリーナは、男性と触ふれあうことができない。彼かの女じよがふてくさている様子が目に見えるようだった。

「殿下。よく、矢を払はらうことができましたね」

「だって私、父上と剣の練習をしているもの。私は無事にレイチェル王女殿下になったけど、自分の身を自分で守るためにも、剣技は必要ですからね」

「そのとおりです」

「なにもかもショウタのおかげよ。殺傷能力のない弓矢だとわかっていたから、私は矢を弾はじくことができたのよ」

　弓を射た暗殺者は、翔太の仕込みだ。

　アヴィニヨン王国が使っている間者のひとりに、ソレイユを思わせる衣装を着て、弓を射てもらった。

　ソレイユ王国から、アヴィニヨンには手て出だしをしないという言質を取るためだ。

　王妃を殺そうとした悪人は、門番が目を離したすきに牢から逃げ出すという筋書きだ。

「みなさんのおかげです。セバスチャンは大げさに騒さわいでくれて、国民の視線を暗殺者に集中させることができたし、王妃様は堂々とした様子で駆かけ引ひきをしてくださった」

「そうね。父上と母上が、あんなに演技達者だったなんて知らなかったわ。ショウタって、運動だけじゃなくて、頭も切れるのね」

「スポーツマンらしくない、卑ひ怯きようなやり方ですけどね」

　アスリートが爽やな性格をしているなんて、幻げん想そうに過ぎない。

　ドーピング騒ぎのあと、スマートフォンにかじりつき、炎えん上じようを誘う書き込みをしていた翔太は、フェアプレーの精神も何もあったものではなかった。

　翔太の中には、黒い部分が確かにある。自分の中のダークな部分とは、折り合いをつけて生きているが、ときおり悪あく辣らつな部分が顔を出す。

「あら、誰だれも傷つけず、友好を結ぶことができたのよ。これで我が国は平和だわ」

「まだ友好を結んだわけではありません」

　同盟を結んだわけでもなければ、神に誓ったわけでもない。たんなる口約束だ。あの二枚目の王子は、あっさり反故ほごにするだろう。

　国家間の同盟に持っていく必要があるが、それは外交政務を担当する文官の役割だ。

「あとは父上がなんとかしてくださるわ」

「そうですね。文官長の出番です。うまく同盟に持ちこめればいいのですが」

「ショウタ、ありがとう。これで私は、私になれるわ」

「あなたは美しい。自信を持って王おう女じよ殿でん下かとして生きてください」

　玉座の王妃が、目を細めてふたりを見ている。

　アンジェリカがオレンジジュースを飲みながら、ワゴンの料理を選んでいる。

　パーティはまさにたけなわだった。







エピローグ：異世界でトレーナーをしています。







　アヴィニヨン王国、神しん殿でんのすぐ近く。

　街かい道どう沿いに、メイフィールド亭ていがある。

　美人姉妹が経営している宿屋として有名で、姉のカレンは癒いやし系けいのしっとり美女。妹のアンジェリカは、男言葉で話すボーイッシュな少女だ。

　カレンはもうすぐ結けつ婚こんする予定になっていて、美しさに磨みがきがかかっている。

　料理がおいしく、焼きたてパンは最高だ。

　掃そう除じは行き届いていて、居心地のいい宿屋である。

　このメイフィールド亭には、看板の下に小さな木の板がぶら下げてある。

『トレーナーセンター』

　普ふ段だんは宿屋の手伝いをしているマレビトのショウタが、スポーツや身体にまつわる困り事の相談に乗る。

　痩やせたい。

　格好よく筋肉をつけたい。

　かけっこで一等になりたい。

　ダンスをうまく踊おどりたい。

　眠れない。

　謝礼はディナール銅貨一枚だが、ミルク一瓶でも、袋ふくろいっぱいのオレンジでも相談に乗ってくれる。

　ショウタは、立王子・立王女の礼が行われたとき、ソレイユ王国の暗殺者を取り押さえたことで有名になった。

　暗殺者は、牢の中から忽こつ然ぜんと姿を消したが、アヴィニヨン王国は、あの一件で結束が強まった。

　国王代行である王妃様は息災で、レイチェル王女殿下が王政の手助けをしている。

　暗殺者が放った矢を見事な剣技ではじき落としたアンドリュー王子殿下は、病がちだという噂うわさだが、アヴィニヨン王国はソレイユ王国と同盟に持ちこんだ。

　アヴィニヨン王国は静けさを取り戻していた。




「ショウタいる？　うちの息むす子こが泳げるようになりたいって言っているの。教えてくれないかしら？」

　近所のおばさんがやってきた。

　ポロシャツとジャージという、見慣れない服を着たマレビトが、ほうきを動かす手を止めて言った。

「ああ。いいぜ。俺おれは異世界トレーナーだ」







あとがき







　こんにちは。あるいははじめまして。わかつきひかるです。

　このお話は、スポーツクラブのトレーナーが異世界に転生して専門知識で活躍する内容です。

　トレーナーというのは運動指導員のことで、スポーツクラブでスイミングの先生をしたり、筋力トレーニングのメニューを組んだり、ダイエット指導をしたり、ボクササイズ（ボクシングを元にした運動プログラム）のインストラクターをしたりする職業です。

　小説中のスポーツ蘊うん蓄ちくは、私がいま通っているスポーツクラブのトレーナーから聞いた話と、前に習っていた少林寺拳法の先生から教えてもらった話を、文献やネットで確認して書いています。

　ストレッチマジックを教えてくれたのは少林寺拳法の先生です。一度やってみてください。感動するほど身体が柔らかくなります。本当に魔法みたいです。

　私は初段でやめたのですが、高段者の先生は整法を納めてらっしゃってて、整体師をされていることが多いんです。人間の身体のことを知り尽くしてらっしゃいます。

　かわいい女の子もいっぱいでてきます。ショートヘアのやんちゃな妹タイプの女の子。しっとりふんわりお姉さん。責任感ある高貴なプリンセス。明るくて元気いっぱいイマドキ女の子なお姫様。

　主人公は、彼女らの悩みを解決し感謝されるのですが、それだけでは終わらず、主人公はやがて国家間の陰謀へと巻き込まれていきます。

　権謀術数渦巻く中世ヨーロッパ風異世界で、主人公は専門知識を武器にして生き抜くことができるのでしょうか。

　最後になりましたが、私のつたない小説を華か麗れいなイラストで飾って頂きました植田亮先生と、この本にかかわった全ての方にお礼を申し上げます。




　参考にした書籍は次の通りです。




「筋肉まるわかりバイブル」石井直方監修　ベースボールマガジン社

「図解コーチ　ウエイト・トレーニング」比佐仁著　成美堂出版

「腹だけ痩せる技術」植森美緒著　メディアファクトリー

「そのダイエット脂肪が燃えていません―やってはいけない３８のこと―」中野ジェームズ修一著　青春出版社




　他にもたくさんの本やネットの記事を参考にしました。

　ありがとうございました。
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